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はじめに



0:はじめに

0-1 本論文の主題

ピユザンツ帝国の畏い政治史を概観したときに、多くの歴史家は7世紀から 12世紀までを中期ピュザ

ンツ帝国として区分しているり。 この600年ほどの期間はさらに、843年のイコ ン破築運動の終駕と

1081年のコムネノス朝時代の幕開けとで、 三つに区切られる。通常マケドニア朝の名で知られる王朝は

[表OJのように、867年のパシレイオス1世のJlP{立をもって始まり、1028年のコ ンスタンティ ノス8

世の死をもって終わる"。 この時期はピユザンツ帝国が内政上の問題を克服し、文字通り 「帝国」とし

て周囲に覇をとなえた時代である。

マケド二ア執はおそらく皇帝の個性によって二つに分けることができるだろう。在位期間の短かったア

レクサンドロスとロマノス 2世、コンスタ ンティノス B世を除くと、後半の3人の皇帝、ニケフォロス 2

世とヨアンネス 1世の二人の軍人あがりの帝位纂奪者、そして「プルガル人殺し」とあだ名されたパシレ

イオス 2世は、文化に興味を示さず政治と軍事lこ心血を;主ぎ「軍人皇帝」としての色彩が強い。これに対

して9世紀末から 10世紀前半にかけて帝国を統治したレオン6世、コンスタンテイノス7世といった皇

帝は、自身も一流の文化人であっただけでなく積径的に文化事業を推進した"。 特に両帝の残した百科

事典的あるいは記録集性格を持った著作は"、 当時を知るうえでの重要な史料である。

建築史の分野では、クラウトハイマ一、マンゴなど主立った研究者は則、この時代に関連して843年

から1204年までを「中期ビユザンツ建築Jとして取り扱っている。この時代はピュザンツ帝国において

最も造営活動が盛んな時代だった。また建築形態においても大きな変化が見られ、教会建築ではかつて主

流であったパシリカ式教会堂とその派生形のドームド パシリカは、新しく地方で誕生した内後十字形平

面の教会堂に完全にとってかわられた。

特に目をコンスクンティノポリスに転じると、この傾向が顕著に現れている則 。それまで停滞してい

た帝都での建設事業は、イコン破壊運動末期のテオフィロス帝η を前奏曲に拡大し、間運動終罵後のパ

シレイオス 1世で一つの頂点を迎える。そして 10世紀後半から 11世紀始めの「軍人皇帝Jの時代を挿

んで、11世紀に再び興隆を見せるのである。そして教会建築において分類学的視点から言えば、この時

代はまさに内接十字形平面などの新しい平面形式の独壇場であった。この形式の教会堂は、しかし帝都に

おいては地方よりも登場するのが退く、先に述べた9世紀における建設事業の拡大と期をーにしている。

この9世紀後半から 10世紀前半という時代を扱った既存の研究を見ていくと、同時代の建築全体に関



して、ルツジヱリが先行する時代において提示したような町、文献史料から背景となった世界を描き出

し、現存する建築遺構と対照させることで建築物のありかたを錨き出そうとする叙みは、まだなされてい

ない

これは事実上、ピュザンツ建築史の現状における大きな問題点なのだが、ウスタールートが指摘したよ

うに町、歴史学的手法という名の実証主援へ傾倒したこの二十年間、ビュザンツ建築史はより大きな流

れの中に統合されるのではなく、むしろ縮分化された個々の問題へと解体していった.その結果我々がビュ

ザンツ建築の展開を箆ろうとするときに利用できる言説は、古びた機能主義的発展史観に則ったものか、

細分化された嫌々な各論になってしまうのである.それゆえに現在、多くの研究者逮は、個々の各論を新

たに統合する連接点を鑓し求めているようにみうけられる.

さらにこの9・10世紀といった時代のコンスタンティノポリスの建築を取り級った研究も、個々の建

築物のモノグラフ以外ほとんど存在しない.その理由は一つには、当時新たに建設された建築物のほとん

どが現存しないことにある.だが一方でこの時代は、先に述べたマケドニア朝前期の諸帝の文化政策のお

かげもあって、多くの文献史料に恵まれている.

そこで本論文においては、これら文献史料を綴りに、 9・10世紀のコンスタンティノポリスにおける

皇帝の教会の使用について検討してみたい.なぜ皇帝と教会とを取り級うのかという理由を以下説明する.

なぜ教会か.まず教会建築はピュザンツ帝国を通じて最も重要視された建築物であり遺構も多い.ピユ

ザンツ建築史は、すなわちピュザンツ教会建築史と言い換えることも可能であろう.逆から言えば、ピュ

ザンツ帝国の世俗建築に関して、我々はほとんど知らないのが現状である.

なぜ皇帝か.一つには後に触れる史料上の制約がある.もう一つは異なる二つの要素を突き合わせるこ

とで、通常可視化されない事実が浮かび上がるのではないかという期待がある.第三には先に述べたよう

に、この時代の建設事業は皇帝が大きな役割をはたしたことがあげられる.

なぜ使用か.ピュザンツ建築において、一つの建築物が建設当初にどのような意図をもって計画された

かは級われでも、既存の建築物が後の時代にどのように使用されたのかという問題は、ほとんど注目され

てこなかった.しかしながら、既存の建築物がいかに取り級われたかは、一つの時代の建築観について推

し量るうえで重要な養素たりうるものである.そして逆に既存の建築物の使用方と、新しい建物のそれと

を比較することは、新しい建築物を評価するうえでも重要な視点である.

さらに付け加えるならば本研究は、教会堂における皇帝の儀礼を取り級うことで、先に述べた同時代の

建築を級った各鎗を統合するための、連接点を見つける足掛かりを探す綜みでもある.
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0-2 史料について

ここでは宗教儀礼における皇帝の行動を再現するうえで、重要と思われる史料を順を追って見ていくこ

とにする.

-コンスタンティノス・ポルフュロゲネトス『儀式について』

『キリストに愛されし、また永遠の皇帝キリストのその中にいる皇帝、賢明の極みにして永久に記憶さ

れし皇帝レオンの子、コンスタンティノスの論説、宮廷の活動に関する真に高貴な作品J10)という長い

見出しを持つこの文章は、四つの写本によって現在まで伝えられている11に このうち三つはかなり縮か

い断片でしかなく、文章の全体像を伝えうるものでは到底ない.我々は唯一、ライブツィッヒに残されて

いる写本を通してのみ、この一連の文章を知ることができる.この写本の成立年代に関しては、10世紀

との説が有力ではあるほ}が12世紀や 13世紀初頭とする鋭")もある.

この史料はこれまでに二回、刊行されている.最初はライスケによる校訂、ラテン語訳、注釈で後に

『ピュザンツ史史料大全』の中の一冊として全巻が刊行された14) 二回目はヴォク卜の校訂、;主釈、そ

してフランス語訳によるもので.前半部分、第一巻のみが出版されている川.またライスケ及びヴォク

トの注釈以外の、この史料に関する先行研究としてはパリーのもの1叫が、古いものではあるが大変重要

であり、大体の点に関して定説となっている.またこの史料の成立の背景に関しては、キャメロンの論文

川lこ興味深い議論を見ることができる.

さてこの文章は 10也氏「紫の生れの者(ポルフュロゲネトス)Jと呼ばれた時の皇帝コンスタンティ

ノス7世によって、あるいはその命により、まとめられた.より短く f宮廷の秩序についての解説J1B) 

と呼ばれることもあるが、通常は『ピュザンツ宮廷の儀式についてJ'9)あるいはより単純に『儀式につ

いて』 制と呼ばれる.このため本給分でも『儀式について』という名称を使うことにする.

この文章は一見しても非常に様々な内容から成り立っている. r秩序」をこよなく愛したとされるヒーユ

ザンツ人の好みをそのまま反映しているかのように感じさせる、非常に整理され統一感のあるところと、

逆に世に言う中世的無秩序さで緩然と覚書風に書き記しである部分、さらには明らかに過去の独立した著

作の写しと思われる箇所、これらが一つの題名のもとに並置されている.このため各部分の執筆時期は異

なるし‘また執筆者もコンスタンティノス本人、あるいは彼の命令をうけた代筆者ないし代筆者逮以外の

人物の筆による部分もかなり多い.

またライブツィッヒの『儀式について』の写本には約9章分散逸した箇所がある.この欠落部分はライ

スケの第9章の途中である.写本では途中までの第9章、途中からの章、それに続く番号のない章、第2

3 



0章という配列になっている.ライスケはこの欠落部分を考慮せずに全体の番号をつけなおしたために、

彼の本では章番号は順に第9章鎗中までしかない第9章と途中からの章)、第10章(番号のない章)、

第11章(本来の第20章)と、当然なっている.パリーはこれらを第20章から逆に数えて、圏直に第9

章、第 18章、第 19章、第20章と見倣している.そしてヴォク卜は内容から第9章が前半と後半とで

異なることを知っていながら刊、 章番号をふるにあたってはライスケ問機、第9章途中の欠落部分を無

視し、なおかつ写本の章番号に従っているために第9章(途中までしかない第9章と途中からの章)、第

1 0章(番号のない章)、第20章(本来の第20章)と章番号をつけている.しかしこの考え方は、あ

まり支持されていない.ちなみに現在、研究者の簡ではライスケの章番号に従うのが通例となっているた

め、本論分でもこれに準じる.

以下その慨要について見ていくことにする. r儀式について』は2巻からなっている.各章のタイトル、

あるいは内容はまとめると[表1]のようになる.これについてコンスタンティノス自身は第2巻の序文

で、第1巻は記録に基づき、第2巻は口伝に基づいているむね、述べている山. しかし各巻とも種々鎗

多な内容を有しており、パリーはこれを以下のようにまとめている自己

-第1巻

1 A 1)第1章~第83章 r儀式について』の本文

1 A 2)第84章~第95章・ベトロス・パトリキオスの6世紀の記録からの篠粋

1 C)第96章~第97章:ニケフォロス2世による追加

-第2巻

2 A 1)第1章~第25章 r儀式について』の本文

2 A 2)第26章~第40章途中までと第51章織々な儀式に関する記録の写し

2 B)第40章途中から~第50章と第55章・その他

2 C)第52章~第54章と第56、57章・その他

彼は 1A 1)がコンスタンティノスの言う記録に基づく部分で、これに対応する口伝に基づく部分は2

A 1)であり、基本的な性格として第1書への補簸とみている.本来あるべき『儀式について』の本文は

この両者である.一方、続く 1A 2)と2A 2)とは、それぞれ先行する本文に対する付録で、参考資料

としてコンスタンティノス自身によって付け加えられたと、バリーは解釈している.そして 2B)は文章

の形式や歴史的背景から考えて、主題上は、外国での軍事行動や歴代皇帝の墓所など、その意図は計りか

ねるところがあるものの、やはりコンスタンティノスによって追加されたと考えている.これに対して1

4 

C)はニケフォ口ス 2世の時代の再編集で追加され、 2C)はさらに後の時代に付け足されたものである.

そこでこの文章の中心とも言うべき部分は 1A 1)ということができる.この 83章は大きく以下のニ

つの部分に分けられる24)

第1章~第37章，宗教儀式

第38章~第83章世俗儀式

本諸分で取りmうのは主に宗教儀礼に関した部分である.このうち第36章は教会和解の日について述
べているが、分量も少なく記述も簡単で覚書的性格が強い.第37章の内容は、皇帝が宗教儀礼に参加す

る際の服装であるが、パリーはこの二つの章を宗教儀式に関する部分の最後に付録的に置かれたものであ

ると見ている.そこで残りの 35章分の内容について、パリーの意見を参考にしながら検討してみる.

まず[表1]の各章題を見てすぐに気がつく点は、他の宣言において常に使われている共通の言い回し

「・・・見られるべきこと25)J が、第 2~震から第 9 章までの部分では用いられていないことである.そ

して第2章から第6章までは「・・・の歓呼出)Jとなっている.本来この単語には「行動」、 「行為」

などの訳語が適切なのかも知れない.しかし章の内容を見ていくと、各儀式の際に、何時何処でどの人物

がどのような内容の称賛の言葉を皇帝に対して歓呼するのかが、記述の中心となっている.そこでライス

ケ、ヴォク卜共にこの言葉を「歓呼27}Jと訳していることもあり、ここでもそれに従った.

次に気がつくのは第9章までの部分とそれ以降とで、章題に重複が見られることである.具体的には例

えば、神現祭を扱ったと章は第 3~と第 26 章の二つである.以下同織に各章の主題を整理してみると

[表2]のようになる.ここで興味深い事実が明らかになる.つまり第9章までの部分は生誕祭、言い換

えればクリスマスから始まって聖霊降臨祭までの行事を、時間輸に則って説明したものであり、一方それ

に続く部分は、同じ一年の行事を、おそらくは復活祭を基準点に据えて、多少混乱はあるもののやはり時

間輸に添って論じたものである.本論分では便宜上、第9章前半までをグループ1、第9章後半からをグ

ループ2とする.

ちなみに第1章は題名が「大教会への行進の際に見られるべきこと、すなわち序列と儀礼、皇帝達が大

教会へと向かう際に引き連れていた鰻かしく華々しい随員たちについて J28)となっており、章の途中に

以下のような配述がある.

「このような順序と型に従って、復活祭の聖大日曜日、聖霊降臨祭、神の輝きの変容祭、我等が主、神

の神聖な生誕の祭、神聖かつ壮麗な光の日(神現祭)を執り行わねばならない.J 29) 

そしてこれに続いて復活祭町、聖母生誕祭引)、受胎告知問、聖大土崎日33)の各場合が補足解説されて

5 



いる.バリーはこの章を、生誕祭をモデルとして大教会、つまりハギア・ソフィアでの儀式を説明したも

ので、第2章に続いて行くものとしている.言い換えれば、第1章はそれ以降と問機、グループ1に属す

るのである.

では第9章途中にある欠落部分はどうとらえるべきか.パリーは前述のように本来の第9章は現在の第

9章の途中まで34)と考えている.ここまでの記述が軍軍降臨祭に関するものとなるわけである.一方、

本来の第20章(ライスケの第11章)は復活祭の火曜日に関するもので、この章に先行する本来の章番

号がない章(ライスケの第10章)は復活祭の月曜日に関して述べている.そして一連の記述の最後に来

るのは第35.で、これは聖大土曜日、すなわち復活祭の日曜日の前日が主題である.このことから彼は

現在の第9章の後半部分は、本来の第18章の前半部分が失われたもので、復活祭当日、復活祭の日曜日

が語られていて、後半の一連の章の最初に位置するものであると解釈している.

そうであるならば失われてしまった本来の第 10章から第 17宣言までの章は、前半のグループに属する

ことになる.そしてこの一連の章の主題l立、当然のことながら聖霊降臨祭から生誕祭までの宗教行事、具

体的には変容祭、聖母生誕祭、十字架挙栄祭などということになる.

以上のことからコンスタンティノスが、いかなる形にせよ最低二つのまったく異なる儀式の次第書を持っ

ており、これを編集して現在ある第1章から第37章までの部分1)1産み出されたことがわかる.

ではこの部分の成立年代は何時なのだろうか.パリーはこれらの章で用いられている、用語を分析し、

特に皇帝を示す単語の違いに着目した35)

グループ1では「主人途36)Jが通常用いられている.これは二人の皇帝がいたことを示している.こ

れに対してグループ2では一人の皇帝を表す「皇帝3円」が一般的ではあるが、これに加えて先の「主人

達J、 f大きな皇帝・小さな者38)J、 「大きな皇帝・小さな者連日)Jといった表現が用いられている.

これらを益理して様々な歴史的事実と照らし合せたうえで、パリーは以下のように結論付けている.

グループ1はコンスタンティノス7世の治世 (913・59)の最晩年、彼の息子ロマノス2世

(957-963)が皇帝に即位した957年以降に制作された.

グループ2はミカエル3世 (847-67)治下に成立したものを基本とし、パシレオス1世 (867-86)

の時代の追加(第19章~第21章)とレオン6世 (886-912)によるもの(第24章、 900年育曜か)

を含んでいる.そしてこのグループは少なくともレオンとコンスタンティノスの時代に筆を加えられてい

る.

さて以上に加えて第2巻から宗教儀式を級った部分を姶い出すと、第6章から第9章と第11章、第1

3章が重要である.これらの部分は 2A 1)に属することから考えて、成立はコンスタンティノス7世が、

第1巻が成立したのちに第1巻で.きもらしたことについて、口伝で、ないし慣例として伝わっていたこ
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とを書きとめたものと思われる.それ以上の考察をパリーはこの部分に関しては加えていない.

ここで第2巻各章の主題についてまとめてみる.ちなみに第 13章は複数の儀式について託殻しである

ために、各主題ごとに番号を付け加えた.その結果が[表3]である.ここでもう一度、 [表1]を見る

とわかるが、第6宣言から第13章までが第2巻のうちで年中行事を級った部分である.そして第6章から

第11章までは5月21日から四旬節までの行事が書かれている.おそらくこれは復活祭を妃述上の区切

りと考え、復活祭から書き始めた年中行事のうち、書き漏らしたものをまとめているのではないだろうか.

第12章と第13章の最初の部分は皇帝が儀式を望んだ渇合についてである.第13章のそれ以降の部分

は、最後の8月29日を除いて、 3月9日から 11月1日まで、皇帝が他の教会を訪れる場合について日

付順に説明している.おそらくここでは、生誕祭を一年の区切りと見倣して、記述しているものと思われ

る.そして愚後の8月29日に関する部分は、第13章成立後に書き足されたものであろう.

以上のことから、第2巻のこの部分の術成は以下のようになると恩われる.

復活祭を区切りとした年中行事 第6章から第 11章

皇帝が望んだ場合の宗教儀式 第12章と第13章の最初の部分

生麗祭を区切りとした年中行事 第13章の真中の部分

追加:第 13章の費量後の部分

このことからおそらく、第6章から第 11章まではある時期に一括して編集されたと考えられる.続く

第12.と第 13章がこれらと同時期に編集されたかどうかは定かではない.しかし第 14 J置が総主教の

任命を主題としていることを考えると、第 12章、第 13章の最初の部分、第14章が、年中行事以外に

皇帝が教会を訪れる湯合としてまとめて編集された可能性l立高い.すると第13章の残りの部分はのちの

時代に挿入されたのではないだろうか.

いずれにせよ第6章から第11章までが復舌祭を一年の区切りとする点で繁1巻のグループ2と対応し、

第13章の後半が生誕祭を区切りとする点でグループ1と対応する点は重要な意味を持つように思われる.

そしてここでパリーの手法に従って皇帝を示す単語見てみると以下のようになる.

第9章では「皇帝」が、それ以外では「主人逮」が通常用いられている.

第6章、第 13章には「第一の皇帝Jとの記述を見ることができる 40)

コンスタンティノス7世統治期間のうち、皇帝1)1復数いたのは彼の男ロマノス 1世ラカペノス

(920-944)との時代、この時は事実上口マノスが皇帝だった、と自分の息子口マノス2世との時代で

ある.

その他、文中の表現で歴史上の事実との関連で気付いた点を以下に列挙する.

まず第6章には「ポーヌスの新宮殿J刊との表現が見れるが、このポーヌス貯水池のそばの宮殿は口
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マノス1世によって建寂されたことが知られている問.この章は、もともとポーヌス宮が新築された時

に書かれたものなのだろうか.それとも慣例上、この宮殿は常に「新宮殿jと呼ばれていたのであるうか.

また第7章でl立、万聖人の祭は復活祭の月曜日や復活祭の次の日曜日に準じて聖使徒教会で執り行われ

る旨問、書かれている.ここで皇后聖テオファノの礼拝所が使用されるが、このテオファノは893年に

夫折したレオン6世の妃で、後述するが彼女のために皇帝はこの礼拝所を建設している.つまりこの章は

それ以降に成立したわけである.

第8章は内容面でも表現の上でも、第 11章と共通する箔所が非常に多い.そして第 11章は、第1巻

第29章と同じ主題を扱っている.内容的には第2巻第 11章は十字架をどう扱うかが主題で、第 1巻第

29章は皇帝が何をするかが主題である.

第 9~置では進堂祭と同僚に儀式がおこなわれる旨、記されているが第 1 巻の進堂祭に関する記述は第 2

7章でグループ2に属する.またこの章では皇帝をさすのに単数形の「皇帝Jが用いられている.この章

は第1巻のグループ2と同時期に成立した可能性が高い.

なお同じ観点で見ると、第 14章は933年2月2日の総主教テオフュラクトスの選出について記した

第38章と後半部分がほとんど同じで、おそらく一方が他方の写しと思われる.第 14章では「皇帝」が

通常使用されており、一箇所だけ「皇帝逮」が使われており比較的統一性がある.第 38章では前半は

「主人達」が使用され、後半は第14章と同じで統一感に欠ける.つまり第38章が成立したときに、す

でにあった第 14章が写されたわけで、第38章の成立は当然933年以降、おそらくロマノス 1世とポ

ルフュロゲネトスの共同統治時代の終わる944年までではないだろうか.

これらのことから考えて、専門外の領織なので深い議鈴はなしえないが、第6章から第11章まで(あ

るいは第 13.後半部分を除く第 14章まで)は、コンスタンティノス7世の最晩年に、つまり957年

以降に第1巻が完成してから959年に死ぬまでの聞に一括して編集されたものではあるが、もとになっ

た素材は嫌々な時代に起源を持つものと恩われる.そしてこの編集作業が完了してから第 13章の後半部

分が追加され、されにそのあとで同じ章の一番最後の部分、 8月29日に関する所が追加されたのではな

いだろうか.

ここで第2巻は第1巻で書き漏らしたことを書いたものだと考えると、いくつかの興味深い点が浮かび

上がってくる.

まず以上のような論を踏まえてもう一度[表2]を見てみると、グループ2において章番号と日付が一

致しない部分が、第 19輩から第 21章で丁度パシレイオス 1世による改訂部分と重なるのである.これ

はグループ2に対するこのときの作業の内容を、何らかの形で示唆するものではないか.これと前後して

興味深いのは、昇天祭の後に来る聖霊降臨祭に関する記述が、グループ2にはないことである.変容祭

B 

(8月6日)、聖母就寝祭 (8月15日)、聖母生誕祭(9月8日)など当時重要視されていたであろう

祭典の記述も銭けている.

また第1巻第1章はハギア・ソフィアでの儀式についての栂論として性格を持っているが、その補足部

分で唐突に、まるで重要なものを忘れていたことを思い出したかのように聖母生誕祭の記述がでてくる.

これはグループ2にこの部分の記述がなかったことに起因するのであろうか.またここでは一方の聖母就

寝祭に関しては何も述べていない.そして第2巻にその&e述があることから考えて、欠落部分も含めて第

1巻の何処にも決してこの儀式に関する記述はなかったはずである.そして第2巻の宗教儀礼に関する部

分のうちでこの聖母蹴湿祭も含めて第6章から第9章の主題となっている祭日が、日付の順序から考えて、

前述のグループ2の欠落部分で、取り上げられていた可能性がある.

以上のことから次の仮説を提示できないだろうか.コンスタンティノス 7世ポルフユ口ゲンネトスは作

業開始時に、古い儀式の次第書を持っていた.これがグループ2に属する一連の章である.これはミカエ

ル3世の時代に成立したものであるが、パシレイオス1世、レオン6世の最低二回に渡る改訂作業によっ

て、あるいは他の何らかの理由によって欠落した部分が生じてしまった.その後、彼はこの欠落部分に気

付き、それを埋める素材を集めたが、何らかの原因でこの素材は第1巻の編集作業の際には、省みられる

ことがなかった.彼は基本的にはこのグループ2をもとに、欠けている所や現状に合わない所を補足する

意味で、グループ1を書いた.その後、第1巻の補足である第2巻をまとめるにあたって、かつて集めた

素材の存在に気付き、あるいは思い出し、第1巻で触れなかった儀式を、これをもとに説明した.そのさ

らに後で、今迄考慮に入れていなかった、言い換えれば重要度の低い、いくつかの儀式についてまとめ、

これを第2巻第 13章に加えた.

さてここで『儀式について』の史料価値について考えてみる.残念なことにこの史料に含まれている文

章は、全体としては成立年代もまちまちで統一性に乏しい.取り上げられた祭日について考えてもわかる

ように、ここに書かれた儀式が当時皇帝が参加した宗教儀式のすべてでは決してない.しかし個々の祭日

に関して言えば、記述の残されている限り、儀式の次第は比較的正確に説明されている.それゆえに実際

にこの史料に記録されているように、一日一日と毎日の儀式が行なわれたと見るのではなく、 9世紀後半

から 10世紀中頃にかけての年中行事の一つの姿を描き出したに過ぎないと見るべきであろう.

次叢で他の史料と比較しつつ、詳しく見ていくことにするが、実際に皇帝の行動を再現しようとしたと

きに、この史料以上に詳細な記録は存在しない.多くの研究者がこの史料を高〈評価しているのも、まさ

にこの点である.

9 



-フィオテロス『クレートロロギオン』 判

この史料は899年に書かれたものと考えられている.クレートロロギオンとはクレートリオン、すな

わち宴会、あるいは娩餐会から派生した語で、宴会の席次に関する論述を指す.ちなみにこの『クレート

口口ギオン』という名も通称で、もとの写本には『皇帝の宴席の序列、及び各官位の呼称と名誉の精密な

論、古の宴会席次論から、神の友、最高の智をもっ我等が皇帝レオンのインディクティオ第三年、天地創

造6408年、 9月、皇帝のプロートスパタリオス、かつアトレークリネース、フィオテロスが作成』とい

う長い題名が冠せられている.著者のフィオテロスについて、我々は何も知らないが、彼の肩書きプロー

トスパタリオスは名普称号の一つである.もう一つの肩書きアトレークリネースは官職の一つで、皇帝主

催の晩餐会の出席者やその席次を調整するのが役割である.

この史料の写本は完全なものがこつ知られている.一つは前述のようにライブツィッヒの『儀式につい

て』の写本に含まれているもの州で、もう一つはイェルサレム総主教の蔵書に属するものである.

史料の構成は四章からなる本文と付録、参考史料で、第1章でまず宮位、官職の摘成が示され、第2章

では皇帝と同席できるような高官の席次について、第3章ではより低い位の者の席次について解説してい

る.本給分において重要なのは第4章で、ここでは何時何処で援とどのような宴会が開かれるのかが述べ

られている.付録は嫌々な後会に皇帝が臣下に贈る金品の解説で、参考史料はキュプロスの主教ヱピフ7

ニオスの総主教以下の霊園陸者逮に関する文章である.

本論分の主題と密接な関連がある第4章について‘もう少し詳しく見ていく.ここでは生誕祭、つまり

クリスマスから始まって翌年の9月までの、帝室の年中行車とそれに関連して開催される宴会が説明され

る.しかし基本的な史料の性格、宴会の席次を決める役職にあった人物カ明書いた宴会の席次に関する鎗述、

から明白なように、宴会と無関係な儀式の記述はなく、また記述の内容も、例えば教会での儀式よりもそ

のあとに行なわれる晩餐会の方が中心となっている.このため、宗教儀式に関する記述は慨要だけで、

『儀式について』と比較して皇帝の行動の細部を検討するというような作業にはまったく適さない.

.11'大教会のテュピコン』

テュピコンとは、教会での日々の儀式の次第を記述したもので、通常の教会のものと修道院のそれとに

分けられる.通称『大教会のテュピコン』と呼ばれるものは、その名のとおり大教会、つまりコンスタン

ティノポリスのハギア・ソフィアの毎日の宗教儀式の次第を配録した文書である.この史料は幾つかの写

本が現存しているが、 flも完全なものはイェルサレムの聖十字架修道院の写本で、これと比較しうるのは

パトモス島の福音書作者監ヨアンネンス修道院の写本である.それ以外にもパリに二つ、オックスフォー

ド、キエフ、ドレスデンに一つづっ写本が残されているが、これらはいずれも完全からは程遠い.本論文
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ではこのうち、マテオスによって絞訂され仏語訳をつけて出版された相イェルサレムのものを使用し、

今後単に『テュピコン』と呼ぶことにする.この著作は霊十字架修道院の写本の全文のみならず、パトモ

ス島やその他の写本との相違点もそれぞれ記耳語されている.なお史料の成立年代は、パトモス島のものが

1 0世紀、イェルサレムのものは 10世紀末と考えられている明.

当時の教会の儀式は一定の枠組みが完成しており、そこにどのような内容を組み入れるかで性格付けが

なされていた.例え1;1'小聖入の後に聖書のどの部分を朗読するかとか、どの聖歌を歌うのかといった要素

を変えていくのである. ~テュピコン』はこのうち、日々の儀式で変化する内容を詳細に記録したもので

ある.よってその記述の中心l立、どのような祭で、何処の教会で、どの型の儀式を、どのような素材(聖

書、聖歌など)を用いておこなうのかが中心になっている.それゆえに個々の人物の詳細な行動に関して

は、通常の儀式の枠から逸脱しない限り記述されない.この儀式の枠の部分に関しては、後念ながら同時

代の史料は存在しない. 1 2世紀以降、ディアタクセイスと呼ばれる文章が編纂されるようになり、これ

が前述の枠の部分を説明したものである.しかし本論文で取り扱う 9ないし 10世紀においては、この内

容はまだ口伝によっていたと考えられている州.しかし同時代の儀式の基本的な楠造と、その中での参

加者の行動に関しては、前節でも述べたマテオスとタフトの著作が大変参考になり、これと合わせること

でかなりの部分まで当時の大教会の典礼が再現できる.

本給文の主題に関してこの史料は、以下の二つの制約を持っている.まず上に述べた理由により、常に

詳細な記述が見られるわけではない.そしてこれは大教会、つまり総主教側の記録であるが、特別な理由

がないかぎり皇帝の言動は触れられていない.

.その他

以上の史料以外に、このテーマに関連があると恩われるものを以下にあげる.

1 0世紀の『コンスタンティノポりスのシユナクサリオン』 柑)は、現代で言う所のカレンダーのよう

に、教会の儀式の日程を記したもので、祭事の日程を把握するためには重要な史料だが、個々の祭りに関

する記述が簡単なため、本研究においては余り重要ではない.

問機な史料として、 10世紀末の『パシレイオス 2世のメノロギオン』 聞がある.これも『シュナク

サリオン』と同種の史料である.こちらは儀式を絵日記の様な形式で記述したものである.それ故に『シュ

ナクサリオン』と同じ問題点を持っている.

-まとめ

以上見てきたように、この時代の皇帝が儀式にどのように参加したかという問題を取り掻うにあたって
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は、いくつかの間題点を含むものの『儀式について』がほとんど唯一の詳細な記録ということになる.そ

こで本論文においても、他の史料の記述を補助的に使用しつつ『儀式について』の記述を中心!こ見ていく

ことにする.
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0-3 先行研究

上でとりあげた『儀式について』を始めとする史料はこれまでにも、様々な角度から研究の対象となっ

てきた.本節では『儀式について』を中心に、これら史料を使用したこれまでの研究に関して、建築史を

中心にみていくことにする.

研究者の聞で『儀式について』が注目を集めたのは、 19世紀末のことであった.当時の研究者の簡

で興味の対象となったのは、皇帝や廷臣違の行動そのものではなく、儀式の舞台として言及されている嫌々

な建築物であった.

現在のイスタンプル旧市街東部、アヤソフィア・ムゼシ、スルタン・アフメト・ジャーミー等の文化

遺産が世界中の観光客を魅了する一角には、かつていわゆるビュザンツ帝国の中心部として織々な建築が

集中して建っていた.この中で現在我々が自にすることができるものは、テオドシウス帝のオベリスクや

アヤソフィアなど、数えるほどしかない.これらも、現在アヤソフィアと呼ばれる教会堂がよい例ではあ

るが、往時の姿からは飴け緩れたものとなっている.

そこで当時の研究者逮は、過ぎ去りし日の姿を追い求めていくなかで『儀式について』の記述に大い

なる可能性を見いだしたのである. ~儀式について』の記述に登場する建築物のうち、特に登渇回数が多

いのは大宮殿、戦車綬技湯(ヒッポドロモス)、ハギア・ソフィア(アヤソフィア)である.この中で唯

一現存するハギア・ソフィアの当時の状況を再現するために、アントニアデス日)やウベソル悶はこの史

料を使用している.しかし何よりもこの史料に重きをおいた研究は、ウベソルによる大宮殿の研究明で

あろう.これは後にヴォクトやマンゴ54)、そしてギロン55)に受け継がれていくことになる.

しかしこれら一連の大宮殿に関する研究は、 60年代以降、ほとんど停滞した状況にある.その理由

は、既存の文献史料で得られる、ほとんどすべての情報が検討され分析された結果、大宮殿の復元は満足

のいく状態からは程遠い所で限界に来てしまったためである.

70年代前半に建築史の分野で、それまでとはまったく異なる視点から『儀式について』を使用した

研究が二つ、相次いで発表された.一つは6世紀の教会建築のありかたを考窮したマシューズのもの聞

で、もう一つはシュトゥルーペのやはり 6世紀の教会建築の西立面について考聖書した論文S円である.こ

れらは研究対象として、ともに6世紀、ビュザンツ帝国において最も建築造営活動が盛んであった時期の

建築遺構を対象にしている.しかしながら我々には、 6世紀の宮廷儀式に関してほとんど史料が残されて

いない.そこでこれらの研究においては、 『儀式について』の記述から 6世紀の宮廷儀式を類推すること

がおこなわれている.

これに対して宗教史の分野においては、}jIJの理由でこの史料が注目されることになった.その理由は
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簡単で、当時の正教会は儀式の次第を口伝によって伝えており、文書の形では残っていないためである. 0-4 目的と手法

当時の典礼文自体は前世紀末のプライトマン 58)の研究以降、たびたひ取り上げられてきたが、その方

向性は、シュルツの著作59)が代表するように、象徴体系を重視したものであった.実際の典礼のありか 『儀式について』を始めとする史料を用いた研究を考えたときに、大宮殿内の儀礼は非常に魅力的な

たを明らかにしたのは、マテオスの著作60)とタフトのそれ61)で、どちらも大変鍬密な研究で、現在の所、 ものである.しかし残念ながら大宮殿の建築は、建築形態を考えるうえでも『儀式について』が重要な史

決定版的なものとみなされている.またコンスタンティノポリス、イエルサレム、ローマの各都市の都市 料となるため、この主題は循環論法に陥る危険性が高い.その意味では他の遺構、考古学上の成果や他の

空間を用いた宗教儀式に関してはポールドヴィンの研究明が重要で、同時代の信仰の在り方について新 文献史料が活用できる、教会堂建築での儀礼のほうがはるかに取り級いやすい.

しい地平を切り開くものである.タフトやポールドヴィンは、 9世紀ないし 10世紀の儀式の様子を再現 しかし『儀式について』と教会建築という観点から先行研究をみてくると、一つの事実に気がつく.

するにあたって、 『儀式について』の記述をもとに考察を進めている. それは『儀式について』を用いた既存の研究には、当時の皇帝がどのように当時の教会建築を使用したの

一方、歴史学に目を転じると、当然のこととして皇帝権力の在り方に関心を持つ歴史家逮が『儀式に か、という主題を級ったものがほとんどないことである.タフトを飴めとする研究者は、当時の堂内での

ついて』を研究対象とした.第二次世界大戦前にすでにトライティンガー聞は、この観点から『儀式に 藍識者の行動を記録した史料がないため、類似の史料として、代用品的に『儀式について』を用いている.

ついて』に注目している.同じテーマに関するものからもう一つあげるならば、おそらくマクコルミクの またマシューズやシュトワルーペは、同じく現存しない6世紀の儀礼に関する記録の代用品として、 『儀

凱旋行進に関する研究叫であろう.しかしながらこの分野の研究は、我々の自にはいささか物足りない 式について』を使用している.

部分がある.一つには例えば織冠式や結婚式、凱旋式といった特殊な儀式に重点がおかれることと、儀式 これには一つの理由がある.それは f儀式について』が9世紀ないし 10世紀の状況を記述した史料

における各動作の意味合いや、各廷臣の縫能などに重点がおかれ、建築物あるいは建築空間と儀式の関係 であるにもかかわらず、登場する教会建築は6世紀以前に建設された物が圧倒的に多いからである.しか

はあまり省みられないことである. しながら一度、建設されすでに都市の一郎なった建築物がどのように使用されていったか、という問題は

14 

決してないがしろにされるべき問題ではない.また同時にこの点に当時の皇帝、あるいは人々の建築観を

解く鍵があるように恩われる.そしてそこには明らかに、当時の皇帝のありかたが写し出されているはず

である.

以上のことを踏まえ本論文は、マケドニア朝時代におけるピュザンツ皇帝の教会での儀礼を錨き出す

こと、を主眼とする.そして以下の各章によって構成されている.

まず第1.では年中行事としておこなわれたであろう、宗教儀礼における皇帝の行動を先に紹介した
文献史料をもとに再現し整理する.

続く第2章では、第 1章で取り扱った儀礼のうち、皇帝の様子がある程度の具体性をもって再現でき

るものに関して、その舞台となった教会堂の9・10世紀における建築遺構の状況を、現存遺情、考古学

調査、文献史料などから復元し整理する.

そして第3章では、先行する各章の結果を対照させ.当時の教会堂における皇帝の儀礼の特徴と、そ

れに関連する教会建築の特徴を指摘し、加えてこれら特徴に関して、その性格をビュザンツ建築の流れを

路まえつつ考察する.
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0-5 付総・ 『儀式について』の翻訳に関する覚書

本論文は『儀式について』からの引用に多くを負っている.この史料は繰り返し、嫌々な研究書で言及

されてきたが、実際に日本語に翻訳されたことはない.現代語訳としては先述のヴォク卜による第1巻の

仏訳以外には、リヒターの史料集65)に独露の部分訳がある.またタフトの「大聖入J66)に何箇所か英訳

の引用を、シュナイダ一、ケーラ_ 67)のハギア・ソフィアに関する研究書に、やはり関連部分の独訳を

見ることができる.

本論文における引用は、基本的にこれらの現代語訳とライスケのラテン語訳を参照しつつ、ギリシャ語

原文から日本語に訳出したものである.この際に大変参考になったのは、言うまでもなくこの史料を駆使

して書かれた縫っかの研究書である.大宮殿とその周辺の地誌学的研究であるマンゴとギロンの著作刷、

教会儀礼と教会建築の関連について考察したマシューズの研究開、 そして教会儀式と教会堂西正面の関

連を級ったシユトゥルーペの論文70)が主なものである.

ここで当時のギリシヤ箆から日本語に訳すにあたって、縫っかの用語に関して、通説に疑問が生じると

ころや、適当な日本語を見つけに〈いといった問題が生じてきた.ここではそれらのうち特に重要と恩わ

れるものについて、取り上げてみていきたい.

なおピュザンツ帝国においては、書き手の教養や文章の目的などによって、ホメロスなどの叙事需のギ

リシャ語、いわゆるアッティカ方言による古典ギリシャ語、新約聖書のコイネーという国際語としての共

通ギリシャ語、霊人伝など宗教説話特有の文語、一般庶民が使ったであろう口語など、後々なものが使用

された.厳密に言えぱこれらはすべて発音が異なったはずであるが、おそら〈当時、すでに各単語の発音

は古典ギリシャ語よりも現代語に近かったと考えられている川.しかしながら、アヤ・イリニよりハギ

ア・エイレーネーが、セオゾラよりテオドラが、ヴィザンデイオンよりピュザンテイオンの方が、言い換

えれば現代語よりも古典語の方が我々の耳に馴染みがあると思われるため、本鎗文では基本的に古典ギリ

シャ語に従い音訳した.

.建築:空間.装置

ナオス

『儀式について』においても、繰り返し「ナオスJ72)という単箆が登湯する.この単語は語源的には

「神殿」の意味であり、転じて「教会」の意味でも使用される.しかし同時に教会の核となる部分、例え

ばパシリカ式教会堂の至霊所を含まない身廊部分、をも意味する73)

16 

『儀式について』においてこの単語は、例えば第17章lこ「そこから(ペルシャ人の聖ヤコーポスを通っ

てから) (一行は)殉教者聖モーキオスの高貴な教会(ナオス)に入る.J 74)と、また第 25章には

「聖ステファノスの教会(ナオス)の近くのダフネー(宮の)の私室に入り」 問とあり、 「教会」、正

確には「教会堂」、場合によっては「教会堂とその敷地」、の意味で使用されているようである.このこ

とは第 10章の聖使徒数会に関する記述に、 「皇帝と総主教の二人は教会(ナオス)の左の部分、即ち側

廊を通って、 J刊)とあることからもうなずける.しかし同時に第23章には小聖入の際の記述で、ナル

テックスから「身廊(ナオス)の中央を通って入り、アンポの織とソレアを通り過ぎる.神聖な扉の前に

立ち、 J77)とあり、我々が理解している意味での「教会堂」よりも、若干意味が狭いようにも思われる.

1教会」をあらわすもう一つの単語「エックレーシア」に関しても、第 26章に「身廊(エックレーシア)

に入る.ソレアを通ると神聖な扉の前に立ち、 J78)とあり、問機な用;去を見ることができる.

以上のことから本論文では、このこつの単語を、基材句には「教会Jと訳したが、湯合によって「身廊」

と意訳した箇所もある.

ベーマと~聖所

ベーマとは語源的には「一段高い所」の意味で、教会建築においては祭湿の周囲の空間をさす.これは

ピュザンツ建築では堂内東端部のアプスを中心とした、身廊から陣壁で切り取られた空間を差し、通常、

至聖所と同一視される79)

『儀式について』においては、祭壇の周囲の空聞を示すのに、話源的には「祭喧Jという意味の単語

『テュシアステーリオンJ80)が通常用いられる. rベーマ」 聞は時折登場するが、至聖所の意で使用さ

れる他の単語82)はまったく登場しない.また祭壇自体を指すときは「神聖な食卓J83)が用いられている.

そしてこの「テユシアステーリオンJは他の史料においても至聖所の意味で使用されている叫.このた

め本稿ではこの両者に聞に何ら1]'>(J)使い分けがあるのかもしれないと思い、 「祭漬」を『至聖所』と訳し、

「ペーマ」はそのまま『ベーマ』として残すことにした.

そこで『儀式について』において、この問題に関してみていくことにしたい.先に述べたように回数上

は「祭壇」が多いが、 「べーマ」しか使用されない部分もある.章単位で見ていくと、第1巻第1章、第

2巻第6章、第 10章、第 14章である.また同第 13章のうちストゥーディオス修道院に関する部分も

そうである.これに対して「祭塩jのみが用いられているのは、第1巻の第 9，1 0、 11、18、21、

22、26、27、29， 34の各章である.第1巻の第 17， 1 9、20、23， 28、35の各章、

それに第2巻の第7、第 12、第13章では「祭纏」と「ぺーマJの両方を見ることができる.

このうち両方が見られるものに関して詳しく見ていくことにする.なお以下引用箇所では「至聖所」が
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原文の「祭壇」に相当し、 「ベーマ」はそのままである. 退出 rぺーマの後ろのJ通路を、 35. r聖ニコラオスをJ1. 

第19章、第20章は多くの部分で完全に記述が一致し、どちらか一方が他方のもとになったと恩われ ハギア・ソフィアにおける儀式を扱った第23章、第9章、第1章では以下のようになる.

る.ここではファ口スの聖母教会で「至聖所まで入りJ、 「至聖所から出ると」との記述があり、ネアに 小霊入・『至聖所の中に入るJ23. r至聖所に入るJ9. r神聖な扉に腕いてから入るJ1 

関しては「至霊所に入るJが、ここから「ベーマを通り退出Jし、この様に fペーマではJ蝋燭を灯して 退出 rペーマの機を通ってJ23. r至聖所から出てJ9. rベーマの右側の部分を通ってJ1. 

布に接吻する. 大聖入・「ーJ23. r至聖所の外をJ9. rベーマの右側の部分の外をJ1. 

第17.に「至聖所で」、 「至聖所まで入りJ、 「至聖所から出ると」とある中に「至聖所の織を通り、 接吻 「ーJ23. r至聖所の右側の脇lこJ9. rベーマの右側の部分でJ1 

右側から、ぺーマの神聖な扉までJとの表現が見られる. 領霊 r-J 23. r至聖所の前lこJ9. rベーマの右の部分J1 

第2巻第7章には以下の表現がある. r神聖なベーマの柵の外でJ、 「至霊所に入るJ、 「ぺーマから さらにここで参考までに、共通点の多い二つの儀式に関しても比較してみることにする.一つは第30

出た」、 「ベーマへ入海しJ、 「歪聖所を通って」、 「ベーマに向かつてJ• 章の受胎告知の祝日で、もう一つは第1.の聖母の生誕祭である.どちらもハギア・ソフィアからフォロ
第12章で見られるのは聖母教会で「至聖所に入りJ、 「ベーマで」、 「ぺーマの東に向かつて右側lの スを経て、カルコプラテイアの聖母教会まで行進しここで中心となる奉神礼に参加する.

部分と」、聖遺物を納めた箱の堂に関しては「ベーマの前で」と「ベーマから退出し」である. 神聖な井戸から・ 「ーJ30. rベーマの右側の部分に向かつてJ1. 

第13章では「神聖なベーマの扉の外に立ち』、 「聖なる至聖所に入り」とある. ハギア・ソフィア r至聖所に入るJ30. r神聖な扉を入るJ1. 

以上見てくると、両者には微妙な違いがあることがわかる.つまり至聖所の隊壁、テンプ口ンに触れる カルコプラテイア r至聖所に入るJ30. rベーマlこ入るJ1. 

ときには「べーマJが用いられ「至聖所」は用いられない. rベーマの神聖な扉まで」、 「神聖なベーマ ここでもう一度『儀式について』各章の成立年代を振り返ってみると‘大経把に三つに分けることがで

の柵の外でJ、 f神聖なベーマの扉の外に」などがその例である.おそらく基本的な単語の意味は守られ きる.これと至霊所を示す単語を対照させると以下のようになる.

ていて、 「ペーマ」は至聖所全体を差すのに対して、厳密な意味では「祭纏Jは至霊所ではなく「祭纏

(の周囲の空間)Jなのであろう.

このような用法は『儀式について』に限らず『テュピコン』などにもみることができる.また至霊所に

限らず、ブラケルナイやカルコプラテイアの聖母教会の「箱(ソロス)Jやハギア・ソフィアの f神聖な

井戸」も問機である.本論文の第2 章で見たように、前者は r~遺物を納めた)箱(の置いてある空間) J 

の、また後者も「神聖な井戸(の遺物が保管されている空間)Jの意味であろう.

祭壇 1-:ミ9カ2h9ヱ13ル043 111822262 
パシレイオス1+レオン6

1.21 

1祭塩+ベーマ 1.19，20，11.77. 

コンスタンティノス7
ト一一一一

11.127，137 

1.1，11.6，11.107 

以上の微妙な違いに加えて、もう一つ興味深い寧実がある.これを端的に示唆しているのが、第28章 なお第2巻の各章は成立年代が不明確なため、あまり参考にはならない.よの表からは成立年代と用語

の正統信仰に祝日に関する新旧二つの記述で、古い次第の方には「至霊所に入りJとあるが、新しい次第 の使用方の聞の関係には、一つの傾向が見られるが、決定的と言いうるものではないことがわかる.同時

の方には「ぺーマに入り」となっている.二つの単語は各章の成立年代と関係あるのであろうか. 代の他の文献史料を検索していない状態では、この結果から明確な結論を導きだすことは困灘である.

ここで f儀式について』にたびたび見られる記述の重復箇所について比駁してみる.聖大土略目を級っ 以上、二つの単語の使い分けに関してみてきたが、 『儀式について』全体で一貫した法則性があるとい

た第35章と第1.とでは、以下のようになる. うわけではなく、各章ごとに使用基準は一定しない.確かに幾つかの傾向は見ることができるが、これは

小聖入 「至聖所に入りJ35. rペーマに入りJ1. むしろ各章を担当したであろう原著者に起因するものといえるだろう.

香炉 r至霊所のぐるりにJ35. r -J 1 

至聖所からメータトーリオンへ 「側面左側J35. rベーマの左側J1. 側廊とギャラリー

帰路。 rペーマの左側の門をJ35. rベーマの左側の部分J1 『儀式について』において繰り返し、ギュナイティケース85)とカテークーメニ786)というこつの単語
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が登鳴する. ときの控え室として使用されている.シュトゥルーべによれば10町、 これは他の教会を通して共通の特

ウ'ォク卜はギュナイティケースを f女性達の犠所」と訳しており、これは字礎的にはまったく正しい. 性である.メータトーリオンは休憩室であり更衣室であって、決して礼拝所ではない.このことは食堂と

しかしそこで「女性遠の場所Jが何処を具体的に示すのかが問題となる.長い間この単語は「北側廊Jを して使用される例からも明らかである.以上のように彼女は主彊している.

指すと考えられてきた.これはプロコピオスなどの史料に、側廊は片方が女性用、他方が男性用と読める またさらに彼女はパラキュプテイコンとの比較をおこない、教会内のパラキユプテイコンは礼拝に参加

記述聞があるためである.しかし『儀式について』においては、単語の字礎的な意味と実際上の用法が するための空間、礼拝所であり、メータトーリオンやコイトーンはパラキュプテイコンやエウクテーリオ

ー至宝しないことが多い刷.シュトゥルーペはこの単語について‘ 「北側廊」を指す例が多いが「南側廊J ンとは峻別されるとしている.そのうえで彼女はパラキユプテイコンに関して考療を進め、以下のように

を指すこともあり「両方の側廊Jに対して使用される例もある、ということを指摘している 89) またマ 結論付けている.この単語の「覗き見るための場所」という本来の意味から考えて、もともとは皇帝が自

シューズも、基本的には『側廊Jを意味し通常は「北側廊」を指す、としている 90) そして『儀式につ 分よりも低い空間でおこなわれる物事を見るための場所であった.それゆえに建築的には、皇帝の前方が

いて』においては、 「左のギュナイティケース」のように具体的な説明が付くことが多い.これらのこと カーテンなどによって開閉可能な空間で、もよおしがおこなわれる広場などの空間に向かつて一段高いと

から本稿においてはギュナイティケース=r北側廊Jと槍械的には考えず、単に「側廊Jと訳すことにし ころに設置されたものを指す101)

た. さて一方、プロセウカデイオンは語源的には工ウクテーリオンに近く、 「礼拝者のための湯所」を意味

また「カテクーメニアJをヴォクトはそのまま音訳しているが、この単語は本来、 「洗礼志願者のため する102) この単語はネアに関する記述にのみ登場するが、ここには椅子が用意されており、礼拝の後、

の場所」を意味する.しかしマシューズやシユトヮルーペが指摘するように刊、この単語は7世紀以降 この椅子に座った皇帝は晩餐会の段取りをすることになっている.このことから、プロセウカデイオンは

「ギャラリー」を指す言葉として使用されている.またそう考えたときに、 『儀式について』において記 徳能的には、メータトーリオンやコイトーンの機能とパラキュプテイコンやエウクテーリオンの機能の両

述内容に矛盾が生じる例は見いだせない.このため本稿でも rギャラリー」として訳している. 方を兼ね備えているものと恩われる.

一方、テトラセロンは皇帝が福音書の朗読を聞くときに使用したようである.この空間に関してはメー

呈宣亙2呈旦 夕トーリオンなどと違い、実例が少なく記述も簡潔なために、これ以上のことはわからない.なおこのテ

『儀式について』には皇帝が使用するために教会堂内に用意された空聞がたびたび登場する.このよう トラセロンについて、ヴォクトは箆源的には「四つの鍵」と関係はあるIJf，建築的にはトリコンク(三葉)

な空聞を指し示す単語は、多枝に渡り混沌としている.以下にそれらを列挙する.メータトーリオン問、 型の平面形態を指す可能性を指摘している103) 一方、ギロンは半円形からアプスが三つ突き出した平

パラキユプテイコン9町、 エウクテーリオン州、 コイトーン95)、プロセウカデイオン9刷、テトラセロン町、 面形態をもっ教会堂の脇のアプスのいずれかとしているが104) 、にわかには信じがたい.マンゴは「四

またこれら以外にも霊使徒数会には名称の記鍍されていないカーテンで区切られた空間IJf，ギャラリーと つのベイ(を持つ建築)Jの意味で、中央の一つの方形の空間と三つの周囲の半円形のコンクから構成さ

ナルテックスにあった. れるトリコンク型の平面を指すと、ヴォクトと同じ結論に達している105) この場合、おそらくは教会

さて以上のうちでエウクテーリオンとコイトーンは‘意味が比較的明確である.字礎的には前者は「礼 堂本堂に付属する半独立の三葉形平面の堂が想定できるのだが、堂内に組み込まれた小さなニッチを三つ

拝のための渇所」、後者は「寝室」である.ここで注意すべき点は、教会内の皇帝用のコイトーンに言及 持つ方形の部屋もテトラセロンと呼ぶのかどうかは不明である.

があるのはプラケルナイとぺーゲーのこ箇所で、何れも領聖後に皇帝が、おそらくは休憩のために使用す これらのことから本稿では、各単語の微妙な意味の差を考慮して、メータトーリオン、パラキュプティ

る.エウクテーリオンは『儀式について』によると、ブラケルナイとハギオイ・セルギオス・カイ・パッ コン、プロセウカデイオン、テトラセ口ンはそれぞれそのまま残し、単語としての一般性を意議して、コ

コスで皇帝が領聖を受ける場所として言及されている.またエウクテーリオンは教会内98)や宮殿内聞の、 イトーンを「私室』、エウクテーリオンを「礼拝所」と訳すことにする.

特定の聖人に捧げられた礼拝所を差すのにも用いられる.

同僚な視点で見ていくと、メータトーリオンについても興味深いことがわかる.復活祭や生誕祭の記述

からも明白であるが、ハギア・ソフィアの側廊のメータトーリオンは、事実上、皇帝が儀式に参加しない

20 

.位階称号と宮獄

ピュザンツ帝国の宮廷は複雑な身分制度の上に成り立っていたことが知られている.当然、 『儀式につ
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いて』においてもこの身分制度に対する理解が、重要な鍵となる.しかしこの身分制度は本給分の主題で ステイコス・トーン・エクスターピトーン)である.この二つは、それぞれ「郊外の(ベラテイコイ)J 

はなく、論文中でこの複雑な制度を十分な形で取り級うことは、不可能かつ不必要である. 青党と「郊外のJ録免を率いることになっている109)

また同時に『儀式について』を訳すうえで問題となるのは、この復綾な身分制度である.例えば日本語 デーマルコスはこれに対して、 『儀式について』においては「都市のJ膏党と「都市のJ録党を率いる

で「衛兵隊長Jと訳すことができる単語は、プロートスパタリオスを始めとして幾つかあげられるが、言 職である110) 青党、緑党というのはローマ帝政時代の戦車競争の応媛回に起源を持つ.これは音、録、

葉の意味としての「衛兵隊長Jと職能としての「衛兵隊長」とが、多くの場合一致しない.その理由はピユ 白、赤の各組が綬妓を闘っていたことに由来し、当初は、多くの研究者が繰り返し喰えて言うように、現

ザンツ特有の二重の位階による.以下それをみていくことにする. 代のサッカー・チームの熱狂的なサポーター集団の織なものであった.しかし次第にこの応援図的組織が

ピユザンツ帝国の廷臣途は二つの異なる位階によって、秩序付けられていた.一つ目は「物による位階J 社会的重要度を増して党派化するとともに、試合結果などが引き金となって、政治的、経済的要求を主張

に属するもので、称号とも言うべき名普職的な意味合いを持っていた.この称号は西欧の爵位のように世 する叛徒と化すことがあった.532年に首都を大混乱に陥れたニカの乱は典型的な例で、青党と録党の

豊島市lではなく、皇帝から手渡される「贈り物Jあるいは「褒美J106) によって決められる.これは基本 喧嘩に対する政府の対応がきっかけとなり、喧嘩の当事者の即時釈放を求めた集会が短時間のうちに対立

的に職務は伴わず終身制であり、年金が給付されるが、官職とある程度連動してはいた.また多くの称号 皇帝を選出する反乱にまで発展したものである.この各党派は皇帝が続投に隣席する際に歓呼するなど、

が古代ローマに起源をもっ107) 0 ~クレートロロギオン』には全部で 1 8の称号があげられている.こ 宮廷儀礼には欠かせない存在となったが、 7世紀以降、戦車競争そのものが衰退するに従って、儀式のた

のうち本論文において登渇するのは以下のとおりである. めの存在に変容した. r儀式について』においては、通常、総称としてデーモスと呼ばれる彼等は、プラ

マギス卜口ス(第5位) イポシトスから給料を受け取り、儀式の際に皇帝に歓呼する組織化された存在であった11り

アンテュパトス(第6位) 以上のような状況を鑑みて、本論文においては特別なものを除き、すべて原語のまま通すことにした.

パトリキオス(第7位) 各役職名については、用語一覧を参照されたい.

プロートスパタリオス(第8位)

スパタロカンディダートス(第 10位) .教会関係の役聡名

ベステートール(第 16位) 宮中における肩書きと同僚、教会組織における役駿名も複雑な側面を持っている.この分野においても、

シレンティアリオス(第 17位) 多くの単語は原語のまま残すことにした.以下特に、気がついたことを記す.

称号が基本的には実質的な聡務を持たないのに対して、実際に官僚として織能していたのが、 「言薫に へーグーメノスは修道院内で選出される指導的立場の修道僧のことで、実際上は修道院長と訳すること

よる位階」に属する役聡であった.これは称号が「贈り物Jとも釈すべき物品の授与によって任命される ができよう 11Z} ただし本稿においては、修道院長という言葉が、酋ヨーロッパにおけるそれを連想さ

終身市lの名普職であるのに対して、後者は「言葉Jによって任命される任期制lの官穏ともいうべきもので せるため、両者の違いを考慮してあえて音訳することにした.

ある. rクレートロロギオン』には7種 60個の皇帝直属宮をあげている.またこれとは別に宮中の官官 レフェレンダリオスは皇帝と廷臣逮の聞の連絡を担当する官吏を指す言葉であったが、教会においては

による官臓もあった108) 皇帝と総主教の聞の連絡を担当する霊峨者を指す113) 問機に、宮廷の役職名が教会組織に移植された

これらのうち特に注意を要するものについて、以下で触れておく. 例としては以下のようなものがある.カルトゥーラリオスはもともと宮廷の文書を担当する官吏を指す単

ドメステイコスはもともと幅広い意味を持った単語だったが、 『クレートロロギオン』においては軍事 誇であり、後にはこの官吏は託録や財務を司るようになった.同僚な仕事をおこなう役臓を、教会では力

的なドメステイコスが重要である.これはストラテーゴスが地方の軍団の司令官を指すのに対して、中央 ルトフュラクスというが、しばしば両者は混同される114) また同僚にカストレーシオスも本来、宮廷

の皇帝直属の軍団の司令官を指すのに使用された. rクレートロロギオン』を始めとする官職の序列を記 の宣官で、宮中の晩餐会の食卓を担当していた者を指し 11町 、オスティアリオスも、門番の意味から転

した史料では幾つかのドメステイコス聴が登爆するが、 『儀式について』において重要な役割をはたして じて、後には皇族に廷臣逮を紹介する式部官的役割の宮官を指すようになった 1川.これらの単語は

いるのは、スコライ軍団長(ドメステイコス・トーン・スコローン)とエタスクーピテース軍団長(ドメ 『儀式について』から本論文で引用した箇所においては、教会の役聡名として登場しており、宮廷と類似
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の役割を負っていたものと恩われる.

.服装

服装に関しては、当時と現代の日本との服飾文化の違いが壁となって、やはり適切な訳語を見つけるこ

とは困灘である.それゆえに、この分野においても原語のまま各単語を残すことにした.

室ユ呈

皇帝の参加する

宗教儀式



1 :皇帝の参加する宗教儀式

既に周知の事実ではあるが、キリスト教の宗教儀式は、クリスマスに代表される日付が固定した祭と、

復活祭に代表される年毎に日付の動く祭に二分される.正教会では前者を不動層、後者を動暦と呼ぶ.こ

の分類は、既に見てきたように『儀式について』においては、まったく考慮されていない.しかし『テユ

ピコン』における記述はこの分類をもとに進められている.このため、ここでは『テュピコン』に従って、

不動暦、動暦に分けて作業を進めていく.また不動暦を扱う際に9月1日から、不動腐を扱う際に謝肉祭

から、それぞれ始めるのも『テュピコン』に準じている.

ここで動暦についてもう少し詳しくみておくことにする.動暦の基準となるのは復活祭である.復活祭

は春分の日以降の最初の満月の日の後の最初の日曜日である.それゆえ毎年、復活祭は異なる月日におこ

なわれる.他の動暦の祭はこの復活祭を基準に、例えば50日後であるとか、あるいは三週前の日曜日と

いうふうに定められている.つまり復活祭が年毎に移動するのと連動して、動暦の祭も年毎に動くのであ

る.

そこで週の定義が重要になってくるが、正教会では一週間に対して大変緩錐な取り扱いをしている.ま

ず実際に当時の史料を見てみると、週の各曜日を示すのに日曜日から順に「主の日J、 「第 2の日J、

『第3の日J ・・・「第6の日」、 「残りの日(サパト)Jという表現が用いられている.つまり一週間

は日曜日から始まり土曜日で終わるわけである.しかし教会で用いる暦では、これとは異なり月曜日から

鉛まり日曜日で終わる一週間が一般的で、日曜日から始まる一週間は復活祭から聖霊降臨祭の閣のみ使用

される 117)もう少し具体的に解説すると以下のようになる.

通常教会では月曜日に始まり日曜日に終わる一週間を用いている.これは謝肉祭が過ぎ、続く「乾酪を

断つ週Jが終わって四旬節に入っても同じである.それゆえ例えli，四旬節第3週の臼曜日はこの週の最

後の日である.四旬節第6遇の次の週は「神聖にして偉大な週Jと呼ばれるが、この遇も同機に月曜日、

すなわち「聖大月曜日Jから始まる.そして週の愚後に来る日曜日が、復活祭である.しかし岡崎に復，舌

祭は、後に続<r光の週」の日曜日でもある.なぜなら「光の週」は日曜日で始まり土曜日で終わるから

である.これ以降の各週は聖霊降臨祭まで皆、日曜日で始まり土曜日で終わる.そして聖霊降臨祭の次の

月曜日から、再び通常通りの月曜日で始まり日曜日で終わる一週間に戻るのである.

つまり言い換えれば、復活祭は「神聖にして偉大な週」と「光の週」の両方にまたがって存在しており、

聖霊降臨祭はどの週にも属さない.ただし名称上は通常、復活祭の日曜日は「霊大日曜日」と呼ばれる.

また聖霊降臨祭は r50日目の日曜日」と呼ばれる.これはこの日が復活祭から 50日目であるため、こ
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のように呼ばれるのであるが、同時にどの過にも属さない為に、 「聖大日曜日』というような呼び方がで

きないためでもある.

さて『儀式について』から不動暦に属する儀式を姶い上げると[表4]のようになる.計22の祭日が

上がっている.このうち神現祭は前夜に行なわれる準備祭、あるいは前夜祭とも言うべき儀式に関する記

述も含まれている.また位釈的に触れられている場合でも、関連ある場合は章番号に記載した.このため

受胎告知の祭は直接言及している章がないにもかかわらず、四つの章番号が上がっている.ここで気を付

けなければならないのはしばしば『儀式について』の記述では、不動暦の場合の日付が省略されることで

ある.本Z童文ではヴォク卜が註釈で述べている日付に従ったが、これはもともと『テュピコン』や『シュ

ナクサリオン』の記述をもとに割り出されたものである.このために時には、記述内容と日付が一致しな

いように思われることもある.

同織にして動暦に属するものを選び出すと、 15の祭があることがわかる.これをまとめたものが[表

5]である.ここで「日」の欄に記践しである数字は、その儀式が復活祭を基準にして何目前あるいは後

に動いた日におこなわれるのかを表している.

次に『クレートロロギオン』における儀式を見てみよう.すでに述べたようにこの史料のうち、年中行

事について諮っているのは第4巻のみである.第4巻は「キりストの誕生の日」の位述から始まり、動層、

不動暦の区別なく時間の流れにしたがって、皇帝主催の宴会と関連する儀式が、その種類とは無関係に解

説されていく.しかしながらライスケの版の『儀式について』に納められている『クレートロロギオン』

は、この第4章の記述が9月までしかなく、途中で終わっているものと思われる.その聞に触れられてい

る儀式のうち、教会と関係のあるものを復き出してまとめると[表6]となる.

このうちで『儀式について』では記述がなく、 『クレート口口ギオン』にのみ見ることができるものは、

「謝肉祭の次の火曜日Jと r5月8日・福音書作者霊ヨアンネスの記念日」、 r8月16 El :霊ディオメ

デスの記念日Jである.また「聖大土曜日Jと r8月29日Jの記述内容に食い違いが見られる.

以下、前章で説明した三つの史料を比較検討しつつ、それぞれの祭日の皇帝の行動を追っていくことに

する.
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1 -1 不動暦の祭

聖母生誕祭

聖母生誕祭は文字通り聖母の生誕を記念する祭である.全部で五つあるマリアの大祭の内の一つに格付

けされ、毎年9月8日におこなわれる.本来イェルサレム近郊、マリアの両親ヨアケイムとアンナの家が

あったとされる場所で5世紀に始まった祭で、 6世紀にはコンスタンティノポリスにも伝わったようであ

る118)

まず『テュピコン』のfe述1川 を見ていくことにする.この祭は「最も神聖な大教会(ハギア・ソフィ

ア)のそばにある荘厳な彼女(=聖母)の館J120)でおこなわれる.そして祭の前夜に総主教の参加す

る娩祷.それに続く徹夜の勤めがある.これは大教会、すなわちハギア・ソフィアでおこなわれる.そし

てあくる目、祭の当日にハギア・ソフィアから行列を組んで行進する.

「そして行進はフォロス(コンスタンティノスのフォルム)へ上る.聖歌隊はそこで『父の栄光』を歌

う.再び向きを変えて行進はカルコプラテイアへ向かい、総主教が入場するo J 121) 

そののち聖体礼儀(ミサ)がこの教会でおこなわれる.これらのことから聖母生誕祭の聖体礼儀は、カ

ルコプラテイアの聖母の教会でおこなわれたことがわかる.そしてこの教会とハギア・ソフィアとの聞の

距離は、 100mと離れていなL、.

また『クレートロロギオン』では以下のように述べられている.

rg月8日には、飯高に神聖な女主人、我等が神の母、そして処女マリアの生誕の行進をおこなう.皇

帝は習慣通りに、シュンクレートス(元老院)全員とカルコプラテイアの霊母の教会に進む.そして神聖

な勤め(聖体礼儀)をおこない、習慣通りに金のスカラマンギオンを纏った皇帝は馬で戻り、ユスティニ

アノス・卜リクリノスの別れた食卓で宴会を催す・・・ J122) 

一方、 『儀式について』ではこの祭に関して独立した章は存在しない.ただし第1巻第1.後半にまと

まった記述がある123) それによると皇帝は宮殿内で準備をし、カルケーを通り、ハギア・ソフィアの

南側、神聖な井戸と呼ばれるところに進む.そして神聖な井戸の堂に入ると、神聖な井戸の遺物に践く.

そしてここからハギア・ソフィアへと入る.教会内で総主教と挨拶を交わすと皇帝は

「そのあと、ベーマの右側の部分に向いて聞いている門から入る.そこでシュンクレートス全員は皇帝

に歓呼する.そこから神聖な扉を入ると、蝋燭を手に三回践いて神への感謝を表し、残りは型通りにおこ

なう.その後で、総主教はカストレーシオスの手から香炉を取って皇帝に渡す.そして皇帝は祭壇の周り

に香を炊く.香を焚くと総主教と皇帝は祭湿の前に立ち、長舗祭が大きな声で祈りを捧げる.総主教が祈

り経えると、教会の儀式はすべて終わる.皇帝は総主教と十字架と福音書に先導されて出る.J 1刊
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そして一行がアンポをすぎて門の前に来ると、皇帝と総主教は再度祈り、そののち共に皇帝の門から出

る.ハギア・ソフィアのナルテックスで総主教と別れた皇帝の一行は、フォロス(コンスタンティノスの

フォルム)へと進む.フォロスにはコンスタンティノスの紫色の円柱が立っているが、その基壇の上に立

つ.宮廷の高官途も同じ基塩の上に立つ.

総主教が彼に従う人々の行列と共にフォ口スにやって来る.彼等は柱の基壇へと進む.

r (十字架と福音書を従えた総主教が)皇帝の上っている第一の基壇のところに来ると、プライポシト

ス{侍従長)は皇帝にいつもどおりの蝋燭をしきたりどおりに返す. (皇帝1;1:)命ある十字架の畏敬の念

を起こさせる霊像に脆き、神聖な福音書と価値ある十字架、その後に総主教に接吻する.そして皇帝は以

前いたところに立ち、十字架はこの基壇のたいらになった台の上に鋸える.総主教は福音書と部下の舗祭

違と聖歌隊を従えて、この柱の礼拝所に上る.つまり霊コンスタンティノスのにである.プライポシトス

の合図で二つの党(青党と緑党)は祭典の始まり(のトロパリオン)を歌う.それを三回繰り返すと、舗

祭がこの礼拝所の左側の(高貴な)部分の窓を通して脆き、いつもの祈りをあげる.そして実際に祈りが

おこなわれ、それ(祈りの最後の言葉)を総主教が大声で発生すると、皇帝は立っている所から彼に暇乞

いをし、家臣遠の行進と共に、カルコプラテイアの愚高に神聖な聖母の教会に下りてい<.そしてその教

会のナルテックスにおいて腰鉛ける. ・・・(中略 臨席する者について) ・・・そして府主教は(ナル

テックスを)通り銭けようとするとき、始めにおこなった御辞儀の形式に従って、再び脆く.その後、総

主教の行進の先導者と聖歌隊が入って来て、その後で総主教が十字架と福音書と共に入織する.

そこで皇帝は立ち上がり、彼(=総主教)のところへ行き、接吻する.両者は皇帝の門の前に立ち、慣

例の祈りを総主教がおこなう.前述のことに従い、入場をおこない、皇帝はベーマに入り、祭塩の上に献

納品を置き、この歪聖所の左側lの部分を通って外に出る.そしてこの教会の側廊を通る.側廊にはシュン

クレートス全員がいて、皇帝を称賛する.皇帝違は総主教とクープークリオン遼と共にトロピケー(二本

の柱で支えられたアーチ状の関口、あるいはヴオール卜天井のこと)を通り、 (聖遺物を納めた)神聖な

箱の(ある堂の)祭唖(のある所=至雲間に入る.そして再E蝋燭を手に三回脆いて神への感謝を示し、

神聖な箱にもう一つの献納品を置く.その後、同じ教会の左側の礼拝堂で蝋燭を手に祈り、いま一つの献

納品を神聖な箱に置しそしてそこから出て、神聖な箱のトロピケーに入り、総主教に後吻して蝦を乞う.

そして皇帝は彼の金の刺繍のある繁のスカラマンギオンを脱ぐ.福音書の朗読と祈りの後で再び総主教は

この卜ロピケーに入り、皇帝に冠を彼せ、習慣となっている祝福を与える.つまり献上品と香とを皇帝か

らの献納品に対して渡す.上述のようにこれら全てのことをおこなう.そして彼らは接吻をすると、 (皇

帝は)彼(=総主教)に暇乞いをし、総主教は皇帝遠の(いる所)から退出する.

その後、皇帝は退出し、教会の側廊で、マギストロス途、アンテュパトス達、パ卜りキオス逮、そして
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他のオッフィキアリオス遠の歓呼を受ける.そしてプライポシトスの合図で儀式長官が言う r御命令をJ• 

シュンクレートスが退出し、皇帝途も一緒に出る.そしてポルテイコで馬に乗り・・・ J125) 宮殿へと

戻る.

以上だいぶ長い引用となったが、記述の密度に差はあるものの『クレートロロギオン』、 『儀式につい

て』、 『テュピコン』のそれぞれの史料でこの日の儀式の内容に大きな差がないことがわかる.例えば聖

母の教会でおこなわれる儀式の内容をみると、 『儀式について』では祭喧に献納品を納めた後、付属の礼

拝所をまわってから、 「神聖な箱のトロピケーJで福音書の朗読と祈りに参加することになっている.し

かし、他のこつでは聖体礼儀がおこなわれるとなっているが、 『儀式について』では領聖(聖体拝受)な

ど聖体礼儀ならでは動作については、何も記されていない.

十字架準栄祭

十字架準栄祭は4世紀にイ工ルサレムで始まり、遅くとも 7世紀には首都に伝えられたと考えられてい

る. 9月， 4日に十字架を礼拝するこの祭は、コンスタンティノス 1世が政敵マクセンティオスとの決戦

の前に十字架の幻彫を見たこと、皇太后へレネがキリストが様別に処せられた真の十字架を発見したこと、

ゴルゴタの丘に聖墳墓教会が建立され盛大な献堂祭がおこなわれたこと、などを背景にして成立した.そ

して， 2大祭の一つに数えられるほどに、発展した126)

この祭典で使用される「価値ある木」とは、キリストが受重量の際に鉛けられた十字架の破片から作られ

たとされる聖遺物で、小さな十字架である127)

『テユピコン』をみるとこの祭は128) 、直前の土曜日、日曜日に準備祭をおこない、前夜に総主教の

参加する晩祷と徹夜の夜の勤めがおこなわれる.当日は、まずアンポで鍔編のトロパリオン(鵠の一節を

繰り返す形式の聖歎)が低音で歌われる.次いで総主教が入窃する.この総主教の入湯のときに、宝物庫

係w十字架の遺物を運び祭壇の上に置く.そして霊歓鰍がアンポに上り、トロパリオンを 6幽、順に歌う.

そののち

『・・・総主教はアンポに上る. (彼は)自分の前に価値ある木をいれものごと棒げ持っている.そし

て(彼が)上ったあとで、長編祭ts総主教からオモフオリオン(肩にかける帯上の布)をはずす.そして

(総主教は)膝を幽げて地面に屈み、土曜日や日曜日と同様に御辞儀をし、アンポで祈る.そののち立ち

上がると‘手で十字架をつかみ、それを持ち上げて掲げ、示す.シュンケル口ス(顧問僧)は後ろからそ

れを助け、人々に向かつて叫ぶ:主よ憐れみたまえ.一回目をおこなった後、二回目、三回目と持ち上げ

る.三回目に持ち上げた後で、総主教はベーマに下りて、価値ある木に脆<.J 129) 

『クレート口口ギオン』には9月， 4目、十字架挙栄祭がおこなわれ、
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「低い聖歌のとき、夜の勤めの後に皇帝はハギア・ソフィアの教会へ行く.最も神聖な木を三回、掲げ この祭に関しても三つの史料の内容は、一つの点を除いて、互いに矛盾しない.それはアンポ上で総主

るのに参加し・・・ J130) 教が十字架を手にとって掲げる際の記述である. ~テユピコン』と『クレートロロギオン』では、 三回持

宮殿に戻ると書かれている. ち上げることになっており、 『儀式について』では、四つの方角に向かつてとなっている.この動作は実

これについて『儀式について』第22章には、はるかに詳細な記述を見ることができる. 際には、二つの記述を組み合わせた形式でおこなわれたと考えられている132) つまり東西南北の大地

「・・・皇帝はクープークリオンの者(部屋付の侍従)違とパシリコス (i華街兵)達に先導されて、マ の四隅に向かつて三回十字架を持ち上げるのである.

ンナウラ(の建物)とその高い通路を通り、木の階段を上って大教会(ハギア・ソフィア)のギャラリー

に入る.それから皇帝は蝋燭を灯し祈ると、右側のパラキュプテイコン(?)に入る.・・・(中略)・・・ 福音書作者聖ヨアンネス

皇帝は暫く腰を下ろしているが、出ると小さなセクレトン(祭具室)に行く.ここには価値ある木が保管 9月26日は福音書作者聖ヨアンネスの死を記念した祭がおこなわれる. fテユピコン』には、この目

されている.皇帝は待つ.身廊で(霊歌) r栄光は天の神に」が始まると、皇帝はクープークリオン逮に 『大教会のそばのこの使徒の聖1韮でJ133) 儀式がおこなわれ、おそらくは大教会から福音書作者の教会

先導されて進み、価値ある木に腕く.価値ある木に脆くと出て、大きなセクレトンに入る.プライポシト へ行進がおこなわれることが記されている.

スは彼に受け皿のついた(?)行進用の蝋燭を渡す.このセクレトンで皇帝を、受け皿のついた(?)行 『儀式について』には第2巻第 13章に以下の簡単な記述があるだけである.

進用の蝋燭を持ったノTトリキオス違とシュンクレートスが迎え、彼等はひれ伏す.その後皇帝はクープー r9月26日.同様に(儀式を)執り行う.福音書作者聖ヨアンネスの記念日である.皇帝逮はディイツ

クリオンの高官逮やパトリキオス途、シュンクレートスの皆と共に、価値ある木に同行し、大きな銀旋陪 ピオンのこの聖人の畏敬の念を起こさせる教会へ行く o J 134) 

段を下りて高貴な(左の)部分へ曲がり、復活祭の銘板のある学絞を通って段を下り、ナルテックスの大 ジャナンによれば、ディイツピオンというのはメセー(中央大通り)の始まるあたりからヒッポドロモ

きな門を入る.そして皇帝の門に到着する.そこに立ってプライポシトスに(行進用の)蝋燭を返す.彼 スにかけての一角のことで、多くの史料においてデイイツピオンの聖ヨアンネス教会は「大教会のそばの」

はそれを持っていて、 (皇帝は)彼から別のをとって祈りこれ(二回目に取ったもの)もプライポシトス と形容されている日5) ゆえにこの二つの記述は同じ行事について述べていて、この目、福音書作者聖

に返す.プライポシトスはこれを儀式長官に(渡す).それから行進用の蝋燭を再びプライポシトスから ヨアンネスの記念祭が皇帝参加のもと、デイイツピオンの彼の教会でおこなわれたことがわかる.

取って、汚れなき福音書に蹟き、総主教と身廊の中央を通って、ソレアからアンボの右側jの部分に入る.

パトリキオス速は鍬燭を持ったまま、ソレアに留まる.

皇帝は神聖な扉の前に立つと、例の(=行進用の)蝋燭をプライポシトスに戻し、彼から別のを取って

祈り、彼にそれも返す.そして至聖所に入ると、価値ある木に腕き、それから出る.そのあとでソレアを

通ってアンポに三、四段上り、蝋燭を持ってそこに立つ.クープークリオンの高官違はソレアに、皇帝に

向かつて立つ.宣宮のプロートスパタリオス達はアンポの左に、ベンチの上に立つ.マングラピオン (i華

街兵の一部隊)の者逮は宣宮のプロートスパタリオス違の後ろに、同じくアンポの左側に立ち、皇帝の前

を維かが通らないようにする.総主教が貴重な木と共にアンポに上ると、皇帝は行進用の自分の蝋燭をプ

ライポシトスに返す.そして別のを取って祈り、それ(蝋燭)と共に立つと、 (総主教が)それ(貴重な

木}をアンポの四つの方角に持ち上げるまで、立コている.それから皇帝は蝋燭をプライポシトスに返し、

皇帝と総主教の二人は下りて、ソレアを通り至聖所に入る.価値ある木を示されて、皇帝は祈り、貴重な

木に脆き、至霊所の検から出る.総主教は彼に神聖な井戸までついて行く.そこでお互いに接吻をして皇

帝は自分の行進と共に、カルケーの小さな門を入り・・・ J131) 
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聖デメトリオス

『テュピコン』の 10月 26日の項136) には、二つの大きな祭典が書いてある.一つは「大殉教者聖

デメトリオスの勤め.彼のための儀式をデウテロンにあるこの殉教者(の教会)でおこなう o J 137) 

となっており、もう一つは740年の地震の記念祭で、総主教と共に大教会からフォ口スをへてプラケ

ルナイの聖母の教会まで行進し、そこで聖体礼儀をおこなうことになっている.

一方、 『儀式について』では、第21章に以下の記述がある.

聖デメトリオスの祭と行進の際には、皇帝は総主教と大宮殿の貧金の八角の広問、クリュソトリクリノ

スで会い、ヒッポドロモスの方向へ、ラウシアコス、ユスティニアノス、スキュラといった建物をへて進

み、向きを変えてマルキアノスの通路を進み使徒聖ベト口スまで行く.

「・・・まず総主教が至聖所まで入り、いつもと同じ祈りを行い、トロパリオンの霊歌を捧げる.そし

て総主教は神聖な福音書を持って至聖所から出ると.この礼拝堂の皇帝の門へ行<.もちろん長舗祭は行

進用の十字架を運ぶ.皇~途はプライポシトスから蝋燭を受け取り、三回礼拝して神への感謝を表し、そ
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して福音書と十字架に鍍吻し、編祭は香を焚く.皇帝は総主教と連れ立って教会から出る.J 138) 

そして一行は卜口パリオンを歌いながら行進してクリュソトリクリノスに入り、

「・・・クリュソトリクリノスの中央を通って行列と共に、東の門から出る.マギス卜口ス達、アンテュ

他のいっかなのかを判断する材料は、残念ながら我々の手元にはない.納得がいかない箇所があることを

承知の上で、ここでは従来の説と同線、この章は 10月26日に関する紀述とみなすことにする.

パトス達、パトリキオス途、オッフィキアリオス逮は聖デメトリオスの教会の向かつて、言うなれば左側 室コスマスと聖ダミアノス(神聖な医師逮)

の部分に、クープークリオンの者逮はへーリアコス(=テラス)の東側に沿って、皇帝は総主教と共に教 『テュピコン』を見ると、 11月1日は聖コスマスと聖ダミアノスのための儀式がダレイオス地区の二

会のプロピユライアに立つ.そしていつもと同じ勤め、つまり献堂の祭の入渇がおこなわれる.総主教は 人の教会であり、大教会からそこに行進すること 144) が書いてある.

至聖所に入り、皇帝は身廊の中央を通って出て、そこのテトラセロンの中に立ち、福音書の朗読を待つ. 一方、 『儀式について』第2巻第13章の記述は、再び骨子のみでる.

福音書の朗読の後、銀のギャラリーの門から出て・・.J 139) r 1 1月1日.問機に(儀式を)執り行う.神聖な医師連(=霊コスマスと霊ダミアノス)の記念日で

クリュソトリクリノスへ戻る.この日は皇帝と総主教が夕食を共にすることが書かれている. ある.皇帝逮はタ・パシリスクーのこの聖人達の教会へ行く.J 145) 

さてここで総主教の行動に注目してみよう. ~テュピコン』をみると総主教は「第一の刻J にハギア・ タ・ダレイウー(ダレイオス地区)とタ・パシリスクー(パシリスコス地区)とは共に、聖ソフィア港、

ソフィアでブラケルナイへの行進に先立つ儀式を始める. r儀式について』では、 「朝の第二の刻」に皇 聖セルギオスと聖パツコスの教会とヒッポドロモスの近く、マルマラ海から少し入ったあたりに隣り合つ

帝は準備を始めて総主教を待つ.ここで従来のように、 『儀式について』第21章が 10月26日に関す てあった146) 他の史料の記述なども踏まえたうえで、ジャナンはこつの隣り合った地区にこつの同じ

るie述であると考えると、非常に素朴であると同時に重大な疑問が沸いてくる.そも、ブラケルナイは町 聖人の教会があったのではなくて、一つの教会(おそらく正確にはダレイオス地区にあった聖コスマスと

の北西の角、テオドシウスの市壁が金角湾につきあたるあたりのことで、ハギア・ソフィアからは直線距 聖ダミアノスの教会)が二つの名で呼ばれていたと考えている147) よってこの二つの記述も、同じ行

腫でも4kmほどある.当時は日の出から日の入までを 12等分して時間の単位としていたため、 「第一 事に関するものと見ることができる.

の刻」と「第二の刻」の聞は、季節によって異なるが、約 1時間である.はたして総主教は、ブラケルナ

イまで行進し、そこで儀式をおこなった後で、大宮殿での儀式に間に合ったのだろうか.それとも皇帝は 大天使ミカエル

総主教が到着するまで、何時間も待ったのだろうか.なおちなみにデウテロンとは、コンスタンティノス 実は『儀式について』にはこの祭についての独立した記述はない.ただ第20章の最後に、ネア献堂記

の市壁とテオドシウスのそれとのあいだ、メセーに沿ったあたりのことで、デウテ口ンの聖デメトリオス 念祭と同じ要領で、 r 1 1月8日の(天)軍の長(ミカエル)の祭J148) をおこなうこと、その際に教

教会はむしろプラケルナイの方がはるかに近いことになる140) 会内の r(天)軍の長(ミカエル)の礼拝所Jを使用することが述べられている.

ヴォクトはこれとは別に、この目、大宮殿内の聖ベトロスの教会で儀式がおこなわれることに注目して、 一方の『テユピコン』は、この 11月8日が大天使ミカエルの記念日で、大教会から行進してフォ口ス

『儀式について』第21章で取り上げられている儀式は、聖デメトリオスの記念祭ではなく、聖ぺトロス で礼拝し、アッダスの聖ミカエル教会で聖体礼儀をおこなうことを述べている.そしてそれ以外にも記念

と聖パウ口スならびに他の聖人の記念祭、つまり 10月29日のことであるとの論を展開している141) 祭を執り行う教会を四つあげており、その中に「新しい宮廷の教会1削」も入っている150)

しかし『テユピコン』のこの日の託述を銃むと献堂記念祭がオルファノトロフェイオンの聖パウロスの教 ネア、すなわち「新しいJと通常呼ばれるこの教会は他にも「新教会」、 「新大教会Jなどの名で岡崎

会でおこなわれることになっている142) この儀式への、総主教の容加については『テュピコン』には 代の史料にでてくることが多い.ニつの史料で呼び方は異なるが、この日、同じ教会で大天使ミカエルの

何も書かれていない.またこの教会のあった場所は、旧ピュザンテイオンのアクロポリスから金角湾沿岸 儀式がおこなわれたことがわかる.

にかけての何処かということしかわからない1明

『儀式について』には大宮殿の聖デメトリオスでおこなわれるのが「献堂の祭」であると書カオLている.

つまりこの第21章に書かれているのは「大宮殿の聖デメトリオスの献堂記念祭」であると見るのが適当

である.しかしながらこの祭が、 10月26日におこなわれたのか、あるいは10月29日なのか、また
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聖母進堂祭

ユダヤ教には生まれた子供を、シナゴーグに始めて連れて行く際に祝い事をする習慣がある. 11月2

1日の聖母進堂祭は、マリアがこのしきたりにしたがって、始めてユダヤ教神殿に行ったことを記念する
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祭である 151) おそらく 6世紀にイェルサレムでこの祭は始まり、 10世紀にはコンスタンティノポリ

スでも年中行事のーっとして定着していた.この祭は五つのマリアの大祭の一つで、 『コンスタンティノ

ポリスのシュナクサリオン』によると皇帝も参加して、カルコプラテイアの聖母の教会で儀式がおこなわ

れた152)

だが『儀式について』には 11月21日に関する妃述がまったくない.マリアの五大祭、あるいは 12 

大祭のうちで『儀式について』に記述がないのは、この祭だけである.もちろん失われた第 10章から第

1 7章にその記述があった可能性I立否定できない.しかしより古いグループ2に属する部分には記述がまっ

たくなく、また第37章にも聖母進堂祭の時の皇帝の服装に関する記述は見ることができない153) パ

リーは第37章の成立を900年前後と考えている.もしもポルフュロゲンネトスが聖母進堂祭に参加し

たとするならば、一つの仮説として以下のような可能性が考えられるだろう.聖母進堂祭は帝都に定着し

たのが予想よりも避〈、グループ2が成立した際にはまだ皇帝は祭に参加していなかった.その後、皇帝

もこの儀式に参加するようになり、グループ1が成立したときにはその内容が記録されたが、この部分は

失われてしまった.そして第37章はグループ1が成立した際に、改訂されたが、この祭に関する部分だ

け改訂作業から綾け落ちてしまった.あるいはもう一つの可能性として、この祭が帝都に定着するのはさ

らに後の時代のことで、単にコンスタンティノス 7世の時代には、霊母進堂祭には皇帝は参加しなかった

との見方もできる.

いずれにせよ『テユピコン』には、この目、総主教と共に大教会から行進がカルコプラテイアの聖母の

教会へ進み、そこで聖体礼儀がおこなわれる旨、記されている 154) ちなみに前夜に関連した儀式がお

こなわれない祭は、マリアの五つの大祭のうち、この聖母進堂祭だけである.

生誕祭

1 2月25日におこなわれるこの祭は、イエス・キリストの生誌を祝うもので、通常クリスマスといわ

れる. 1 2大祭のうちの一つであると共に‘教会の麿の上で最も重要な祭の一つである.この祭典は4世

紀始めに西方でおこり、 5世紀にはキリスト教世界のほとんどに広まった.コンスタンティノポリスでは

380年に聖誕祭を祝ったとの!e録が登場する.東方でこの祭が浸透するのに比較的時間がかかった理由

は、すでに神現祭のなかにキリストの生誕が含まれていたためと考えられる155)

fテュピコン』を見ると以下のことがわかる.聖誕祭は前に「神霊な祖先遣の日の前の日曜日J、 「神

聖な祖先違の日曜日の前の土曜日J、 「聖誕祭の前の日曜日(=神聖な祖先達の日曜日)J 156) 、と大

教会で準備祭があり、さらに 22日から 24日までの準備祭が大教会である157) . 2 3目、 24日の晩

には、晩祷と夜の勤めが最も長い形式でおこなわれる. 2 5日には大教会で聖誕祭の聖体礼儀がおこなわ
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れ、さらに晩祷がある.続く 26日はプラケルナイの聖母教会で、また直後の土略目は大教会、日曜日は

カルコプラテイアの聖母教会で関連した儀式がおこなわれる158)

一方これに対して『クレートロロギオン』が生誕祭に関して述べているのは、1 2月25日に大宮殿内

の19寝台の卜りクリノスでおこなわれる大宴会の次第が中心になっている 159)

『儀式について』は生誕祭について、第 1、第2、第23の各章を割いている.このうち第2章は、皇

帝が大宮殿からハギア・ソフィアに向かう際に 6回、各党のデーモス遠の歓呼をうけ、大教会から戻る際

に5回、問機の式典が催される様子を書いており 16町 、教会での皇帝の行動には直接関係がない.

すでに述べたように第23章はグループ2に属し、より古い時代の記録をもとにしている.そして第1

章はコンスタンティノス・ポルフュロゲンネトスによって新しく害かれたものである.第1章のこの部分

は、おそらく f儀式について』全文中最も重要な箇所の一つである.生誕祭だけでなく神現祭、復活祭、

霊震降臨祭、変容祭も同じ次第に従っておこなわれる旨記されているからである161) ここでは以下、

長くなるがこの第1章を第23章と比較して見てみることにする.

まず大教会に行くまでに大宮殿内のどのような礼拝所、あるいは教会を訪れるのかを見てみる.

第一章では以下の記述を見ることができる.

「そして皇帝は愚高に神聖なIII母の鍍初に建設された教会(=ダフネ一宮の聖母教会)に行き、プライ

ポシトスから鍬燭を受け取る.これはクーピクーラリオスがプライポシトスに渡したものである.そして

蝋燭と共に三回践いて神への感謝を表す.その後、前述のように隣にある聖三位一体の礼拝所に行き、そ

こでも蝋燭を手に三回脆いて神への感謝を示す.それから聖遺物の保管されている狭い縛所(ステナキオ

ン)に入り、そこでも蝋燭を手に三回脆いて神への感謝を示すo i.欠に彼等は退出し、洗礼堂に行く.そこ

には三つの大きな美しい十字架がある.プライポシトスの合図で、クービクーラリオス逮は、そこに皇帝

が手に持っていた蝋燭を固定する.その後・・・ (中略) ・・・それから、皇帝はプライポシトス違と第

一の殉教者聖ステファノスの教会に入り、蝋燭を手に三回脆いて神への感謝を示し、聖コンスタンティノ

スの大きく、美しさに満ち、価値に満ちた十字架を拝する.そしてそれが終わると、ダフネーの私室に入

り・・・ J162) 

これに加えて、皇帝がスコレーのトリクリノスのそばの霊使徒の礼拝堂のプロピユライアの中で、蝋燭

と共に三回腕いて神への感謝を示すことも、同僚に記されている163)

これに対して第23章では、

「そこで彼らの先導で、皇帝はダフネーを通り、霊三位一体に入り、そこで蝋燭に火を灯し、ベーマの

脇を通って出て、聖遺物の保管場所に入り、そこで蝋燭を灯し、同様に洗礼所の十字架の前でも蝋燭をつ

ける. ・・・ (中略) ・・・ (皇帝は)聖ステファノスに入りそこで蝋燭に火をつけて祈り、そこから出
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て・・・ J164) 

となっている.

以上を比較して見ると、第1章と第23章とでは、個々の部分で記述の内容に矛盾はないが、第1章の

方が細部まで記されていることがわかる.また上記の聖母の教会のように省略、あるいはic述が簸け落ち

ている箇所も多い.

さて続いて大教会での儀式に関する記述を見ていこう.当時の教会での儀式は、少なくとも皇帝にとっ

ては、小霊入から始まった.小聖入1聞 は、御言葉の礼儀を導く行進をさす.動作としては、現在では

通常、聖臓者1)1福音奮を祭壇からテンプ口ンの北側の扉を経て、身廊へ持ち出しテンプロンの中央の扉を

通って祭壇に戻す、というものである166) これは象徴的には、キリストのロゴス(御言葉)への体現

を表すものである 167)

しかし実際には6世紀以前の段階では、儀式は大がかりな入場によって始められた.これはナルテック

ス、あるいはアトリウムに集まった聖職者と信徒が、共に福音書を奉じて教会の堂内に入場し、福音書を

祭壇上まで運ぶものであった168) 廷聖者マクシモスは「神霊な集会への入海J1刷 、あるいは「教会

への入場J170) と述べている171) またゲルマノスは儀式は交唱震歌で始まり、 「福音書と共に入場す

る」 げ2) と述べている.このような形式の小聖入は、少なくとも主教が多加するような大きな儀式にお

いて、遅くとも， 2世紀までは執り行われていた可能性がある.おそらくは、8世紀から'2世紀の聞に、

かつて儀式の始まりに行われていた、聖臓者と信徒全員の教会への入場が変化し、現在の形に近い福音書

の信徒への提示へと変化したものと考えられている.

それでは f儀式について』の配述を見ていくことにする.まず第1章である.

皇帝は青銅門(カルケー)、アウグスタイオン、ハギア・ソフィアの時計堂(ホ一口口ギオン)を通っ

て進む.この間にデーモス遠の歓呼がおこなわれる.

「そしてそこからこの場所へと皇帝はホーライア ・ピュレーを経て入る.ヴオール卜天井の下に、言い

換えればナルテックスの前室の中に、釣り下げられた目隠し(カーテン)の中で、侍従(プライポシトス)

が王冠を外す.その時、総主教はナルテックスの扉で、仕来り通り従者や部下と共に待つ.皇帝は冠を外

した後に、総主教の方へと進み、まず最初に輔祭が支える神聖な福音書を礼拝する.そして総主教に挨拶

をし、接吻をする.そして皇帝の門(パシリケー・ピュレー)まで行く.そこで三回、蝋燭を手に神を感

謝を込めて礼拝する.総主教が祈りを簿け唱さわると、入場が行われる.錫やすべての前出の宝物が入得し、

身廊の左右の決められた甥所に位置する.ローマ人の標識や旗印は互いにソレアの検に並び、聖コンスタ

ンティノスの十字架はベーマの右側lの部分に立つ.マギスト口ス途、アンテュパトス達、他のシュンクレー

トス達はパシリコス・アントロポス逮と共に‘身廊の右側の部分、決められたところに立つ.そこを皇帝
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逮が通過する.

皇帝は神聖な扉に、紫色の一段高くなったところにつく.総主教だけが隙壁の内側に入り、神聖の扉の

左(高貴な)側に位置する.蝋燭と共に三回脆き、皇帝違は神への感謝を表し、そして総主教の占めてい

る神聖な扉に腕てから入る.祭湿のところに来ると神聖な布の聖像に接吻する.もちろん総主教がこれを

持ち上げて、皇帝達に接吻するよう促すのである.これがすむと習慣通り、二枚の白い聖体布を祭湿の上

に広げ、総主教の手によってそこに戻されるこつの神聖な杯、 二つの神聖な丸い盆と神聖な産着に践く.

そしてその後で、この神聖なベーマの右側の部分を通って、皇帝達は総主教と共に丸い所(アプス)に入

る.ここには黄金の神聖な十字架がある.ここでも再び慣例どおり、蝋燭を手に三回路いて神への感謝を

表す.それから総主教が大きな皇帝に香炉を渡し、この十字架に香を焚き、総主教に接吻して暇乞いをし、

メータトーリオンの前にある礼拝所に入る.ここでも鍬燭を手に三回脆いて神への感謝を表し、我等が主

と神の受灘の象徴がすべて刻まれている価値ある十字架に接吻し、メータトーリオンに入るo J 173) 

一方の第23章では以下のようになっている.

r (カルケーの大きな門、アウグスタイオンを経て) ・・・皇帝がナルテックスの前に入ると布(カー

テン)の中で、プライポシトスが皇帝の頭から王冠をはずし、皇帝はナルテックスに入る.そして彼を総

主教が迎える.お互いに脆き接吻した後で、二人は蝋燭を掴み皇帝の門まで通り過ぎ、皇帝はそこに立っ

て蝋燭を灯し、総主教は神の典礼の入場の祈りを俸げる.皇帝はそれを儀式長官に戻す.そして皇帝は汚

れなき福音書に接吻して、身廊の中央を通って入り、アンポの織とソレアを通り過ぎる.神聖な扉の前に

立ち、蝋燭をプライポシトスから取って祈り、それを再びプライポシトスに戻すと至霊所の中に入る.祭

壇に二枚の聖体布を広げると、二つの神聖な杯、二つの神聖な丸い盆、主の産着に接吻する.その後、皇

帝はプライポシトスから献納品を取り、これを祭湿の上におく.それからベーマの検を通って退出し、メー

タトーリオンに入り、蝋燭をつける.J 174) 

ここでも先ほどと問機の傾向、第 1章のic述の方が詳細であること、を確認できる.大筋において再び

両者は、ほぽ一致するが、実のところ献納品に関しては第1章には記述がない.第1章が五つの祭典に共

通する部分をまとめた点に.このことが起因するのかは不明である.

この後、御言葉の礼儀の中心となる聖書の朗読や聖歌の合唱がおこなわれるが、これに関する記述は

『儀式について』にはない.皇帝はメータトーリオンの中で、これらに耳を傾けたものと思われる.

つぎにおこなわれるのは大壁入である. 大聖入175)とは即ち、聖体拝受を導く行進のことである.現

在は実際のところ、ケルピコンと呼ばれる聖歌とともに、厳祭が聖体をプロテシスから身廊に運びテンプ

ロンを通って祭壇に運ぶ動作をさす.これは一般には、キリストの聖餐への体現化を象徴するものとみな

されている.しかし実質的には、信者から納められた奉納品の祭糧へのi般入が始まりであると考えられて
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いる.マキシモスはこの動作を「神聖な神秘の入場J1聞 と書いているが、ゲルマノスはより後の時代

の記録であるにもかかわらず「縞祭による準備のためのプロセッションJげ円 と表現している. r大聖

入」という用語は12世紀の「アテネのディアクシス」以後、使用されるようになったようである.初期

においては、天上の聖餐への天使途のプロセッションを表現したものと、みなされていたが、後の時代で

は、キリストのイエルサレムへの勝利の入喝と同一視されるようになったげ町 .

この動作について第1章は以下のように記述している.

「祭壇に神霊な贈り物を運ぶときになると、プライポシトス逮は入って皇帝逮に注意を促し、彼等に彼

等自身のクラミュスを着せる.皇帝遼は自分遠のクラミュスをつけ、なにもかぶらずに出る.そしてこの

教会の右側の部分を、クープークリオンとシュンクレートスと共に、錫や他の宝物を引き連れて通り、ア

ンポの後ろまで進む.そこで神聖な宝物違は待ち、そこに皇帝のあかりを置いて火をつける.皇帝逮がそ

こに来ると、プライポシトス違があかりを取って皇帝達の手に戻す.皇帝逮はあかりを手にシュンクレー

トスとクープークリオンと神藍(な贈り物)を護衛して行く.錫と他の宝物はそれぞれの規則に従って立

ち、皇帝逮はソレアを通って進み、神聖な扉の外に立つ.第一の皇帝が右に、第二のが左にである.彼等

は自分違のあかりを神聖な扉の柱につける.神聖(な贈り物)はソレアに入り、そこにとどまる.長舗祭

が来て、皇帝遣に、それから総主教と祭壇の側の皆に香を簸る.その後、神聖(な贈り物)の全員が入り、

全員が入った後で皇帝は、総主教に暇乞いをしてぺーマの右側の部分の外を通って、メータトーリオンに

入る.Jげ的

「神の典礼をおこなうにあたっては、神聖(な贈り物)が通り過ぎるときに、皇帝はパトリキオス遼や

他の高官達に先導されて出て、身廊の横を下り、運んできた蝋燭が立っている所へ進み出る.皇帝は自分

の蝋燭の立っている場所に近づく.シュンクレートスは織に並んでいて、その中央を通る.それ、つまり

蝋燭を掴むために近づいて、プライポシトスがそれを掴むと、皇帝に渡し、それを掴も‘と戻って、高官途

に先導されて、彼等の後ろを進む.神聖(な贈り物)のを先導してソレアを通り、神霊な扉の脇に来る.

蝋燭をプライポシトスに返すと、プライポシトスはそれを、神聖な扉の検のソレアの上に置く.その脇に

立って皇帝はそこで神聖(な贈り物)を待ち、皇帝と総主教は互いに腕く.

再び皇帝はメータトーリオンに入る.J 180) 

先行する部分と問機、第1章の方が詳細な記録を残してはいるものの、大聖入に関する両者の記述はほ

とんど矛盾がない.

続いて信者同士が互いに接吻を交わすことになる.これは現在では「平和の接吻Jと呼ばれるようだが、

『儀式について』では繰り返し「愛181)J、あるいは単に『接吻182) Jといった単語が用いられている.

第1章、第23.を順に検討してみる.
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「全員を従えて再び皇帝は、同じ方法で愛(の接吻)のために出る.そしてメータトーリオンの向かい

のベーマの右側の部分で、総主教は陣壁の内側に立ち、第一の皇帝が陣笠の外に立って総主教と銭吻する.

そしてその後、顧問僧(シュンケルロス)途、府主教達、大主教達、大教会の長司祭、そして総主教の高

官逮(に後吻する).皇帝逮と銭吻したすべての人々は、レフ工レンダリオスの手に導かれる.その後、

(皇帝が)再び総主教と鎗吻した後に、 (総主教は)陣壁の少し低いところでシュンクレートス全員と後

吻する.彼等は儀式長官の手によって導かれる.そして(皇帝は)総主教に暇乞いをしてメータトーリオ

ンに入る o J 183) 

「接吻の時が近づくと、再び出て進み出て総主教、府主教達、主教達、教会の高位聖職者達、慣例上、

皇帝に接吻してもらう聖職者逮に接吻する.三人の新しく洗礼されたものも同嫌である.皇帝が何時も慣

例で高官還に愛(の接吻)を送るところに立つと、パトリキオス達、ストラテーゴス達、ドメステイコス

途、役所の部局長達、デーマルコス逮、儀式長官が入る.彼等は全員、それぞれの規則に従って続き、接

吻し、立ち上がり、それそ'れの規則に従ったところに備に並んで立つ.皇帝がよ記の全員と銭吻し終わる

と、皇帝と総主教は両者互いに挨拶を交わす.再び皇帝はメータトーりオンに入る.J 184) 

この部分は両者の妃述が込み入っている.両者に共通しているのは以下の点である.皇帝はメータトー

リオンを出て総主教以下の聖職者と接吻する.皇帝は総主教に挨拶をしてメータトーリオンに入る.おそ

らく皇帝と総主教とは、第1章に書かれているように、至霊所の陣壁起しに接吻するのであろう.その後、

第1章には総主教が廷臣逮と接吻することが、第23章では皇帝が廷臣途と接吻することが、それぞれ書

かれている.おそらくこれは、どちらかが正しいのではなくどちらも正しい、言い換えれば廷臣遣は皇帝

と総主教の両方と‘順番は不明だが接吻するのではないだろうか.

最後に領聖を受けて、教会から退出するまでを見てみることにする.

領聖は聖体拝受ともいい、聖JlIJされたパンと箭萄酒を口にすることである.この行為はキリストとの、

さらには父たる神と聖霊との霊的な結合を意味する185)

このときの様子を第1!量は以下のように述べている.

「領聖の時が来ると、皇帝違は再び、既に述べた方法で出て、ベーマの右の部分に進み、そこで神聖な

結合を受ける.そして慣例どおり総主教と接吻してから、メータトーリオンに入り、そこでシュンクレー

トスのうちの高位で親しい人達と食事を取る.皇帝遠の食事がすむと、プライポシトス達が係りの者と入

室し、皇帝逮に彼等のクラミュスを着せる.その後、このプライポシトス違が総主教を案内し、 (彼は)

皇帝逮と接吻し、神聖な井戸へと続く小さな扉へと彼等を送っていく.この扉の敷居のところに、皇帝達

と総主教は立ち、プライポシトスとアルギユロス(金庫番)はこの扉の外に立つ.そしてアルギュロスの

手からプライポシトスは黄金の袋を取り、皇帝に渡す.皇帝はそれを送り、それが受け取られるときにア
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ルギュロスは声をl!iり上げる rかくのごとき善き主逮J.この厚意を皇帝逮の手から受け取るのは、長 『儀式について』では第24章がこの儀式に当ててある.その中で教会での皇帝の行動を鎗いだすと、

繍祭、オスティアリオス達、歌手遣、貧者遣、教会の警備員遣である. その後皇帝遣は総主教と出て、 以下のようになる.

神聖な井戸の中に吊った布の中に入る.そして総主教は彼等に冠を載せる.殿冠の後、総主教の手から祝 「皇帝は個人的(私的)な方法で個室の(続く)通路を経て、ファロスの最も神聖な聖母のナルテック

福、あるいは贈り物を受け取り、プライポシトスにこれを渡す.これを皇帝遣に送った後、総主教は(;由? スに来る.マギストロス達、パトリキオス達、シュンクレートスの残りの者たちは、クープークリオン遼

を)塗り、皇帝遥から献納品をお返しに受け取る.そして接吻をすると皇帝途は神聖な井戸の外に出る. と共に、好天の場合はクリュソトリクリノスのテラスに立ち、好天でない場合はクリュソトリクリノスの

神聖な井戸の外で第一の歓迎がある.J 186) 中に立つ.そこで皇帝逮は行進を愚も神聖な聖母から出発させ、行進は聖パシレイオスの教会へ入り、そ

これに対して第 23 ~震には以下のようにある. こで行進は終わり(人々は)神霊な福音書の朗読まで立っている.そして連祷が終わると再び個人的にク

「そして神との結合が訪れると、儀式長官がプライポシトスに、プライポシトスは皇帝に教える.既に リュソトリクリノスへ入る.J 189) 

述べたように先導されて出て、我等が主、イエソス・クリストスの汚れなき肉と血を拝受するために、総 この章の記述を見るかぎり、皇帝は宮殿内の儀式にしか参加せず、総主教はこの宮殿での儀式には参加

主教の績に行く.二人のオスティアリオスが広げた布を持ち、価値ある贈り物をその手で受ける.総主教 しない.

に緩吻して段を下り三回合図して神聖な贈り物を拝受する.それからこの段を上り、オスティアリオスが

布を彼の下に広げ、総主教によって葡萄酒を綬けられる.下りて祈ると、二人は互いに脆<.戻った後、

メータトーリオンに入り、命令を受けたパトリキオス違や他の高官違と食事を取る.そしてベステートー

ル逮が彼のクラニュスを着せ、 (皇帝は)プライポシトスに総主教を呼ぶよう命じる.そして皇帝と共に

神聖な井戸まで通り過ぎる.そこで皇帝は立ち止ると、アルギユロスが慣習上、黄金の袋を受け取る者を

呼ぶ.プライポシトスはアルギュ口スから袋を取り、皇帝に返す.皇帝はアルギュロスが呼んだ者に渡す.

そして布の中にクープークリオンの高官逮と入る.プライポシトスは総主教に冠を返し、この者が皇帝に

般冠する.そのあとで、総主教は皇帝に祝福を与え、皇帝はプライポシトスから献納品を取って、総主教

にお返しとして渡す.すると総主教はお返しとして塗;曲する.

そしてお互いに接吻して、皇帝は出て、神聖な井戸のポルテイコへ続く門の外に立つ.ここで彼を膏党

が迎え・・ J 187) 

この部分の~ê述は第 2 3章の方が詳しい.そして両者の内容は大体において一致する.唯一異なるのは

領霊を受ける繕所についてであるが、これに関しては次章で詳しく考察することにする.

以上見てきたようにハギア・ソフィアでの儀式に関して、第1章と第23章とでは、隊納品に関する記

述以外、大きく食い違う部分はない.またこの記述は『テュピコン』とも矛盾しない.

聖大パシレイオス

『クレートロロギオン』には1月1日に関する記述はない

しかし『テユピコン』にはこの日がカエサリアとカッパドキアの大主教室パシレイオスの記念日で、大

教会で儀式がおこなわれることが書いてある188)
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神現祭

神現祭は光の祭ともいい、キリストがヨルダン川で先駆者ヨハネから洗礼を受けたことを祝う儀式であ

る.かつてはキリストの生誕と合わせて祭がおこなわれていたが、 4世紀に生誕祭が分離し 12月25日

に定着するのにともなって、神E見祭自体は 1月6日に独立しておこなわれるようになった.不動暦の祭の

なかでは生誕祭と共に最も壮震な祭典に数えられる.とくにこの祭で重要なのは、前夜におこなわれる水

を聖月1)する儀式である. 4世紀末にアンティオキアでは、すでにこの儀式がおこなわれていたことが記録

されている190)

この儀式に関して『テュピコン』から見ていくことにする.

この祭は「光の祭の前の土曜日」と「光の祭の前の日曜日Jを準備祭として持つ191) そして前日、

1月5日には規模の大きい前夜祭がある 192) まず大教会で総主教も参加して晩祷がおこなわれる.こ

の日は聖書の朗読が 12なされるが、これに関して但し書きがある.そこでは総主教が宮殿に行く場合と

行かない場合とで、朗読に変更があることが説明されている1問.そして一連の儀式ののちに総主教は、

大教会で水の霊別をおこなう.その僚子は以下のとおりである.

「そして総主教は編祭、蝋燭、香炉と共に祭壇の内側(至聖所)に入り‘輔祭lま祈り‘それと共に総主

教は水の祈りを唱える.

*の祝福を執り行ったのち、総主教は出てアトリウムの水盤へ194)行く.聖歌隊はアンポからモード

4でトロパリオン(遠くの水から主の声が籍る・・・)を絡める.この歌の間に全員退出してアトリウム

に入る.そして水の祝福の祈りをおこなう.J 195) 

その後、徹夜の祈祷がある.
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この前夜の儀式について『儀式について』は第25章で以下のように述べている. 関しては触れていない.またこの祭は生誕祭に従うことが書かれている.

「・・・(総主教は)第一の(水の)聖別が大教会でなら、その後、聖ステファノスの教会での聖~I)の 「ナルテックスに入ると、布(カーテン)に入る.プライポシトスは冠を皇帝の頭から取る.ナルテッ

ために戻り、第一の聖別が聖ステファノスでなら、そののち大教会での霊別のために帰る.J 1961 クスを通って総主教が彼等を出迎える.お互いに接吻すると入り、大きな門の前に立つ.蝋燭を灯すとこ

このことから、二つの史料は、総主教が大宮殿と大教会の両方で水を聖~I)する点で、一致していること れをプライポシトスに渡し、プライポシトスは儀式長官に(渡す).汚れ広き福音書に腕き、身廊に入る.

がわかる.続けて皇帝は ソレアを通ると神聖な扉の前に立ち、プライポシトスから蝋燭を取って祈り、プライポシトスに蝋燭を返

『聖ステファノスの教会の近くのダフネーの私室に入り、そこで合図と共にプライポシトスは司祭逮に、 す.そのあと至聖所に入り、二枚の聖体布を祭喧の上に広げ、二つの聖なる杯、二つの聖なる丸い盆、主

聖ステファノスの教会で神の儀式を始めるように言う.そこでは聖別が行われるo J 197) の産着に接吻する.そしてプライポシトスから献納品を受け取りこれを祭塩の上に置く.そして至聖所の

とあり、さらに 脇から出て、メータトーリオンに入る.神聖{な贈り物)と愛(の銭吻)と領聖の時には、仕来りどおり、

「皇帝は自分のディペーテーシオンとジザキオンを纏い、八角堂(オクタゴノン)に立つ.神の典礼を おこなう.そして昼食の後に神聖な井戸に出て、プライポシトスと布(カーテン)の中に入り、彼に冠を

終えるためである.神の儀式が終わると総主教は聖ステファノスの教会に入る.それは聖別の大礼拝のた 被せてもらう.その後、総主教は皇帝に祝福を送り、それから皇帝はプライポシトスから献納品を取って

めの動作を始めるときである.すぐにプライポシトスは皇帝に蝋燭を渡し、皇帝は水浴場の後ろに立つ. 総主教にお返しに送り、総主教はお返しに皇帝に塗油する.

総主教が全ての祈りを終えるまでである.宣官のプロートスパタリオス違は、仕来り通りに皇帝の後ろに そして互いに接吻して皇帝は(アウグスタイオン)の中央を通り、カルケーの大きな門から(宮殿に)

立ち、パトリキオス遣は帝室の蝋燭を持っている.祈りが終わると皇帝はプライポシトスに、プライポシ 入るo J 203) 

トスは司祭に、持っている鋪燭を渡す.聖別(された水)を採った総主教は皇帝の手に;主ぎかけ、皇帝は 以上の記述は大変省略されてはいるものの、第23章に準じるものである.いいかえれば献納品に関す

手を洗って頭と頗を療り、そうしたければ飲む.皇帝と総主教は共にお互い挨拶をして、皇帝は自分の私 る紀述を男1)とすれば、第1章とも一致する.また洗礼式に関する記述がまったくないが、通常の聖体礼儀

室に行き、戸口の中にあるその寝所で総主教の勤めを待つ.つまり聖別(された水)をパトリキオス達、 に洗礼堂での洗礼式が婦入された形式を取っている以上、皇帝の関心を引かなかったとしても無理はない

クープークレイオン達、ストラテーゴス達、ドメステイコス逮に注ぎ終わるのをである.それが終わると だろう.

プライポシトスから知らせを受けた皇帝はプライポシトスに合図を送り、そこから外に出て教会の中にい またこののち『儀式について』によれば、皇帝は大宮殿に総主教を招待し夕食をともにする.この時の

る総主教を呼ぴ、皇帝と総主教とは共に八角堂(オクタゴノン)で会う.総主教は皇帝に祝福を送り、皇 会場は 19寝台のトリクリノスと呼ばれる大広間だが.総主教は近くのダフネ一宮の聖ステファノスの礼

帝はプライポシトスの手から献納品を送る.J 198) 拝堂を控室のように使い、そこでみだしなみを整えたりする204)

と記されている.つまり聖ステファノスでの儀式のうち、大半はこの教会の聖職者がおこない1刷 、 以上が『儀式について』における記述である.

総主教は水の聖別のためだけに、この教会を訪れる.そしてその霊別された水は皇帝と廷臣達を祝福する この自の皇帝主催の晩餐会の線子は『クレートロロギオン』に詳しい205) しかしこの史料は教会で

ために使用され、あくる自の儀式とは関係がない. の儀式についてはほとんど記述していない.

明1月6目、神現祭当日について『テュピコン』は以下のように述べている.トロパリオンの霊歌の後

で「総主教は洗礼盤に上り、洗礼する.新しい洗礼者に洗礼の塗油をおこなったのちJ200) 聖歌の合唱

と共に教会の本堂に戻る.その後、儀式は朗読、交唱聖歌、三聖目菌、祈梼、領聖と通常の聖体礼儀と問機

に進む.そしてそのあと晩梼がある201) マテオスはこの日洗礼に使う水は、前夜に聖別したものであ

るとしている.さらにこののち「光の祭の後の土曜日J、 「光の祭の後の日曜日」、そして 1月7日，のタ・

スフォーラキウーにおける洗礼者の儀式が、この臼に関連しておこなわれる202)

この日の儀式に関する『儀式について』の妃述は第26.に以下のようになっており、上記の洗礼式に
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進堂祭

進堂祭は聖母お，膏めの祭ともいわれる.本来、この祭は聖母が産後40日目に子供、つまりイエスを連

れてユダヤ教の神殿に、お清めのために行ったことを祝うものであった.そのために聖母マリアに関する

五つの大祭の一つに数えられている.しかしながらのちの時代には、主イエス・キリストのユダヤ教神殿

への進堂とそこでのシュメオンとの出会いが、祭の主題とみなされるようになった.史料ではこの日の祭

典をヒュパパンテ_ 206) と記す場合が多い.本論分ではこれを進堂祭としたが、元々の意味は「会うこ
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と、出会いJであり、聖母のお清めよりも主の進堂の意味の方がはるかに濃厚である.この祭典は4世紀 ちた神の母よ、童貞女よJを(歌L、)始める.この卜口パリオンを前述の皆は奏でつつ、大教会のナルテツ

末にイエルサレムはすでにおこなわれていたが、そのときはイエスの生誕を神現祭と共に1月6日に祝コ クスに入り、皇帝はナルテックスの椅子に座り、行進を従えた総主教が到着するのを待つ.パトリキオス

ていたために、この祭はその40日後、2月14日におこなわれていた.その後、生誕祭の定着と共に、 還とシュンクレートスは身廊に入りそこ立って、習慣どおり皇帝を待つ.

この祭も生誕祭の40日後、 2月2日におこなわれるようになった.しかしまだ7世紀始めの段階でも、 行列と共に総主教が到着すると、皇帝は立ち上がり、そして皇帝と総主教は両者互いに後拶をし、両者

この祭の日取りについては混乱があったようである.この儀式は6世紀にユスティニアノス 1世の勅令に 共に大教会の門の所へ行きそこに立ち、総主教は聖体礼儀の入湯の祈りを始める.皇帝はプライポシトス

よって帝国内にひろまった207) から蝋燭を取って祈り、終わるとそれを再びプライポシトスに、そして彼は儀式長官に渡す.皇帝は汚れ

まず『テユピコン』でこの臼の儀式を見てみると以下のことがわかる208) 0 2月2日にはプラケルナ な幸福音書に礼をし、総主教と共に身廊の真ん中を通り、そしてアンボの脇を通ってソレアに入り、神聖

イの聖母の教会で‘キリストがシユメオンと出会ったことを祝うことになっている.前夜にカルコプラテ な戸口の前に立って蝋燭を灯して祈り、至聖所へ入る.~なる覆い(テーブルクロス)に援吻をすると、

イアの聖母の教会に行き‘総主教参加で晩得をおこなう.そして明くる日は プライポシトスから献納品を受け取り、それを祭坦の上に置き、退出する.司祭途は称賛を彼に贈り、

fカルコプラテイアのアンポで朝の勤めをおこなう.大教会へ、ナルテックスで交唱聖歌がおこなわれ (皇帝は)身廊の真ん中を通る.皇帝が退出してナルテックスに来たときに、大きな門の左側lのベンチの

とき、総主教は下りて、聖歌隊は教会に入る.総主教は側面から至聖所に入る.そして三聖唱の祈りをお 上に孤児逮が立って、通例通りに散を歌って皇帝を鍛える. (皇帝と総主教)両者共に階段に入ると、皇

こなう.聖歌隊はアンポで前述のトロパリオン(よろこびたまえ、よろこびにみちて)を歌う.それから 帝と総主教とは挨拶を交わし、接吻を交わす.総主教は大教会に神の儀式をおこなうために戻り、一方の

行進が出発して、フォロスで~歎隊は神の栄光を讃える.輔祭は大きな(連緒形式の)祈りを唱え、聖歌 皇帝は階段を通って礼拝所へ昇り、そこで十字架へ銅燭を灯し、ギャラリーの十字架でも同様にする.そ

隊は同じトロパリオンを歎う.そしてプラケルナイでも神の栄光を讃える.J 209) して礼拝所に入り、そこに立って神の典礼に番手加する.パトリキオス逮や他の高官違は皆そこの外、ギヤ

そしてブラケルナイで聖体礼儀をおこなう. ラリーに立っている.

この自の儀式について『クレートロロギオン』は 神との一致が近づくと、命令を受けたプライポシトスは儀式長官に命令し、シレンティアリオス二人を

r2月2目、我等がイエソス・クリストスの進堂の祭をブラケルナイでおこなう.見事な行進が鈴了し 総主教を呼ぶために派遣させる.そして(彼らは}彼(総主教)を、階段を経て、皇帝のいる礼拝所まで

たら、帝室の宴会を、 (ブラケルナイ富の)古くはオケアノスと呼ばれた、荘厳な トリクリノスの特別な 案内させる.皇帝は総主教から主の純粋な肉体と血液を受け、自分の私室へ入る.するとパトリキオス達、

食卓にておこない・・・ J目的 ストラテーゴス達、ドメステイコス逮‘上級の役所の責任者逮が入室し、彼らは総主教の手によって領聖

と述べている. される.全員が外に出て、総主教が下りようとする時に‘皇帝は自分の私室の扉の前に立ち、両者は互い

『儀式について』は第27章でまず、皇帝が望むならば前夜のうちにブラケルナイに行き、そこの聖母 に挨拶をする.総主教は行って神の儀式を全て終わらせる.神の儀式が終了すると、皇帝は正装のまま神

の教会で徹夜の祈りを捧げることを述べている.しかし第2巻第9章聖母就寝祭のプラケルナイを訪れる 聖な箱のトリクリノスを通り、クービクーラリオスがそこにある扉とカーテンを開け、そして皇帝は煉瓦

縫合の記述と異なり、徹夜の祈りを望まない湯合に関しては何も語っていない.第27章の記述はすぐに の通路を経て銀旋階段を上がり、ダヌーピオス(のトリクリノス)に入る.J 21り

明日、祭典の当日に進み、皇帝カf廷臣速を従えてブラケルナイ宮のアナスタシオスのトリクリノス、ダニュー となって、皇帝はプラケルナイ宮に戻る.

ビオスと呼ばれるトリクリノスを通り宮殿から出てポルテイコの右側の部分を通ることが説明される.そ 以上見てきたように、三つの史料は2月2日にプラケルナイの聖母の教会で進堂祭がおこなわれる点で

して 一致している.また前夜の晩祷は、総主教はカルコプラテイアで、皇帝は参加するならブラケルナイでお

「ポルテイコの外に斜めに配置された列柱を通った皇帝は、そこで行進を従えた総主教を出迎える.プ こなう.なおこの点に関しては、この章の最後に進堂祭が四旬節の月雌日と重なった場合の但し書きがあ

ライポシトスから蝋燭を受け取り、祈り、再びそれをプライポシトスに戻す.そして汚れなき信音書と価 り、これが興味深い.

値ある十字架に脆く.そして皇帝と総主教は両者互いに挨拶をし、接吻をする.皇帝はプライポシトスか のちに触れるように四旬節第一週月曜日に皇帝はマンナウラの大広間で市民連と儀式をおこない、その

ら行進用の蝋燭を受け取ると、向きを換えて先程のポルテイコを通る.儀式長官は 「ょうこそ、恩寵に瀦 のちハギア・ソフィアに礼拝に行く 212) • 2月2日がこの日と重なったときには、皇帝はマンナウラで
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儀式をおこない、膏銅門、神聖な井戸を経て大教会に入り‘メータトーリオンで礼拝に参加してから、メー

タトーリオンから出て総主教と挨拶をし

『皇帝は教会堂の右側jの部分、ナルテックス、ホ一口口ギオンを通って、アテユルへと続く西向きの大

きな門を出る.そこから馬に乗りミリオン、フォロス、マウリアノスの大ポルテイコ、ペトリオン地区を

通って、そしてブラケルナイの全てに神聖な聖母まで行く.そこに到着すると馬から下りて、ギャラリー

に登る.聖なる箱のパラキュンプテイコン、ギャラリーの礼拝所と大十字架の外の所で鰍燭に火を灯し、

そこから出てアナスタシアコス・トリクリノスへ行き、その後の全ては歓迎と同機に慣例にあるようにお

こなう.行進と合流して、神の儀式に入場し、祈るが、すでに説明したこの祭の第一の儀式のやり方に従

:::. ，213) コ.J 

おそらく、このこつの儀式が重ならなくても、皇帝がブラケルナイでの晩祷に参加しない湯合は、大教

会に寄るか否かはわからないが、このようにしてプラケルナイに行き、儀式の準備をしたものと恩われる.

40殉教者

黒海沿岸のセパステイア近郊の湖で、キリスト教徒の兵士40名が皇帝リキニウスの迫害によって殉教

したという逸話が伝わっている214) このセパステイアの40人の殉教者の記念日が3月9日である.

『儀式について』は、第2巻第 13書に以下のような簡単な記述がある.

r3月9日.既に述べた仕来りに従い、皇帝逮は儀式が行われる町の中の教会へ行く.つまり 40人の

殉教者の記念日、皇帝はこの同じ殉教者逮の聖援に行く.J ZIS) 

だが3月9日に関する記述は『クレートロロギオン』には見当たらない.

そして『テユピコン』には21町、以下のような記述がある.

r3月9目、サパテイアで殉教した40人の神聖な殉教者の儀式.彼等のための集会を青銅の四面門の

そばの神聖なこの殉教者逮(の教会}でおこない‘ (前日の)夕方から徹夜の祈りが催される.

ここで総主教は聖体礼儀をおこなう・・・ J217) 

この記述から考えるに、 『儀式について』に登場する「町の中の殉教者逮の教会」は、おそらく『テユ

ピコン』の青銅図面門のそばの教会であろう.膏鍋四面門は東西に走るメセー{現在のディヴァン・ヨル)

と、ドムニノスのポルテイコのある南北の通り(現在の大バザールを通り銭ける、ウズン・チャルシュ通

り、ゲディク・パシャ通り等機々な名を持つ通り)の交差点、テオドシオスのフォルム(雄牛のフォルム)

とフォロスの間にあった218)
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受胎告知

受胎告知は聖母マリアに大天使ガブリヱルが聖霊の到来を告げたことを祝うもので、 3月25日におこ

なわれる.最初はシリア、小アジア等で生誕祭の準備祭の一部としておこなわれていたが、 560年のユ

スティニアノスの勅令によって、 3月25日におこなわれることとなった.実際にはこの日付はアンティ

オキア起源のもので‘イエスの磯野IJが3月25日だったとの伝説と、異教時代の春分の日の祭とが関係し

ていると考えられている.なお生誕祭の日付は受胎告知から 9ヶ月後、進堂祭はさらにその40日後で、

キリストの生誕にちなむ一連の儀式の日付は、この受胎告知の日付から計算されたものである.この祭典

はマリアの五つの大祭の一つで、また12大祭のうち唯一、復活祭とその前後の一連の儀式と重なる可能

性がある219)

それゆえ『テュピコン』の記述は大変緩滋なものとなっている.最初に語られるのは受胎告知だけの場

合である220) それは以下のようになっている.

r3月24日.パレスティナのカイサレアの神聖な50人の殉教者の儀式.

この日の夕方、すべてに神聖な汚れなき女主人、我等が神を宿す方(テオコトス)、永遠の乙女マリア

が善い知らせを受け取ったこと(=受胎告知)のための晩祷.行進は大教会からカルコプラテイアの最高

に神聖なテオコトスの教会に、慣例どおり下る.そののち予備聖別の儀式を始める.祭ゆえにいかなる者

も(朗読に)追加しない.そして規則どおり徹夜の勤めをする.

明くる目、つまり同じ月の25目、患も神震な大教会で、 (朝の勤めの)鍔編50番でモード4のトロ

パリオンを唱える・

制の勤め、第三・第六の~Jの勤めの後、三重唱を唱え、聖歌隊はアンポで同じトロパリオンを始める.

フォロスで神の栄光を讃え、輔祭が大連梼を唱える.そのあとで聖歌隊が同じト口パリオンを始め、行進

は向きを変えてカルコプラテイアに下りる.そして神の栄光を讃える.その後、総主教はシュントロノン

に上る.j 221) 

それからこの教会で聖体礼儀がおこなわれる.

この3月25日の受胎告知の日について『クレートロロギオン』は以下のように記している.

r3月には注目に価する壮麗な、最高に神聖な女主人、我等が神の母、永遠の乙女マリアの受胎告知の

祭がおこなわれる.いつもと同じ行進をカルコプラテイアでおこない、皇帝は宮殿に入り・・.J 222) 

続けてユスティニアノスのトリクリノスでの宴会の嫌子が説明される.

一方、 『儀式について』ではまず第1章に記述があるがロ町、これはデーモスの行動に関する但し書

きで、ほとんど参考にならない.しかしなぜか第30章224)に『最高に神聖な聖母の受胎告知の祭と四

旬節第三週の日曜日が重なった時に見られるべきことJという題でカルコプラテイアの聖母教会での儀式
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の機子が語られている.四旬節第三週日曜日を取り扱った第29章の記述Z2S} と比絞して、重複しない

部分を妓き出すと以下のようになる.

まず皇帝は大宮殿内で四旬節第三週日雌日の儀式を執り行う.そののち皇帝は膏銅門(カルケー)を経

てハギア・ソフィアへと向かう.

「・・・カルケーの大きな門を出ると、デーモスが決められたところに立っていて、皇帝に一回、十字

を切る.ノタリオス溜ま習慣通りに鵠を唱える.そして皇帝は神聖な井戸の門を入り、蝋燭をつけて祈る.

総主教は教会内から神聖な井戸へと続く門の中で皇帝を迎える.互いに挨拶と接吻をすると、教会に入る.

皇帝は嫌燭をつけて、神聖Eな扉の前で祈り、祈り終えると至聖所に入る.祭壇に腕いて祈り、ベーマから

出るとソレアを通る.ソレアを出るときに、彼にプライポシトスが行進用の蝋燭を渡す.そして祭のトロ

パリオンを始める r我等が安全の要たる今日J.全員蝋燭を手にしている.皆に先導されて皇帝は、身

廊の中心を通り皇帝の門から出て、ナルテックス、アトリウム‘アテュル(アトリウム西側の建物)を通つ

て出て・・・ J226) 

それから皇帝はフォロスのコンスタンティノス 1世を記念する柱のところまで行く.そこには霊コンス

タンティノスの礼拝堂がある.皇帝はこの前の段を上り、障壁の右側に立ち、廷臣途はより低いところ、

復衛兵は皇帝の左右、他の出席者逮はフォロスの真ん中に並んで立つ.

「行進と共に総主教が到着すると、彼等の中央を通り、人々は行列の左側の郎分、元老院(の建物)の

前に立ち、孤児還は官位ある人々の中央に立つ.そして十字架が段を上るときに、その埠所に皇帝は立ち、

鍋燭を皇帝は灯し十字架に践く.それから蝋燭をプライポシトスに、また彼は儀式長官に返し、彼は行進

用の燭台にこれを固定する.十字架は中央、皇帝の後ろ、教会の門の脇に置く.総主教は仕来り通りに教

会に上り入る.他の聖践者逮は皇帝の左側の普通の人々と、低いところに立つ.連祷がおこなわれると、

皇帝は蝋燭を灯して腕く.そして蝋燭をプライポシトスに、また彼は儀式長官に返し、彼は行進用の燭台

にこれを固定する.皇帝は段を下りて、プライポシトスから行進用の蝋燭を取り、前述の全員に先導され

て・・・ J227) 

そして皇帝はラウソス宮の脇のポルテイコを通って.カルコプラテイアの聖母教会へ行く.このラウソ

ス宮は5世紀のアルカディオス帝の侍従長であったラウソスによって建てられた228) ヒッポドロモス

とメセーの聞に位置し、戦後、発掘調査がおこなわれた目的.宮殿の中心はニッチを左右三つづっ、計

6個持つ長方形の広間で、当初は美術ギャラリーとして使用されたが、のちに火災で焼失し6世紀に同織

のプランで再建され、邸宅として使用された.しかしこの建物も 7世紀に火災に襲われ、 10世紀にどの

ような状態でこの建物が残っていたのかは不明である目的.

「そしてナルテックスに入ると、腰鈴けて総主教の到着を待つ.行進を従え総主教が到着すると、皇帝

48 

の門の右側ゆ門から人々と聖強者の一団が入り、孤児違と府主教達、主教逮は皇帝の前を通り、彼に腕き、

皇帝の門から身廊に入る.総主教が到着すると皇帝は立ち上がり、両者互いに脆<.そして皇帝の門の前

に行って立点.総主教は入織の祈りを唱え、一方の皇帝はプライポシトスから蝋燭を受け取って祈り、再

びこれをプライポシトスに戻し、この者は儀式長官に(渡す). 

総主教ts祈りを終えると、皇帝は価値ある十字架と汚れなき福音書にE危き、両者を手で触れる.身廊の

中央を通ってソレアに入り、神聖な扉まで行く.そこで蝋燭に火を点け祈り、これをプライポシトスに戻

して、至聖所に入る.祭寝にE危き、プライポシトスから献納品を取ると、これを祭績の上に置く.そして

左側の部分の通路を通って外に出て、神聖な箱に入る.神聖な扉の前に立ち、蝋燭を灯し祭壇に腕き、そ

こに献納品を置く.そしてそのまわりに香を焚き、外に出る.同様にして左側にある礼拝所でも祈り、献

納品を祭塩の上に置き、外に出て木の階段を上ってギャラリーへ入り、そこで神の典礼に加わる.さて神

との結合の僚会にはこ人のシレンティアリオスが総主教を、皇帝に神聖な肉体と価値ある血液を与えるた

めに戻るよう、呼ぶために下へ行く.領聖を受けた皇帝はメータトーリオンに入り、プライポシトスから

合図を受けた儀式長官はシュンクレートス全員を呼ぴ、 (彼らは)総主教の手から領聖を受ける.そして

その後、皇帝はメータトーリオンから出て、皇帝と総主教は両者互いに挨捗を交わす.総主教は神の典礼

をおこなうために下に行き、一方の皇帝は金の刺繍のスカラマンギオンを脱ぎ真珠と宝石の剣をつける.

パトリキオス逮とクープークリオンの高官逮はサギオンを脱ぐ.そして神の典礼が終わると総主教は上に

来て、皇帝と総主教と互いに挨拶を交わし.皇帝に祝福を与え、皇帝は彼に献納品を渡し総主教は皇帝に

塗j由をする.

皇帝は冠を総主教に被らせてもらうと、木の階段を通って左の部分の女性の所へ下り、学絞のコンクの

段を下りて、ポルテイコへ続く門から出て、そこで罵に乗り、プライポシトス達、オスティアリオス達、

他の全員も同織にする. ・・・ J231) 

そして大宮殿に戻るが、宮殿に入る際に青銅門のそばにある主の教会による.

「・・・パトリキオス違とストラテーゴス違は主の門の前で待ち、彼等は皇帝に歓呼する.皇帝が門の

中に入ると、クービクーラリオス逮は門を閉め、彼等は歓呼する「多くの善き時をJ.プライポシトスは

皇帝の頭から冠を取ると、皇帝は主の教会に入り、蝋燭を取って祈り、それをプライポシトスに返す.主

の通路(ディアパテイコン)を通り(大宮殿内の)トリコンクへ・・・ J232) 

そののち招待客と夕食をとる.

以上の引用部分が、もしもそのまま通常の場合の受給告知の日の儀式と同じだとすると、他の二つの史

料と内容的に一致する.またそうでないとする理由も特に見つからない.

この章の最後には、この儀式に関する但し書きが付いている. r風があるときJと題されたこの段落は‘
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おそらく嵐となった湾合における儀式の変更点を位したものであろう.

「以下のことは重要である.もしもこの日に風があるときは、ポルテイコを通り、フォロスの元老院へ

上り、元老院の中央に移動式の机があり、そこで以前の説明にあるように全てを終える.そして再び先の

ポルテイコを経て、ラウソス(の宮殿)に下りて左へ幽がりカルコプラテイアへ行く.全ての物事をおこ

なうが、ただし皇帝はこの混合ギャラリーには上らず、神聖な箱にあるトロピケー(に行き)、そこで神

の儀式をおこなう.そして外奮を身に値い、 (屋外の儀式はせずに)再び宮殿に戻り・・・」目3)

さて受胎告知が他の祭日と重なる場合についてであるが、 『テュピコン』はそれぞれの場合について解

説している 234) 聖枝祭と重なる時、霊木幡日と重なる時、聖金曜日及び聖土曜日の混合、復活祭と重

なる場合、復活祭の月曜日と重なる場合、復活祭の火、水、木、金、土曜日と重なる時.以上がそのすべ

てで、残念ながら四旬節第三週日曜日と重なる場合は特に配されていない.これらのうちで復活祭と重な

る場合と復活祭の月櫨日と重なる場合は例外で、他の場合は大教会、フォロス、カルコプラテイアという

枠組みに変更はない.このことから考えて四旬節第三週日曜日と受胎告知とが重なっても、この枠組みに

変更はなかったものと恩われる.

ちなみに復活祭と重なったときは、大教会からフォロスに行進し、そののち再び大教会に戻って聖体礼

儀を執り行う.復活祭の月曜日の場合は、大教会での朝の動めの後で、フォロスに行進しここで聖歌を歌

う.それからディアコニッサの聖母の教会へ行き違梼をおこなう.そして聖使徒数会に行き霊体礼儀をお

こなうのである.

これに関して『儀式について』では第10章に以下のような記述がある.復活祭の月曜日が受胎告知と

重なったとき、皇帝は受胎告知のときの衣装でフォ口スに行き儀式をおこない、メセーを行進して行く.

「・・・そしてディアコニッサの全てに神聖な聖母(の教会)まで行く.そこに着くと、教会に入り使

徒還と汚れなき福音書に祈りを捧げる.礼拝が終わると、皇帝は宕ていた受胎告知の服を脱ぎ、この(日

の)服を、つまり復活祭第二の(日の服を)を、既に述べたように縫う.そしてアンポの聖歌隊が歌い始

める. fキリストはよみがえったJそこから出ると皇帝は行列と進み、儀式長官はトロパリオンを始め、

聖使徒の教会まで行く・・・」目5)

このことから、受胎告知と復活祭の月曜日が重なった場合の儀式の次第が、 『儀式について』と『テュ

ピコン』とで、大体同じことがわかる.

ディアコニツサの聖母の教会は、同じ章のte述から、雄牛のフォルム(フォルム・タウリ)とフィラデ

ルフイオンの中間のメセー沿いにあったことがわかっている目的.フィラデルフイオンは現在のシェハ

ザーディ・ジャーミーのあたりのことで23円 、ここでメセーが大きく向きを変えていた.かつてはこの

教会は力レンデルハネ・ジャーミーと同一視されたり、ベヤジッ卜・ジャーミーのあたりだと考えられた
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りもしたが、現在では否定されている238)

ネア献堂

通常「ネア(=新しい)Jと呼ばれる教会は大宮殿にパシレイオス 1世によって建設された239) そ

れゆえこの教会の献堂を記念するこの儀式は、大変新しいものである.

『クレートロロギオン』にはこの教会の献堂配念祭について、以下のような記述がある.

f5月1目、新教会の献堂のte念をおこなう.ファロスの聖母の教会から行進、神の典礼の後に、素晴

らしいクリユソトリクリノスにて皇帝の宴会・・・ J240) 

『儀式について』には以下のような儀式が描かれている241)

まず皇帝は総主教とクリユソトリクリノスで待ち合わせをする.宮廷の高官逮は新大教会のナルテック

スに下り、ここで待っている.そして「全てのクープークリオンはホーロロギオン、クリュソトリクリノ

ス、パンテオンのヴオールトとフユラクスを通り、一つ扉(モノテユロン)を越えるとファ口スの愚も神

聖な聖母の教会に着く.そこで主人達は立ち上がると、総主教と密かに秘密の(戸口)をくぐり個室の

(続く)通路を経て、ファロスの最も神聖な聖母の教会へとやって来る.ここで主人達はナルテックスに

立っているが、総主教は祭壇まで入り、いつもと同じ祈りを行い、 トロパリオンの聖款を捧げる.そして

総主教は神聖な福音書を持って祭壇から出ると、この礼斧堂の皇帝の門へ行く.もちろん舗祭の長は行進

用の十字架を運ぶ.主人達はプライポシトスから蝋燭を受け取り、蝋燭と共に三回礼拝して神への感謝を

表し、そして福音書と十字架に接吻し、舗祭は香を焚く.皇帝l立総主教と連れ立って教会から出て、テラ

スへ向かつて続く門から出るとプライポシトスから行進用の蝋燭を受け取り、行列を通り篠け、テラス

(へーリアコス)の真中、一つ扉の通路を経て、ブーコレオンの階段を下り、右に曲がって新教会のナル

テックス{ここにはシュンクレートスが立っている)へ向かつて下る.そして献堂祭の入湯の勤めをおこ

なう.皇帝逮は仕来り通りに、総主教と共に至聖所に入るが、総主教が先に入り、皇帝逮は神聖な扉の外

に立って、プライポシトスから蝋燭を取り、蝋燭をてに三回脆いて神への感謝を示し、その後、至聖所に

入る.まず第一に神聖な扉に、それから祭壇の布に接吻する.そして祭塩に献納品を置いてベーマを通り

退出する.このベーマでは蝋燭をつけて、習慣通り布に接吻する.側l廊を通って退出するが、神の友の皇

帝パシレイオスのイコンのところで蝋燭を灯す.そして総主教に暇乞いをして、退出しここのプロセウカ

デイオンに入る.これは海に向かったナルテックスを出たところにある.ここには椅子があり布(カーテ

ン)が吊ってあり、自分のクラニュデイオンを脱ぐ.そして立って神聖な福音書の朗読を待つ.それから

プライポシトスから蝋燭を取ると、神聖な福音書に耳を傾ける.礼拝の祈りが終わると座る.そしてアル

トヲリネース逮と共に、宴会の食卓と皇帝の大宴会の表を作る.その後、皇帝遣は密かにこのナルテック
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スを経て、秘密の階段を通り、これはこのナルテックスのテラスへ上っているが、宮殿に入る.J 2.2} 

しかし『テュピコン』の5月1日の項を見ると、預言者ヒェレミオス(エレミア)と使徒ベトロスの記

念日ということしか位録されていない243)

福音書作者聖ヨアンネス

5月8日は福音書作者霊ヨアンネスの記念日である. ~テュピコン』はこの目、大教会から行進が夜明

け前に出発し、フォ口スで礼拝した後、へブドモンの聖ヨアンネス教会まで進み、ここで聖体礼儀をおこ

なうことを記録している244)

しかしこの5月8日の儀式に関して『儀式について』は何も語っていない.

一方の『クレートロロギオン』は、以下の簡単な記述を残している.

r5月8日、へプドモンへ信音書作者を記念する行進を行う.ミサの後、宴会を行う.仕来りに従いシュ

ンクレートス全員を机に合わせて招待する o J 245) 

聖コンスタンティノス

『テユピコン』の5月21日の箇所246) には以下のような記述を見ることができる.

この日は皇帝コンスタンティノス 1世とその皇太后へレネの包念日で、大教会、聖使徒数会、ポーヌス

貯水池の彼等の教会で儀式がある.総主教は皇帝と元老院穏員と行進して、そこで聖体礼儀をおこなう.

ポーヌス貯水池のそばにはコンスタンティノスをまつった教会は二つあった.霊コンスタンティノス修

道院とポーヌス宮殿の教会とである247) しかし皇帝と総主教が同行することから考えて、 『テュピコ

ン』が述べているのは宮殿の教会のことであろう.ポーヌス貯水池は同名のパトリキオスによって7世紀

に建設された.場所は不明だが聖使徒数会の北東かと思われる248)

この儀式に関して『儀式について』は第2巻第6章2明 でふれている.以下にその主要部分を引用す

る.

前回、皇帝の命令があれば、ポーヌスの新宮殿へ行進する.十字架の前で晩祷し、そして当日の第二の

刻の頃、皇帝は乗馬して出発する.

「・・・聖使徒へと行き、そこで馬から下りて、アトリウムの大きな門を通ってナルテックスに入る.

そしてこのナルテックスで東に向かって左へ曲がり、そこの釣り下げられた布の中へ入る.なぜならそこ

には帝室の裕子があって、彼の着替えが用意されているからで、自分のディペーテーシオンとクラミュス

をかえ、聖使徒の教会に入る.そして神聖な扉の前で蝋燭と共に三回脆いて、神への感謝を表し、そのペー

マで東に向かつて左に向きを替え、墓所へと、言い換えれば霊コンスタンティノスへと進む.その場所へ
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続く門のところで総主教が彼等を出迎える.そして再びそこのベーマで、蝋燭と共に三回脆いて、神への

感謝を表し、総主教は香炉を第一の皇帝に戻し、神聖なベーマと正統な(信仰の)皇帝レオンの、神聖な

皇后テオファノの.正統にして神聖な皇帝パシレイオスの、善良な諸帝の、そして問機に神霊かつ栄光に

満ちた皇帝、最初のそして偉大なコンスタンティノスの基に香をまく.皇帝が総主教と共にこれらを成し

遂げると、総主教はベ マに入って祈りを俸げ、歌手違はトロパりオンを歌う. rあなたの十字架の姿を

天に見て・・・」皇帝は総主教に暇乞いをすると彼に接吻し、マギストロス達、パトリキオス達、シュン

クレートスの他の者違と共に行列を組んで、万聖人のアプス(裏側の)の中庭を経てJ250} 

外に出ると来た道を戻り、ポーヌス宮の庭に入り、玉座について聖職者逮の行進を待つ.

「宮殿の庭の門から行列が入ってくるまで歌手速は卜口パリオンを歎う. rあなたの十字架の姿を天に

見て・.. Jそして(行進が)門から入場すると献堂記念祭の聖歌を歌い始める.つまり「あなたの栄光、

キリストよ神、使徒遣の誇りJを.総主教は、皇帝遣の座っている場所に近づき、立ち上がって皇帝逮は

彼を歓迎する.すぐに献堂記念の続きがおこなわれる.習慣に従い教会の創建式と開館式をおこない、総

主教と共に皇帝達は中に入り、聖コンスタンティノスのベーマの中へ進む. (ここの(二つの)ベーマは、

一つが聖へレネに建てられ、もう一つにはまた霊コンスタンティノスの銀のキポりオンが盤えている)そ

こで鍋燭と共に三回脆いて、神への感謝を表し、向きを変えて左から出て段を上り、聖コンスタンティノ

スの大十字架の前に立つ.汚れなき聖なる編音書を待つ.礼拝が終わると、ここの宮殿に行き、神の典

礼が終わると、総主教、シュンクレートス、H守主教ら、命じられたものと宴を楽しむ.J百円

なお『クレートロロギオン』にはこの日の儀式はic鼓されていない.

聖コスマスと聖ダミアノス

7月1日に関して『テュピコン』は以下のことを述べている252) この日は神聖な医師、ローマの殉

教者コスマスとダミアノスの記念日で、タ・パウリヌーのこの聖人の館で集会がある.朝、大教会から行

進してフォ口スに行き、そこで祈り、上記の教会まで行って聖体礼儀をおこなう.

『儀式について』の記述は簡単なものである.以下にま芸当部分を第2巻第 13章から引用する.

f7月 1日.同織に(儀式を)執り行う.神聖な医師遠の記念日である.皇帝違はタ・パウリヌー{パ

ウリヌス地区)のこの聖人達の畏怖の念をおこさせる教会へ行く.出発する皇帝途は騎馬を命令するか船

を命令するかである.既に述べたように順番に行進を執り行う.皇帝逮がタ・パウリヌーに行くなら馬で

も船でも、スカラマンギオンを着て行く.皇帝違は神聖な扉の前で蝋燭を手に祈り、神聖な聖遺物に脆き、

蝋燭を灯す.外に出てアトリウムに入り、乗馬して宮殿の方に向かい、騎馬を命じるか船を命じる.多く

の湯合ブラケルナイの宮殿で会食を始め、そして夕方宮殿に入る.この日は皇帝遣は霊なる至聖所には入
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らないo J 253) 

タ・パウリヌーはテオドシウス 2世の幼なじみにちなんだ地名で、市壁の外、現在のエユップの丘の上

である254) ここにはコスミデイオンと呼ばれる荷重人の修道院があった255)

なお『クレートロロギオン』にはこの臼の儀式は記鼓されていない.

教会和解

この祭日は、レオン6世の四重婚問題で生じた教会と宮廷の不和が、解消され両者が和解したことを祝

うものである256)

ウ'ォクトはこの儀式が 7月6白(あるいは9日)と 12日の聞におこなわれると述べているが257} 、

『テュピコン』の該当部分にはこのまつりに関する記述はまったくない.また『クレートロロギオン』も、

成立年代から考えて当然のことだが、この日のことには何も触れていない.

唯一『儀式について』だけが、第 1巻第36章258)でこの儀式について述べているが、それも簡単な

ものである.通常教会に行く爆合の慣例に従うことが配されたのちに、以下の引用部分がくる.

『皇帝!立神~な井戸に行き 、 そこで王冠を外す.そして彼を迎えた総主教と二人は聖エイレーネーに行

く.そして全ての教会の行事がきちんと終わると、この聖エイレーネーの教会から行列を組んで、行列の

状態のまま聖ソフィアに戻り、この教会の側廊を通りナルテックスに入る.ここで行進の儀式をおこない、

入湯する.そして皇帝と総主教は他の司祭遣すべてと共に、入り、他の行進の時と問機に戻るようにする.J 

預言者エリアス

『テュピコン』は7月20日の項259)で以下のことを書いている.

この日が預言者エリアスの昇天の記念日だということ.大教会からフォロスへ行進しそこで祈りを俸げ

たのちに、ベトリオンの預言者の教会へ行き聖体礼儀をおこなうこと.ネアで皇帝、元老院、総主教が出

席する儀式があること.

ベトリオンというのは人名(ぺトロス)に由来する地名で、金角~沿い、現在スルタン・セリム・ジャー

ミーがあるあたりから海にかけてである2刷 .残念ながらこの教会は現存せず、 t曇所も不明であるがス

ルタン・セリム・ジャーミーがこの教会の敷地に建っているとする説もある261)

『クレートロロギオン』はこの儀式について

r7月20目、預言者エリアスを記念して、宮殿内廿L拝者の行列がおこなわれる・・・ (中略)

官僚違の礼拝者は聖母の教会から壮麗な大新教会の教会へ向かつて行進し、神聖な儀式が終わると皇帝の

宴席がクリュソトリクリノスで催され・・・ J262) 
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と書いており、 『テュピコン』と内容の一致を見る.

しかしこの儀式に関して愈も詳細な記述は『儀式について』のものである.以下この祭日に関して述べ

た第19章263) を見ていくことにする.

まず前の夜に元老院の面々はクリュソトリクリノスを通って

「ファロスの最も神聖な聖母の教会に入る.業の大理石の中のアナトリカ (という名の戸口)には帝室

の(蝋燭)を持った門番がディアイタリオス達を従えている.そしてシュンクレートス達がそこを通ると、

それぞれに帝室の(蝋燭)をくれる.シュンクレートス遼が最も神聖な聖母の教会に実際に入ると、出席

者遣は蝋燭の儀(=晩祷)を初める.それが終わり、震後の祈りの時には、最も賢明にして善良な皇帝レ

オンが作った「汝と共に埋め」にのって聖歌を唱え、この演奏は交唱聖散の(形式で)クープークリオン

違と帝室の聖職者逮が歌う.この訴編の詠唱が終わるとマギストロス達、プライポシトス達、アンテュパ

トス達、パトリキオス逮、オッフィキアリオス逢は、皇帝から小さな銀の十字架の贈り物を受け取り、総

主教は明くる日の神の典礼を終わらせるために、いつ戻って来たらよいのか教えられるo J 264) 

そして夜明け時から皇帝と元老院議員は準備し、皆で大新教会のナルテックスへ下りて総主教を迎える.

そののち一旦クリュソトリクリノスに入り、そこから

「出るとプライポシトス逮は彼らのまさに全員を導き、主人達は通常通りに彼らと密かに秘密の(戸口)

をくぐり個室の(続く)通路を経て、ファロスの最も神聖な聖母の教会へやって来て、そして聖エリアス

の礼拝堂へと入る.ここで主人遣はナルテックスに立っているが、総主教は祭塩まで入り、いつもと同じ

祈りを行い、 卜口パリオンの聖歌を捧げる.そして総主教は神聖な福音書を持って祭壇から出ると、この

礼拝堂の皇帝の門へ行く.もちろん舗祭の長は行進用の十字架を運ぶ.主人遣はプライポシトスから蝋燭

を受け取り、蝋燭と共に三回礼拝して神への感謝を表し、そして福音書と十字架に接吻し、縞祭は香を焚

く.皇帝は総主教と連れ立って教会から出て、そして自分途でファロスの教会の真ん中を通り、テラスへ

向かつて続く門から出るとプライポシトスから行進用の蝋燭を受け取り、行列を通り妓け、テラス(へー

リアコス)の真中、一つ扉の通路を経て.ブーコレオンの階段を下り、右に曲がって新教会のナルテック

ス(ここにはシュンクレートスが立っている)へ向かつて下る.そしていつもの教会の入渇の勤めをおこ

なう.皇帝逮は仕来り通りに、総主教と共に新教会の聖エリアスの礼拝所の至聖所に入るが、総主教が先

に入り、皇帝違は神聖な扉の外に立って、プライポシトスから蝋燭を取り、蝋燭をてに三回焼いて神への

感謝を示し、その後、至聖所に入る.まず第一に神聖な扉に、それから祭湿の布、そしてここに保存され

ている神聖な預言者の羊の皮に接吻する.そして祭壇に献納品を置いてベーマを通り退出する.このペー

マでは猟燭をつけて、習慣通り布に按吻する.仰l廊を通って退出するが、神の友の主パシレイオスのイコ

ンのところで鍬燭を灯す.そして総主教に暇乞いをして、退出しここのプロセウカデイオンに入る.これ
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はj毎に向かったナルテックスを出たところにある.ここには椅子があり布(カーテン)が吊ってあり、自

分のクラニユデイオンを脱ぐ.そして立って神聖な福音書の朗読を待つ.それからプライポシトスから蝋

燭を取ると、神聖な福音書に耳を傾ける.連衝が終わると座る.そしてアルトクリネース逢と共に、宴会

の食卓と皇帝の大宴会の表を作る.その後、皇帝逮は密かにこのナルテックスを経て、秘密の階段を通り、

これはこのナルテックスのテラスへ上っているが、皇帝違は宮殿に入る.J 265) 

儀後にこの後、慣例どおりに晩餐会をおこなうことが記されている.

聖パンテレエモン

『テユピコン』の7月27日の部分266)には、この目、聖パンテレエモンの記念祭をおこない、大教

会からフォロスへを行進し、ここで礼拝したのちさらに進んで、この聖人の教会で聖体礼儀をするとある.

しかしどの聖パンテレヱモンの教会かは書いてない.

一方、 『儀式について』には以下のような記述がある.

r7月27日.同様に(儀式を)執り行う.聖パンテレエモンの託念日である.皇帝違はタ・ナルスー

{ナルセス地区)のこの聖人の畏怖の念をおこさせる教会へ行<. ・・・{中略・もし皇帝が船を使うな

らばタ・カニクレイウー(秘書官地区)で高官は待ち、側近は皇帝と共に船で行ってタ・カニクレイウー

の船着き場で合流、罵で進むことが、ここでは書かれている) ・・・ポルテイコのプロピユライアまで行

き、そこで篤から降りる.階段をよりアトリウムの東に向かって右側の部分を通る.そこにはマギストロ

ス途、パトリキオス達、帝室の者逮がいて、皇帝逮を歓迎する.そしてそこから皇帝逮はナルテックスに

入り、金で飾られたサギオンを値い、蝋燭を点けて皇帝の門を入る.そして入ると身廊の真ん中とソレア

を通り、神聖な扉の外で再ぴ蝋燭を灯す.そして神聖な至聖所に入り、布と殉教者の聖なる頭に綾吻し、

ベーマの東に向いて左の節分を通って、そこにあるテトラセ口ンに入る.そして再び霊職者逮が神聖な頭

を持ってきて、再び蝋燭を手に皇帝逮は脆き、それ(頭)から神聖なアポミュリスマ(=聖水?香油?

267) )を取る.そして外に出て中庭に入り、そこのアナデンドラデイオン(=縫物歯?)に入る.そこ

で影に入ると、スカラマンギオンを脱ぐ.そしてコロピアを纏うと、戻ることにし宮殿までの乗馬を命じ

るか、帰り道もそうしたいならば船を命じるo J 268) 

タ・カニクレイウーは秘書官(ホ・エピ・トゥー・カニクレイウー)という単語に由来する.位置はお

そらく現在のシュレイマン・ジャーミーの北の金角湾沿いの何処かであろう269) タ・ナルスーはナル

セスという人名に由来するが、と.のナルセスなのかは諸説ある.また具体的にどのあたりをさすのかも諸

説あるが、ジャナンは『儀式について』のこの部分の記述から現在のシュレイマン・ジャーミーの北東の

一得だとしている270) だがこの地区のパンテレエモンの教会は現存しないし場所も不明である271)
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上記の『儀式について』と『テュピコン』の記述は閉じ儀式に関するものなのだろうか.マテオスはそ

う考えているようである.つまりかれは『テュピコン』で述べている教会はタ・ナルスーのそれ、つまり

『儀式について』で言及されているものだと見ている.しかし『儀式について』の記述には、例えば総主

教の登場のような両者の関連を決定づける要素は見られない.ここでは特に否定する理由もないので、マ

テオスに従うことにする.

なお『クレートロロギオン』はこの日の儀式には触れていない.

十字架の提示

『テュピコン』の8月1日の項1こは27町 、一番最後に簡潔に

「この目、貴重な木を水に浸す儀式がある.J 

とだけ書いてある.また『クレートロロギオン』にはこの日に関しては何ものっていない.そして『儀

式について』第二巻第八章273) にこの日の儀式についての記述があるが、これは大宮殿の中で完結した

もので、おそらく『テュピコン』の儀式とは別のものであろう.それは以下のようなものである.

「早朝の頒歎を歌うと、スケウオフュラキオンに(価値ある木を)おく、そして教会(ネアつ)の中、

皆が跳〈所で、長司祭は水をかける.早朝(の儀式)が終わると、すべての帝室の聖職者が近くに立ち、

十字架を讃える聖歌(スタウローシマ)を歌う.そして命令をする皇帝遼は、入ると価値があり生命のあ

る十字架に接吻する.J 274) 

このあと、正装して鍬燭を持った門番、皇帝の聖戦者(ネアの聖駿者)達、ダフネーの聖ステファノス

の聖臓者達、宮殿の人逮が、この十字架を掲げて行進し、宮殿内を練り歩いてダフネ一宮の聖ステファノ

ス教会におく.

同様な儀式が8月， 3日にもおこなわれる.

変容祭

ベトロス、ヤコポス、ヨアンネスの3人がキリストと山に登ったところ、彼の飯が太陽のように鰻き服

が光のように白くなり‘モーゼとエリアスと語り合っているのが3人には見えた.この事件を記念したの

が変容祭で8月6日に執り行われる.この祭日は比較的新しく 6世紀前後の成立で、帝都に入ってきたの

は8世紀初頭、おそらくイェルサレムから来たものと恩われる.この祭は， 2大祭の一つに数えられてい

るZ7S)

『テュピコン』には大教会で前復に晩梼と徹夜の勤め、当日の早朝に勤めがあったのち、聖体儀礼がお

こなわれることが書いてある276)
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また『クレートロロギオン』には以下の記述がある.

r8月6日の日に、神の大きく普通的な教会(ハギア・ソフィア)で変容の行進がおこなわれ、神聖な

儀式が終わると・.. J 277) 

ユスティニアノスのトリクリノスで宴会がおこなわれる.

前章ですでに見たように『儀式について』には、この祭日を独立して取り扱った章はない.第1章の記

述から生誕祭に準じることがわかるだけである278) しかしながら、これらの記述から生誕祭、神現祭

と同僚にハギア・ソフィアで儀式がおこなわれ、皇帝もそれに参加したことがわかる.

聖母就寝祭

この祭は聖母マリアの死を主題としている.おそらく起源はイェルサレムで、 6世紀には8月15日に

おこなうことが慣例となっていた.この祭日もマリアの五つの大祭の一つである279)

『テュピコン』を見ると8月15日の項280) には、以下のことが位されている.聖母の就寝祭はプラ

ケルナイの聖母教会でおこなうが、早朝、行進してベトリオンの聖エウフェーミア教会を経てプラケルナ

イまで行くこと.前夜、総主教参加でカルコプラテイアで晩祷、そののち徹夜の勤め.当日は朝の勤めの

のち、総主教はベトリオンへ行く.そこで礼拝後、プラケルナイへ行進し、ここで箆体礼儀.

ベトリオンというのは前述のように金角湾沿い、現在スルタン・セリム・ジャーミーがあるあたりから

海にかけてである281) しかし残念ながらこの教会も現存していないようである282)

また fクレートロロギオン』には以下のような部分がある.

r8月15日には、人々は最も神霊な女主人、我等が聖母の就寝の行進をブラケルナイのすべてにおい

て至高の彼女の教会へおこなう.そして神聖な典礼が終わると、 i毎の宮殿の下のトリクリノスの特別の食

卓で宴会を催す.J 283) 

一方、 『儀式について』では第2巻第9章284) にこの祭日の記述を見ることができるのだが、しかし

実は、前夜プラケルナイで礼拝に参加するか否か、参加しない場合、天候が良ければ船で、悪ければ馬で

行くこと、ブラケルナイ宮での準備の儀式、等が記述の中心となっており、教会での儀式が始まるところ

で章が鈴わっている.以下に引用したのはその最後の部分である.

「彼ら(廷臣逮)に先導されて皇帝は再び、 (教会の)ポルテイコの外に斜めに配置された列柱を通り、

そこで行進を従えた総主教を出迎える.プライポシトスから蝋燭を受け取り、祈り、再びそれをプライポ

シトスに戻す.そして掲げられた福音書と命ある十字架に践く.そして皇帝と総主教は両者互いに挨拶を

し、接吻をする.皇帝はプライポシトスから行進用の蝋燭を受け取ると、向きを換えて先程のポルテイ コ

を通る.儀式長官は卜口パリオンを始める. r守護に満ちた処女の産み出した者において.Jこのトロパ
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リオンを前述の皆は奏でつつ、大教会のナルテックスに入る.官位の他の者逮は進堂祭に従って、この祭

を見る.J 285) 

ブラケルナイの聖母教会での聖母就寝祭の儀式が進堂祭に準じることは、この部分からわかる.ちなみ

に引用部分は、進2霊祭に関する第 1巻第 27章の教会への入織に関する部分のae.述と、そっく り閉じであ

る.

そうするとこの三つの史料の内容は、互いに矛盾しないことになる.

聖ディオメデス

『テュピコンJ8月16日の項286) には、聖ディオメデスの記念祭が黄金門のそばの聖母の教会の中

のこの殉教者の堂でおこなわれることが書いてある.

また『クレート口ロギオン』には以下の記述がある.

「同じ日 (聖母就寝祭)の午後、皇帝は聖ディオメデスの教会に行く.そして明くる目、典礼をおこな

}
 
7
 
8
 
2
 J
 

• • 
、
L
 
しかし残念ながら『儀式について』にはこの日について記畿がない.

洗礼者聖ヨアンネス(あるいは皇帝パシレイオス)

まず8月29日が、 三つの史料でそれぞれどのような日として扱われているのか、比較して見たい.

『テュピコン』のこの日の項は以下のようになっている288)

「同月 (=8月) 29目、先駆者にして洗礼者、霊ヨアンネスの高貴な頭が切り落とされた記念日.彼

の儀式をタ・スパラキウー(ママ)の最も神聖な彼の預言(の教会)でおこなう.あけがた大教会から行進

がJ289) 

ハギオス・スタウロス修道院の写本は、ここから先が失われている.マテオスはこれをパトモス島の循

音書作者室ヨアンネス修道院の写本で補っているが、基本的内容は矛盾しないようである.ジャナンはこ

の「タ・スパラキウ一目的Jを「タ・スフォーラキウ _ 291) Jの異なる綴りのーっとしている目町.タ・

スフォーラキウー(スフォーラキオス地区 人名に由来する)の洗礼者のそれはミリオンからフォ口スへ

行くメセーの北側にあり、 1 0世紀の洗礼者信仰の中心の一つであった293)

しかしながら『クレートロロギオン』の記述は、これとはまったく異なっている. r同じ月 (8月)の

29目、神聖にして正統な偉大な皇帝、我等がパシレイオスの記念(祭)をおこなう.スカラマンギオン

をつけて、皇帝遠のしたように霊使徒の教会に行進し、神聖な典礼を終えると.栄光と共に問機に引き返

し、ユスティニアノス・トリクリノスで宴会をおこない・・.J目叫
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ところがこれに対して『儀式について』では、以下のように述べている.

r8月 29日.同様に(儀式を)執り行う.洗礼者(前を行くもの プロドロモス)霊ヨアンネスの斬

首(の記念日)である.皇帝はタ・ストゥーディウー(ストゥーディオス修道院地区)のこの聖人の教会

へ行き、既に述べた霊パンテレエモンの記念日のやり方に従う. ・・・ (中略:あけがた皇帝は海路を行

き、廷臣逮は教会の海側の門の外に集合、訪問先の修道院の修道僧違と皇帝の近侍は港で待ち、そこで皇

帝と合流して教会に向かう) ・・・皇帝遼が門に近づくと、そこにはマギストロス達、パトリキオス達、

オッフィキアリオス逮がいて、皇帝逮に彼等はひれ伏して挨惨をする.そして立ち上がると順序よく彼等

の後ろにつく.前を行く皇帝逮は中庭を通って上り、そこの通路、ナルテックスの東に向かつて右の部分

を通って入り、そこで自分の金で飾られたサギオンを値い、蝋燭を灯す.そして聖縫者逮と共に入る.再

び蝋燭を灯す.聖体礼儀への入場をおこない‘プライポシトスから香炉を取ると、香を焚き、ベーマの右

側に進む. (ここにはプロドロモスの神聖な頭が置かれているからだ.)ここでも鍬燭を灯し、それに接

吻して退出し、ここのメータ卜ーリオンに入る.そしてスカラマンギオンを脱ぎ、コロピアを纏い、倒j廊

に入り、ペーマの東に向かつて右の部分に入る.そして蝋燭を灯し福音書を拝聴する.その後、出るとこ

このアナデンドラデイオン(傾物園?)に入り、食事をする.もしも高官逮にに命ずる気があれば、修道

士途との食事の聞は待たせる.食事の後で立ち上がると(往に)通った道を抜け、前述のように先導され

て高速船に乗る.J "') 

先駆者は帝都でも早くから信仰の対象となっていた.しかし、彼を対象とした祭典は長い間、コンスタ

ンティノポリス起源と恩われるこつの祭、 9月23日の受胎のie念日と、 6月24日の生誕祭であり、こ

の二つの祭は特に大掛かりな物ではなかった. 8月29日に、斬首の記念を大働かりな祭典としておこな

うようになるのは、イェルサレムでは5世紀のことだが、首都においては 10世紀のストヮーディオス修

道院が始めてのようである目町.この修道院は 10世紀始めから、先駆者の頭部の聖遺物を持っている

ことでも有名になった四円.

以上の事実から考えて、おそらく『クレート口口ギオン』と『儀式について』の二つの史料の聞で、 8

月29日の位置付けが大きく変わったものと思われる.ジャナンは先の聖遺物の獲得とあわせて、当時ス

トゥーディオス修道院が宮廷での評価を高めるために、積極的に活動してたことも記している.またこの

修道院は9世紀においては政治的に総主教とも皇帝とも結liず中立を保っていたが、 1 0世紀初頭のレオ

ン6世の「四重婚問題(レオンは世継ぎが生まれないのを理由に、総主教の反対を押し切って、四人の女

性と繰り返し結婚をした)Jにおいては、皇帝側について論俸を張っている2目) このような背景と、

前章で述べたこの部分の成立時期に関する問題を合わせて考えると、 10世紀前半のある時期に変更があっ

て、それまで聖使徒教会で皇帝パシレイオスの記念祭をしていたものを、先駆者の斬首の記念祭をストゥー
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ディオス修道院でおこなうようになったのではないだろうか.

一方、総主教は上位の8月29目、 9月23目、 6月24日だけでなく‘ 2月24臼の先駆者の頭の発

見記念祭も、さらに加えて 1月7日と復活祭の土曜日におこなわれる先駆者のための儀式もすべて、タ・

スフォーラキウーでおこなっている.また『儀式について』のae.述には修道僧以外の聖職者は登湯しない.

ジャナンやマテオスはこのことをストゥーディオス修道院で儀式をおこなった時代とタ スフォーラキウー

でおこなった時代とがあるかのように述べている299) しかし上記の歴史的背景を鑑みると、むしろ皇

帝はストゥーディオス修道院で、総主教はタ・スフォーラキウーでそれぞれ別に儀式を執り行ったとみる

方が、より自然である.
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1之動暦の祭

乾酪を断つ遇の火曜日

『クレートロロギオン』には謝肉祭の宴会(この日の教会の儀式には触れていない)に続いて以下の記

述がある.

「テュロファゴスの第三日(乾酪を断つ週の火曜日)にはコンスタンティノポりス大主教が皇帝とシュ

ンクレートス全員を総主教宮殿の大きな聖織に招待する.神聖な典礼が終わると総主教宮殿の大祭具室で

宴会がおこなわれる・・・ J3附

しかし fテュピコン』はこの催しについてなにも語っていない. ~儀式について』にもこの儀式につい

て言及はない.

四旬節第一週月曜日

この日は四旬節の最初の日であること以外に、宗教上の催しはない.しかし『儀式について』第2巻第

10"によると皇帝はこの目、大宮殿のマンナウラ(マグナウラ)の広間で儀式をおこなったのち、ハギ

ア・ソフィアに行って第三第六の勤め(トリトヱクテー)に参加する.

この宗教儀式は四旬節中は毎日、それ以外は土日の日中おこなわれ30円、形式上は通常の聖体礼儀の

前半、御言案の礼儀だけを独立させたものである302) それゆえ構成は交唱聖歌、入場、聖歌、連梼か

らなっている.昼の第三の~Jから第六の刻の聞におこなわれるため、このような名前がついたようだ.

ちなみに当時の時間は日の出から自の入までを 12等分して昼の刻、日の入から日の出までを12等分

して夜の刻とし、日の出を(昼の)第一の主IJと呼ぴ、以下第二の刻、第三の刻と続いていた303) 第三

の~Jと第六の刻の間とは、午前中、おおよそ 8 時前後から 11 崎前後までをさす.

さてここで『儀式について』の前述の部分を見てみると以下のようになる.

マンナウラでの儀式のあとで、皇帝は青銅門を通り神聖な井戸に行く.

「そこで蝋燭を点けて神聖な井戸に接吻する.総主教は彼と会って、神聖な井戸から大きな門を入り、

貴重な十字架に型通りに腕<.そして総主教は型通りに主人達に香をまき、彼に後吻する.そのあとでそ

こに置かれた門を通ってペーマの右側jの部分に向かつて入る.シュンクレートス全員がパシリコス逮とクー

プークリオン逮と共にいて、主人途を称賛する.そこから神聖な扉を入り、慣例どおり蝋燭を点け、型通

り順番に物事をおこなう.そののちカストレーシオスの手から総主教は香炉を取って、皇帝に渡し皇帝は

祭湿のまわりに香をまく.そののちペーマの右側の部分を通って、小さな神聖な扉から出て、主人達は総

主教と紫の列柱まで行き、そこで暇乞いをして彼に接吻する.そして総主教はベーマに入り第三第六の動
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めをおこなう.一方皇帝はメータトーリオンに入り、第三第六の勤めが終わったのちに、密かにメータトー

リオンの階段を通ってギャラリーへ登る.そして通路を通って密かにマングラピトスとへタイレイアスに

先導されて神の加護ある宮殿に入るo J 304) 

四旬節第一週日曜日 正統信仰(の勝利)の日

843年3月11目、イコン破I車運動が愚終的に失敗に終わり、イコン崇拝が正統な信仰として復活し

たことを記念して、イコン纏iI派の中心であったプラケルナイの聖母教会から正教会の中心であるハギア・

ソフィアへ行進がおこなわれた.このことを紀念した祭が四旬節第一週の日曜日におこなわれる正統信仰

の祭である.この祭は9世紀末には年中行事として定着した305)

しかしこれまでに多くの研究者の首を傾げさせてきたことだが、 『テュピコン』にはこの祭について、

一切、記述がない.

『クレートロロギオン』には、ブラケルナイから行進が出発することは明記されているが、!Il1体礼儀の

渇所と次第には言及がなく、すぐに記述は宴会へと移ってしまう 306)

『儀式について』は第1巻第28章をこの儀式のために割いている.それによると、前回、総主教はプ

ラケルナイの聖母の教会に行く.そしてそこで徹夜の動めをおこなう.大教会を含めた街中の教会、修道

院でも同機に夜の勤めがある.そして日曜日の朝、大教会へ行列を伴って移動する.ただし皇帝は参加し

ない.

「皇帝はサギオンをつけて宮殿を出てスパタリキオンの門を通り、自分違のサギオンをつけたクープー

クレイオンの者達に先導されて、マンナウラとその高い通路を通り、木の階段から大教会のギャラリーに

入る.皇帝はギャラリーに入って祈ると、鍬燭を灯し、彼等すべて規則に従い、自に着答える.行進が近

つくと、合図を受けて、皇帝はギャラリーのメータトーリオンから出る.すると彼をパトリキオス逮がセ

クレトン(祭具室)の大トリクリノス(食堂、広間?)でシュンクレートス全員と共に出迎えて地にひれ

伏す.それから皇帝の合図を受けたプライポシトスは儀式長官にそれを送り、 (彼は)言う・ 「ご命令をJ• 

そして彼等は歓呼する r永き善き時をJ• 

そして皇帝は受け皿の(上に立てた)鍬燭を持った皆に先導されて、大きな螺旋階段を下り、復活祭の

板のある学校を通って段を下り、大きなナルテックスには入らずに、そのかわりに左に曲がって三角形

(つ)からメータトン(??)に向かう.段のところで儀式長官が言う rお進みください、陛下J.そ

してアテュルの階段を下り、そこで行進を迎える.蝋燭を灯し祈りを簿げ、価値ある十字架と汚れなき福

音書にE危き‘総主教に綾吻して行進の前を通っていく.儀式長官はトリパリオンを始める r真の教義の・・

・」、そして行進のすべての参加者も歌う.ナルテックスに入った皇帝は、行進と共に総主教が到着する
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まで座る.総主教が到着すると皇帝は立ち上がり、二人は皇帝の門の前に立って、皇帝は蝋燭を灯して祈

り、総主教は入t曇の祈りをおこなう.祈り終わると皇帝は蝋燭をプライポシトスに、このものは儀式長官

に返す.総主教が祈りを終えると、皇帝は汚れなき宿音書に腕き、互いに手を取り合って身廊の中央とア

ンポの検を通り、幽がってソレアに入り神聖な扉の前に立つ.そこで皇帝は蝋燭を取って祈り、その後で

これをプライポシトスに渡す.皇帝と総主教の両者は脆いてから、 (総主教は)至聖所に入り神の典礼を

執り行い、皇帝はメータトーリオンへ進み、そこで神の典礼に参加する.この日には皇帝は至聖所には入

らない.

重棄な点は以下のことである.神聖(なパンと前萄;mの行進の際にも愛の(接吻の)際にも(皇帝は)

(メータトーリオンの)扉から出ないが、領聖の際には出て領聖を受ける.神の典礼が終わると皇帝は、

メータトーリオンから出て総主教と会い、二人は神聖な井戸まで通り、互いに挨拶をして緩吻する.皇帝

はそこから退出し、廊下を通ってカルケーの小さな門に入り・ . J 307) 

しかしこれに続く部分では、大変興味深いことが書かれている.

「古いもの(古いこの儀式)はこのような(以上のような)形式であった.現在のところ皇帝は、前述

のように、入楊まではすべてをおこなう.だが入場の際にはベーマに入り(皇帝逮は)祭壇と布に脆き、

至霊所の脇とコンクの後ろの螺旋階段を通ってギャラリーに上り、メータトーリオンに入ると、自分のク

ラミュスだけ脱いで神の福音書と連衝を聴く.すべてがすむと食卓係がアルトクリネースと共に入り、招

待者の表を書く.皇帝違は出ると総主教のメータトーリオンまで行き、そこに留まり(?)自分のディベー

テーシオンを脱ぎ、神聖な典礼が終わって総主教が上ってくるのを待つ.プライポシトス逮は、総主教の

上ってくる通り道に行って座る.そして彼が上ってくると手を挙げ、彼に接吻して、彼を皇帝逮のところ

へ案内して行く.そして総主教は習慣通り脱ぐと、皇帝遂を鋼み外に出て、彼等と食卓につく.すると招

待客が入り彼等と食事をする.それから彼等は立つと皇帝違は、再び通路を通って宮殿に行く.J 308) 

なお参考までにナルテックスとアテュルの間にある「三角形」と「メータトン」が何なのかは、後で触

れるようにはっきりとはわかっていない.

四旬節第三週日曜日

『儀式について』には第1巻第29:!震と第2巻第11章の二章がこの日に当てられている.第29章は

この日の夕方、パトリキオス違が皇帝とクリュソトリクリノスで会食をする前に、ファロスの聖母の教会

叫すき、価値高い木材を拝むことが309)書いてある.そして第2巻には以下のようなことがのっている.

四旬節第三日曜日朝、第三第六の勤めのあと、

「スケウオフュラキオンにある価値があり生命のある十字架は運び出される.そのあと、 (新)教会の

中、皆tsI危〈所で、長司祭は香水をかける.早朝(の儀式)が終わると、 (十字架を)ネアのアナバシオ

ン(ギャラリー)に置き、ネアの聖聴者と宮殿の帝室の聖聡者が共によがり.いつもと同じ十字架を讃え

る聖歌(スタウローシマ)の演奏を簿げる.そして命令をする皇帝逮は、入ると価値があり生命のある十

字架に接吻するo J 310) 

そのあとでネアの舗祭、正装した大宮殿の門番達、皇帝の聖職者達、ダフネーの聖ステファノスの長司

祭、宮殿のディアイタリオス達が、十字架を掲げ宮殿内を行進する.そしてダフネ一宮の聖ステファノス

教会に置く.そしてこのうちの一つは、その後、大教会つまりハギア・ソフィアに運び込まれるが、他の

十字架は宮殿から外には出ない.

『クレートロロギオン』はこの日のことを記録していない.また『テュピコンJIこは311) 、大教会で

聖書の朗読の後、十字架を崇拝する儀式がおこなわれるとあるが、宮殿内の儀式については何ものってい

ない.

さて以上見てきたように、 『儀式について』の二つの章は同じ日におこなう二つの異なる儀式について、

説明している.おそらくパトリキオス違が祈りを篠げた「価値ある木Jは、昼間の儀式で使われた十字架

のうちの一つなのだろう.第2巻の記述から、十字架のうち一つはハギア・ソフィアに行く(おそらく返

却される)が他は宮殿内に残ることになっている.そのうちの一つがファロスの聖母教会に置かれていて

も不思議なことではない.またこの教会にはポルフュロゲネトスが新たに製作させた巨大な十字架があっ

た312) あるいはそれがこの一連の儀式で使用されたのかも知れない.

四旬節第六週日曜日 :111枝祭(梅子の日曜日)

四旬節第六週日曜日は復活祭の前の日曜日にあたる.聖枝祭はキリストが受灘の前にイェルサレムに入

湯したことを記念するもので、 4世紀に始まったと思われる.シリアやパレスティナでは6世紀始めには、

この祭はすたれてしまったが、帝都では盛大におこなわれ、 12大祭の一つに数えられている引3)

『テュピコン』は以下のことをのせている314)

前日はラザ口スの土曜日といわれ、キリストがイェルサレムに入唱する前に、ラザロスという男をよみ

がえらせたことを記念している.この祭が大教会で洗礼式をともなって、総主教によっておこなわれる.

そしてこの日の夜、聖枝祭のための娩梼と徹夜の勤めがある.

早朝、総主教は青銅四面門近くの40殉教者の教会に行き、ここで行進を用意する.参加者には聖職者

か俗人かを問わず全員に梅子が配られる.礼拝と聖歌ののち、フォロスへ行き、神の栄光を讃え大教会へ

と行進して、聖体礼儀をおこなう.

ところが『儀式について』はまったく異なった儀式について述べている.この史料では霊枝祭は前夜の



晩祷が第31章315)、日曜日の儀式が第32輩316) と二つの章が使われている.

まず第31章であるが、以下のように記している.

夕刻、皇帝は聖デメトリオスの教会の聖母のイコンの前に、へーリアコンへ続く門の方を向いて立つ.

東側の銀の門から出た元老院議員逮は、列を作って聖デメトリオス教会に入り、各々皇帝から、季節の花

の飾りがついた郷子の枝を受け取る.高官逮は小さな銀の十字架ももらう.それからこの教会の別の門を

出てファロスの聖母の教会に入る.ここで晩梼に参加し、プライポシトスがクープークリオンの者逮に綿

子を分配する.それから皆は象牙の門を通って出る.

次いで第32章では以下のようである.

廷臣遣はユスティニアノスのトリクリノスで行進の準偏在する.皇帝はクープークリオンと共にクリユ

ソトリクリノスの玉座につく.プライポシトスの合図で次々と人々が入室して、皇帝に後惨をする.最後

に高官途が入り謁見の儀式をおこなったあと、彼等は、トリコンクの水銀へ行く.皇帝はそこで彼等と合

流し、行進してダフネーへ進み、聖母の教会に入り、蝋燭を点け、祈り、連祷に努力目する.次に十字架の

前へ行って祈り、霊ステファノスの教会へ入る.そして祈り、連梼に参加する.そして高官達と分れてク

リュソトリクリノスに戻り、ここでも連祷をおこなう.それからフ7ロスの聖母の教会で聖体礼儀に参加

して、ユスティニアノスのトリクリノスの食卓につく.

ところが『クレートロロギオン』には次のように説明されている317) 聖枝祭には宮殿内で儀式をお

こない、

「ファロスの霊母の教会からダフネーの三位一体の教会まで行進してj 318) 

そののち宴会をユスティ二アノスのトリクリノスでおこなう.

これをどう解釈するべきなのだろうか. r儀式について』に記録されている行進は、トリ コンクの水盤

のそばから鎗まり、ダフネ一宮の教会をまわってトリコンクに戻って終わっている.ファロスの聖母教会

には行進とは別に聖体礼儀のために行くのである.二つのie述が一致しない理由は不明である.唯一考え

られるのは、おそらく『クレートロロギオン』成立以降の 50年間にこの儀式が大きく変わったため、大

幅に改訂されたのではないか、という可能性である.

神聖かつ偉大な週(受灘週間)

聖大木曜日

『儀式について』第1巻第33章によると、この日の皇帝の行動は以下のようである.

皇帝は午前中に馬で養老院を訪問し、宮殿に戻る.そののち

「神の典礼の跨聞が来ると皇帝は、ファロスの最も神聖な聖母の教会に行き、神の儀式に参加する.も
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しも皇帝が命令するならば、パトリキオス逮は呼ばれて行ってそこで儀式に共に参加し、もしもそうでな

ければ第一の殉教者聖ステファノスの教会に行きそこで神の儀式を終える.神の儀式が終わったら、同じ

教会のナルテックスでベンチに腰を下ろし、マギストロス達、パトリキオス途、プライポシトス達、その

他の者逮は皇帝の手から各々りんご二つと肉縫一つを手に取る.もしも皇帝がそこに座るように命じなけ

れば、クリュソトリクリノスの皇帝のヴオール卜の下に行き、そこで既に決められているように全てを分

配しベンチに腰を下ろす.彼らは皇帝の手に接吻し、歓呼し退出し、その後皇帝も退出し・・・ j 319) 

友人達との宴席にでる.

当然ながら『テユピコン』にはこれと対応する記述はない.

また『クレートロロギオン』からも、残念なことに以下のことしかわからない 320) 宮殿で行進し廷

臣逮を昼食に招く.そして教会名は上がっていないが、礼拝のあとで、ユスティニアノスのトリクリノス

で宴会をおこなう.

おそらく『クレ トロロギオン』の教会はファロスの聖母教会なのだろう.あるいは『儀式について』

も触れているように、廷臣達の身分や役職によってそれぞれ別の教会、宇1ft所を使用したのかもしれない.

霊大金曜日

『儀式について』第34章321)から以下のことがわかる.

まず皇帝は第二の刻に乗馬しプラケルナイに行く.

「そして教会に入ったら神聖な扉まで行く.そこで蝋燭に火をつけ祈り、至聖所に入る.香を取り、あ

たりに香を撒き、祭塩を整え自分の献納品を置き、機から出て、神聖な箱の教会に入る.そして慣例通り

に、その教会のその礼拝所の神聖な扉の前で鍬燭に火を着け、至霊所に入り、香を取り、祭湿のまわりに

香を撤き‘献納品を取ると祭壇の上に置く.その後、向きを変えて馬か船かで宮殿に戻る.j 322) 

また第三あるいは第四の刻に、命令を受けたパトリキオス逮は聖エイレーネー教会で総主教がおこなう

力テーケーセス(聖大土曜日の洗礼式の準備のための聖別に起源をもっ儀式)に参加する.

そしてもしも皇帝が第三第六の勤めの前にブラケルナイから戻れIt.まず彼は来週の儀式に必要な黄金

の台と黄金の器を準備し、それから勤めに参加しファロスで神聖な槍を拝む.もしもそれよりあとに戻っ

たときは、まず勤め、そしてt書、儀後に準備の順でおこなう.

同じ日に関する『テュピコン』の記述323) を見ると、いくつかの一致に気がつく.それは以下の二点

である.

まずこの目、キリストの脇腹を耳目lした神聖な鎗が午前中、開帳され礼拝される.そののちこの鎗は大宮

殿に戻される."欠に第三第六の勤めののち、総主教はハギア ・エイレーネーに行きカテーケーセスをおこ
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なう.なおこの日の儀式は、すべて大教会でおこなわれる.

またこの日に関して『クレートロロギオン』には記述がない.

聖大土曜日

まず『儀式について』の記述から見ていくことにする.第1巻の第1章の最後の部分と第35章IJt、こ

の日の皇帝の行動を記録している.それぞれ主要部分を引用すると以下のようになる.

まず第1章では宮殿内での出発の準備のようすが語られる.そして皇帝の大教会での行動、帰路おこな

われる儀式、と論は進む.その問、繰り返し受胎告知の例に従うことが語られる.以下は大教会での出来

事である.

「・・・そして皇帝違は、前述のように、神聖な井戸を通り、既に述べたように、ベーマに入り、教会

での儀式の時の常で、布をかけて、プライポシトスはクーピクーラリオスの手からケンテーナリオン (1

00リトレーの黄金)を取り、皇帝に渡す.皇帝はこれを祭坦の水盤の台に置く.その後皇帝は、受胎告

知のときに既に説明した型で、香を焚き、このぺーマの左側の部分を通って、スケウオフィラキオン(宝

物庫)に入る.ここで皇帝達は聖なる宝物に香を焚き、ここの黄金の椅子に、総主教はここにある玉座に

震を下ろす.

そして総主教は皇帝逮に甘松と肉桂を渡す.スケウオフィラキオンのカルトゥーラリオスが彼等に腕い

た後で、総主教の祈りがおこなわれ、外に出るとシュンクレートス逮に甘松を分配する.この分配が終わっ

てから、皇帝逮は総主教と共に外に出て、ベーマの左側の部分を通り、霊ニコラオス(の通路)を通って

神聖な井戸へと続く大きな門へ向かつて出る.この門の中に総主教と皇帝は立って、総主教は皇帝逮に祝

福、あるいは贈り物を渡し銭吻する.皇帝逮はそこで蝦乞いをして、神聖な井戸を通る.皇帝違が神聖な

井戸の外に出ると、そこに膏党のデマルコスが・・・ J324) 

第35章で以下のようなことが述べられている.まず皇帝は大宮殿内で準備し、青銅門を通って大教会

に向かい、

「皇帝は神聖な井戸に入ると蝋燭をつけ、井戸の堂の中で総主教に歓迎される.両者は互いに挨拶と援

吻を交わし、教会に入って神聖な扉まで進む.皇帝は神聖な扉の前に立つと、蝋燭を灯して祈り、至聖所

に入る.祭壇のその布を換えると、プライポシトスから 100リ卜レーの黄金を取り、それを祭塩の上の

段の上に置く.皇帝はそこに立ったままで、祭壇を換え、プライポシトスからやはり大変高価なもう一つ

の献納品を取ると、それを祭壇の上に置く.その後、プライポシトスから香炉を取ると、至聖所のぐるり

に三回香を焚く.側面左側の部分を通って出て、スケウオフィラキオンへ行く.入ると蝋燭をつけて祈り、

祈り終えるとすべての宝物に香を焚き、しばし総主教と席につく.それからクープークリオンの者逮と他

の高官達IJt、入室の仕来りにしたがって入室し、宝物庫係から甘松を取る.それから皇帝は立ち上がりス

ケウオフィラキオンから外に出て、側廊のナルテックス、この大教会の女性舗祭逮が仕来りにしたがって

立つ場所、を通り、そしてベーマの左側の門を経て退出する.総主教は彼に祝福を贈る.

それから二人はぺーマの後ろの聖ニコラオスの細い通路を通って、神聖な井戸まで進む.そして再び総

主教は皇帝に祝福を与え、両者互いに接吻をする.皇帝は上記の全員に先導されて退出し、カルケーの小

さい門から入り・・・ J325) 

大宮殿に戻って、ファロスの聖母の教会で聖体礼儀にでる.

r (夕方)神の儀式の時間になると皇帝は、ファロスへ神の神秘の勤めに行く.もしも皇帝が命令する

ならば、パトリキオス還は行って同じ湾所で儀式に共に参加し、もしもそうでなければ、ヒッポドロモス

へ行き、そこの第一の殉教者聖ステファノスの教会で神の儀式をおこなう.そして「よみがえりたまえ、

神よ」を歌い初めるときには、クーピクーラリオス逮は立ち、黄金の戸口{のカーテン)の外に戸口(用

のカーテン)を釣り下げ、そして「よみがえりたまえ、神よJという同じ主題の聖散を歌い初めるとき、

外の戸口(のカーテン)を持ち上げ、金の戸口(のカーテン)だけをそのまま残し、そして神の典礼が終

わると、その海所で、 「神よ、我等が皇帝に御加穫を」と叫ぶ.すぐにトリベトンで楽が奏され・

(以下略)J 326) 

そしてそののち晩餐会がおこなわれる.

まずハギア・ソフィアでの儀式を比較してみることにする.両者で異なるのは、至!Ill所での献納品、ス

ケウオフュラキオンで甘松を分配する場所、スケウオフュラキオンからの帰りの経路、三箇所である.

またファロスでの儀式に関しでも、黄金の戸口の前に戸口を置き(あるいはカーテンを吊るし)開閉す

る部分は、解釈が厳しい.またこの聖母教会での儀式は、第1章では記述がその前で終わっているため言

及がない.

なお『クレートロロギオン』には、以下のことが簡単に述べられている.

聖大土曜日に皇帝はハギア・ソフィアに行き

「スケウオフュラキオンに入り、香油の分配をおこない」

宮殿に戻ってファロスの聖母の教会で聖体礼儀に参加し、そののちユスティニアノスのトリクリノスで

宴会をおこなう 327)

この二つの史料の三つの記述で、細部には問題があるものの聖大土曜日明奇別な儀式の大枠は一致する.

一方これに対応するae述を『テュピコン』で探すと以下の次第が記されている328)

日中 靭の勤めの交唱聖歌、天の神の栄光に三聖唱、聖歌、小洗礼堂で洗礼式、

「第六の刻の前後、皇帝が(ハギア ・ソフィアの至聖所に)入り、祭糧の布を替える.そののち総主教



329) 

夕方 .交唱聖歎のあとで総主教は福音書、司祭、香炉係、照明係と入場、アプスの玉座につく.聖歌、

朗読の後、総主教はアプスを下りて大洗礼堂へ行く.着替えて堂に入ると三回香をまき、洗礼豊富のまわり

を巡ってから、舗祭の助けをかりて決まり通りに洗礼式をおこなう.その問、身廊では朗読と聖歌.洗礼

式が終わると総主教は洗礼を受けた人々と、中央の門から教会に入る.聖歌の中、正装した総主教は 12 

人の主教と共に至霊所に入り.玉座につくが‘このとき総主教は中央から、主教逮は脇の扉から入る.そ

ののち、三霊唱と聖書士、最後に領聖がある.

以上の次第のうち、 『儀式について』、 『クレートロロギオン』の記述と関連があるのは上記引用部分

である.この動作に関して『クレート口ロギオン』は何も述べていないtA ~儀式について』はどちらも、

祭壇の覆いの交換に触れている.ただ、不可思議なのは、 『儀式について』では二つの記述とも、交換の

後、皇帝IJ~香を焚くことになっているが、 『テュピコン』では総主教がすることになっていることである.

聖大日曜日 ・復活祭(復活大祭)

復活祭はキリストの復活を祝うもので、ユダヤ教の過ぎ越しの祭がその原形になっている. 3世紀には

すでに、この祭は執り行われていた.現在のように春分の日のあとの最初の満月の自のあとの日曜日と決

まったのは、ニカエアの第一回公会議 (325年)においてである.復活祭はすでに見てきたように動庖

の中心であり、四旬節など動暦のすべての祭が復活祭と関連づけて考えることができる.先に聖大土曜日

のところで述べた、夕方の洗礼式も非常に大規模な祭の準備のための晩祷と見ることができる330)

『儀式について』で復活祭の日曜日に関して述べているのは第1巻第1章と第4章、それに第9章の後

半部分、バリーの鋭では本来の第 18章である.このうち第1章では、生誕祭と同じ儀式を執り行うこと

と3刊、 大教会へ行く前に宮殿で特別な儀式をおこなうことが33町 、語られる.生誕祭の儀式の次第に

関してはすでに述べたので省略する.また第4章は、宮殿と教会の聞で、デーモス逮がどのような口上を

述べるのかが記されており、本論分の主題とは関係がない.そこで以下、引用をもとに第9章の後半部分

333) を見ていくことにする.

記述は宮殿内での準備の儀式の途中から鎗まる.そののち皇帝は廷臣達と、生誕祭と問機にミリオン、

アウグスタイオンを通り、ホ一口口ギオンの門から大教会に入る.

「そのあとで皇帝はナルテックスの扉の後ろ、メータトーリオンの中、吊るしてある布の中に入る.プ

ライポシトスは彼の頭から冠をとる.ナルテックスに入ると、総主教が彼と会う.皇帝は福音書と十字架

に接吻する.それから皇帝と総主教は互いに挨拶をし、後吻して皇帝の門まで進む.そして総主教は神の

典礼の入海の祈りを侮げ始め、一方の皇帝はプライポシトスから蝋燭を取り祈る.二人が主に自分遠の祈
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りを棒げると、皇帝は蝋燭をプライポシトスに、そして彼は儀式長官に返す.皇帝は価値ある十字架と汚

れなき福音書に腕く. (皇帝は)総主教と共に身廊の中央を通って進み、アンポの脇を経てソレアに入る.

そして神聖な扉に近づく.総主教は至聖所に入るが、皇帝は蝋燭をつけて祈り、蝋燭をプライポシトスに

返す.それから至聖所に入る.入るときには府主教が神聖な扉を遮るように立って、彼は皇帝にかすかに

合図をする.皇帝はそこに固定されている十字架にキスをして、至聖所に入る.祭塩の前で祈り、そこに

二枚の聖体布を広げ、持って来たものを置く.丸い盆二つ、杯二つ.それから聖なる産着に接吻する.そ

の後、プライポシトスから献納品を取りこれを祭痘に置く.

そして皇帝と総主教は互いに腕き、皇帝は至聖所から出てメータトーリオンに入る.そこで蝋燭をつけ

て祈り、肩織を置く.それから神の典礼に参加するが、神聖(な贈り物)が通り過ぎるときには、皇帝は

クラミュスを縫い、慣例どおりに人々に先導されて、皇帝の運んだ蝋燭、 言い換えればあかり(松明?ラ

ンプ7)が立っている所まで進む.パトリキオスの全員はそこに立ち、皇帝は彼等の真中を通る.プライ

ポシトスが(おいてある)蝋燭を掴み、これを皇帝に返す.皇帝は神聖(な贈り物)と同行している者逮

を通り過ぎ、ソレアの中に入る.そして神聖な扉の側に進む.プライポシトスに蝋燭を返すと、彼はそれ

を神聖な扉の脇のソレアの上、右側jのところに置く.皇帝はこの蝋燭の胞に立ち、そこを神聖(な贈り物)

が通り過ぎる.そして神聖(な贈り物)が通り過ぎたら、皇帝と総主教は両者互いに髄<.そして皇帝は

仕来りにしたがった人々に先導されて、至霊所の外を通りメータトーリオンに入る.神の愛(の接吻)の

時が近づくと、儀式長吉がプライポシトスに、彼が皇帝に知らせる.皇帝は出て、上記の人々、すなわち

。ーブークリオンの高官逮、パトリキオス遠、ストラテーゴス速に先導されて、シュンクレートスと共に

進み、至聖所の右側の脇に、障壁にもたれるようにして績の移動式祭壇334)に立つ.その場所で皇帝は

総主教、府主教達、主教達、教会の高僧達、慣例どおりの人逮に愛(の接吻}を送る.その後に、皇帝と

総主教は互いに脆く.皇帝は下りると自分がいつも行進(に参加している廷臣)のそれぞれに愛(の接吻)

を与えるところに立つ.布の中にマギストロス達、パトリキオス達、ストラテーゴス達、ドメステイコス

達、役所の部局長途、デーマルコス達、儀式長官が入る.皇帝に接吻するために入ったこれらの人々全員

は、御辞儀をするが、復活祭ゆえにひれ伏しはしない.しかし各々は規則に従って進み出て皇帝に愛(の

接吻)を送る.その後、全員は自分違の規則のところに立つ.皇帝と総主教は両者互いに践き、皇帝はメー

タトーリオンに入る.そして神との結合が近づくと儀式長官が入室してプライポシトスに、この者が皇帝

に教える.皇帝は出ると、上12のものすべてに先導されて進み出て、至聖所の前の帝室の移動式祭壇の前

に立つ.そして祈るとそこに上り、総主教の手によって、クリストスの生誕に先立つ祭の所で説明した方

法で、領聖を受ける.皇帝の領霊の後に、皇帝と総主教は両者互いに脆き‘皇帝はメータトーリオンに入

る.トリクリノスに出ると、命令を受けた友人達と食事をする.J 335) 
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ここまでの部分で第 1章と異なるのは献納品の有無、領霊を受ける場所、以上の二点である.これは生

誕祭の場合と同機、第1章の記述は五つの祭に共通の部分であって、細部は第9章の方が復活祭の実際に

近いものと恩われる.また最後の部分の記述からおそらく、メータトーリオンの中にトリクリノスという

名の空聞があったことがわかる.

このあとに以下のような皇后に関する記述が掃入されている.

「以下のことは重要である.神の典礼が始めると、クープークリオンの者逮はすぐにギャラリーによる.

皇后はこのギャラリーにあるメータ卜ーリオンから出て玉座に腰を下ろす.クープークリオンの者すべて

は績に並んで立つ.宣官のプロートスパタリオス逮は皇后の後ろに立つ.皇后の合図を受けたプライポシ

トスは、杖を持ったこ人のオスティアリオス逮と出て(以下の女性を順!こ)呼び入れる. ・・・(中略

呼ばれる人のリスト) ・・ 全員ts皇后に愛(の後吻)を送った後、プライポシトスに合図を送り、彼は

言う rご命令をJ.そして彼女らは「永き善き時をJ (と言ってから)、退出する.皇后は再び立つと、

自分の家臣のクーピクーラリオス逮と共に、メータトーリオンに入る.他のクーピクーラリオス逮は皇帝

のところに下りていく.J 336) 

皇后が教会での儀式の最中にどうしているのかは、 『儀式について』ではほとんど触れられていない.

その意味でも上の配述は大変重要なものである.

そしてこののち、再び皇帝の行動が描かれる.この部分では第 1章の!l述とこの章との聞に大きな差は

ない.

f皇帝は食事の席を立っと、ベステートルから肩衝を鍋てもらい、プライポシトスに総主教を呼ぶよう

に命じる.総主教が入室すると、皇帝と総主教とは両者互いに脆く.そして食事をしていたトリクリノス

を通ると、神聖な井戸へと出るときに、皇帝は門の中に総主教と立ち、プライポシトスとアルギュロスは

この扉の外に立つ.そこでアルギュロスの手からプライポシトスは黄金の袋を取り皇帝に渡す.皇帝はこ

れを何時も受け取っている人達に渡す.アルギュロスは大声で言う rかくも善き主かなJ.この彼の厚

意を受けることになっているのは、長編祭、オスティアリオス途、歌手途、教会の警備人逮である.その

後、神聖な井戸の中につられた布の中に入る.プライポシトスは冠を取ると総主教に返し、総主教が皇帝

に厳冠する.そのあとで、総主教は大きな皇帝に祝福を与え、小さなほうにも同僚にする.皇帝はプライ

ポシトスから献納品を取って、総主教にお返しとして渡す.すると総主教はお返しとして塗，由する.もう

一人の皇帝も同じようにする.

皇帝と総主教の二人は互いに脆き接吻する.皇帝はそこから出ると、 (アウグスタイオンの)中央を通

り、カルケーの大きな門を入る・・.J 337) 

そしてこのあと皇帝は大宮殿に戻り、招待客と宴会をおこなうが、このときの織子が『クレートロロギ

オン』の記述の中心となっている338)

さて一方の『テュピコン』からは、この目、通常の聖体礼儀と同じ枠組みだが、遥に長大かつ壮麗な儀

式がおこなわれることがわかる339)

復活の週.光の週(光明週間)

復活祭の月曜日

まず『クレートロロギオン』にはこの目、聖使徒教会で儀式があり、その後、大トリクリノスで宴会が

院かれる、となっている340)

また『テュピコン』には以下のことが書かれている341)

この日は使徒違の記念祭で震使徒教会で儀式がおこなわれる.大教会で紛の勤めの後、祈祷と交唱聖歌.

総主教は脇の扉から至聖所に入り、輔祭が朗読、アンポからトロパリオン.行進が始まる.行進はフォロ

スへ行き、そこで聖歌隊が神の栄光を讃える.舗祭ts速祷をおこない、総主教は礼拝をおこなう.そのの

ち行進は霊使徒教会へ進む.そこでも聖歌隊が神をE費える.そののち、教会での儀式が始まり領聖をもっ

て終わる.なお大教会でも同じ儀式がおこなわれ、午後の勤めがある.

これら二つの史料が述べている，欠第を、 『儀式について』は第1巻第 10章3引 でさらに詳細に記述

している.以下に主要部分を引用する.

まず皇帝は大教会で準備をし、青銅門をへて大教会へ行く.そして神聖な井戸が納められている堂へ入

る.

「・・・皇帝は蝋燭を灯すと祈り、それをプライポシトスに返す.総主教は(教会から)出て神霊な井

戸で皇帝と会う.お互いに挨妙し接吻すると皇帝と総主教は教会に入る.彼等は神聖な扉の前まで進み、

総主教は至聖所に入るが、皇帝は神聖な扉の前に立って蝋燭を手に祈り、祈り終わると蝋燭をプライポシ

トスに返して、至霊所に入る.祭壇に脆いて祈ると、ソレアを通りソレアを出るときに、彼にプライポシ

トスが行進用の蝋燭を渡す.そしてアンボの合唱隊が「キリストは復活された」と始める.

慣習どおり皆に先導された皇帝は、身廊の中心を通り皇帝の門から出て、ナルテックス、アトリウムを

通り、アテュル(アトリウム西側の建物)の階段を下り・・・ J343) 

そして皇帝はミリオンとメセーを通って、フォロスに行き、コンスタンティノスの柱の礼拝所正面の階

段を上る.そして皇帝は海上に、廷臣逮はより低い決まった寝所に立って総主教を待つ.

「行進と共に総主教は到着すると、彼等の中央を通る.十字架が皇帝の立っている寝を上るときには‘

皇帝は蝋燭を点けて価値ある十字架に脆き、践くと蝋燭をプライポシトスに、この者は儀式長官に戻し、

これを儀式長官は行進用の燭台に固定する.十字架は上ると皇帝の後ろの台、教会の門の前に置かれる.



総主教は、仕来りで彼と共に行くことになっている人々と、上って教会に入る.そして聖職者逮は低いと

ころで、普通の人々と一緒に皇帝の左側にいる.そして連衝が行われると皇帝は、プライポシトスから鍬

燭を取って腕く.それから再びこれをプライポシトスに、プライポシトスは儀式長官に渡し、これを彼は

行進用の燭台に固定する.すぐさま儀式長官はパトリキオス違と他の高官遣に命じ、彼等は皇帝を先導し

始める.皇帝と総主教は互いに挨拶をし、歌手違はトロパリオン「キリストは復活された.Jを敏い始め

るo J 344) 

そこで皇帝は出発してメセーを通り霊使徒数会へと行く.

「ナルテックスに入ると椅子に座って総主教を待つ.そして総主教が行進と共に到着すると、部下の聖

臓者逮と市民達は皇帝の門の右側にある門を通って教会に入り、一方の孤児違は中央の門から入る.府主

教違と主教達は皇帝の門から入り、皇帝に御辞儀をするが、ひれ伏したりはしない.総主教が近づいてく

ると皇帝は立ち上がり、両者は互いに挨拶を交わし簸吻をする.そして皇帝の門まで進むと、総主教は神

の典礼の入場の祈りを始め、一方皇帝は蝋燭に火を点けて祈り、それをプライポシトスに戻す.そして彼

はそれを儀式長官に(渡す).総主教が祈りを終えると、皇帝は汚れなき福音書とf耐直ある十字架に脆く.

身廊とアンポの脇を通りソレアに入る.総主教は至聖所に入るが、皇帝は、彼にとっていつもどおりに、

神聖な扉の前で祈り、至聖所に入る.そして聖なる机に~くと、プライポシトスから献納品を取って、こ

れを祭纏の上に置く.

我等が教父クリユソストモスと神学者聖グレゴリオスの墓に祈り、蝋燭を灯すと、皇帝と総主教、両者

共に至聖所の左横を通って出て、 11コンスタンティノスの棺(=墓所)へと行く.そこで祈り鰍燭を灯し

てから出て、(皇帝と総主教は)愚も神聖な総主教二ケフォロスとメトディオスの墓所へ行き、そこで皇

帝は蝋燭に火を灯し祈り、諸帝の基所へ行き、そこで蝋燭を灯して退出する.皇帝と総主教の二人は教会

の左の部分、即ち側廊を通って、至聖所の向かいで、皇帝と総主教、両者互いに腕き、神聖な典礼をおこ

なうために戻る.皇帝は仰l廊を通りナルテックスに出る.そしてアトリウムの左の部分に向かつて向きを

変える.パトリキオス逮は銀旋階段の門の外に立ち、皇帝に歓声をあげる.クープークリオンの高官逮ス

パタロカンディダートス達、オイケイアコスの者達、マングラピトンの者達、その他に先導された皇帝は、

この左の階段を通って高貧なギャラリーに上る.ギャラリーに吊られている布をシレンティアリオス速が

開け、 (皇帝は)そこを入ると右側の部分に立ち、習慣に従って行事1)に加わった者逮は位置を決め、神の

典礼に参加する.パトリキオス逮とストラテーゴス達は皇帝の後ろに銀旋階段を通って上り、至聖所の向

かいに帝室の移動式祭壇を設置する.ここで皇帝は行進の際に領聖を受ける.

神との結合の機会がくると、命令を受けたシレンティアリオス二人が、総主教を呼びに行く.二人の助

けをかりて総主教は、上に向かう.そして螺旋階段の上の方で高貴なギャラリーに入ろうとする瞬間に、
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クープークリオンの高官違は彼(総主教)に出会う.そしてギャラリーに入った総主教は帝室の祭喧に贈

り物をおき、プライポシトスはクープークリオンの高官速を従えて入り、皇帝を呼ぶ.彼等に先導された

皇帝は進み出て、総主教の手から領軍Eを受け、右の布(カーテン)の向こう側に入り、総主教の手からパ

卜リキオス途、ストラテーゴス途、仕来りに基づく他の者逮が領聖を受けるまで、そこにある椅子に座っ

ている.その後、皇帝は出て、皇帝と総主教は二人とも互いに挨拶を交わし、皇帝は前述の自分が神の典

礼に加わっていた場所に行き、総主教は神の典礼を終えるために下に行く.クープークリオンの高官達は

彼と会った湾所まで彼を送り、それからシレンティアリオス二人は彼を身廊まで送る.神の典礼が終わる

と、皇帝はギャラリーの前を通って、中(内側の通路つ)を通って神に守られた宮殿に行く.言い換えれ

ばそこで自分の私室に入る.また二人のシレンティアリオスが命令を受けて総主教を呼びに下りていき、

・(中略) ・・・そして皇帝は.自分の紫のサギオンを纏ったクープークリオンの高官逮に先導されて出

ると、ナルテックスのギャラリーを通って、クーピクーラリオス遠の持ち上げる布をくぐり、左側の先程

上った螺旋階段を通る.マギストロス達、パトリキオス逮がこの階段の外、アトリウムで彼を歓迎し、彼

等は皇帝が上っていったときのまま残っていて皇帝に歓声をあげる.皇帝は出ると門で馬に乗り、仕来り

に従って各人は行進の用意をするo J 345) 

このあと皇帝はデーモス逮の歓呼を受けながら宮殿に戻る.この犠子は第5章にも記されている346)

ここで『テュピコン』の記述と『儀式について』のそれとを比較してみると、一つの相違点に気付く.

それは『テュピコン』の復活祭の月曜日に関する部分のなかで、唯一、儀式の細部を語っている部分、行

進前の総主教の至聖所への入織である. ~テュピコン』ではこれは脇の扉からおこなわれる.なおこの史

料では、他の項と同様、皇帝の参加は言及されていない.だが『儀式について』では総主教と皇帝が神霊

な扉、つまり正面中央の扉から至霊所に入ることになっている.

ここで『儀式について』の他の記述をみてみると、行進前に大教会の至聖所に皇帝が入るのは、聖母生

誕祭347) と受胎告知3咽}である.この三つの記録すべてで皇帝は神聖な扉から入ると記されている.聖

母生誕祭と受胎告知の湯合、総主教については明記されていないが、おそらく皇帝と同行するものと思わ

れる.

この食い違いを解く鍵は、おそらく、以下の事実にあるだろう.レオン6世のときにこの日の儀式は若

干変更された.皇帝はハギア・ソフィアに寄らず、直接宮殿から馬で霊使徒数会に向かうようになった.

この混合、フォロスでの儀式に参加するか否かは不明である349)

ここで総主教は行進前に至聖所に入るときに、通常の場合は脇の扉を使うが、皇帝がいる場合は神聖な

扉を使う、と図式的に理解していいのか否かは不明である.
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復活祭の火曜日

この日の儀式について『儀式について』は第 11章350)で以下のように記録している.

宮殿内で準備をし、ヒッポドロモスへ出る.ここで民衆の歓呼がおこなわれる.

「そして皇帝は皆に先導されて古い部屋 (アセークレーテイオン)を通り、霊セルギオスの教会(ハ

ギオス・セルギオス・カイ・バッコス)に入る.皇帝がギャラリーに入った時点で、パトリキオス逮とス

トラテーゴス逮は門の外に留まる.この教会の高位修道僧(へーグーメノス)がそこで門をくぐった皇帝

を出迎え、香炉を手に皇帝の前で香を炊く.皇帝はギャラリーに入ると、蝋燭に火をつけ祭壇(至霊所)

の向い側、皇帝の門(教会身廊の中央の入口)のよで祈る.ギャラリーにある最高に神聖な聖母の礼拝所

で礼拝する.そこで蝋燭に火を灯し、祈り、外に出る.そして至聖所のパラキユンプテイコンの中に立つ.

その場所に彼は通常は毎回いて、そして神の儀式に参加し、その場所で蝋燭に火をつける.神との一致

(領聖)の微会が訪れると、司祭が他の司祭と共に、価値ある贈り物を簿げ持って上がり、価値ある贈り

物と共に司祭は入り、皇帝は礼拝所で領聖を受けて外に出、メータトーリオンに入る.クープークリオン

全員も領聖を受け、司祭は携帯用の祭壇を歪聖所の向い中央の入口の上に置き、その上に価値ある贈り物

を用意し、パトリキオス達、ストラテ ゴス達、そしてシュンクレートスは儀式長官の呼び出しで領聖を

受け、その後、司祭は神の典礼を終わらせるために下りていく.そして神の儀式が終わると皇帝はギャラ

リーを通りトリクリノスへ下り、招待の命令を受けた友人達と、そこの立派な食卓につく.そこで食事を

し立ち上がると、ジザキオンを纏い、クープークリオン、マグラピトン、他の家臣逮の高位の者逮に先導

されてギャラリーを通って行く.高位の修道僧(へーグーメノス)が皇帝の前で、ギャラリーの出てきた

門まで香を炊く.皇帝が閉じ門を通る時に、パトリキオス途とストラテーゴス逮がその門の中で彼を出迎

える.そこは皇帝が入る時に留まった所である.皇帝は、前述のように同じ仕来りにしたがって、彼らに

先導され、古い部屋やヒッポドロモスを通り・・・ J351) 

大宮殿に戻る.そしてクリュソトリクリノスで宴会があること、また総主教はプラケルナイに行ってい

るため、霊セルギオスでの儀式には参加しないことが語られる.

さてこの火曜日の出来事として、 『クレートロロギオン』にはクリュソトリクリノスでの宴会の線子が

書かれており、教会での儀式には言及がない352) また『テュピコン』からは、聖母の記念祭がブラケ

ルナイであり、総主教は大教会での朝の勤めののち、行進をともなってブラケルナイに行き、そこで聖体

礼儀をおこなうことになっている3同 .

復活祭の木曜日

『儀式について』第1巻第14章354)ではこの目、皇帝がクリュソトリクリノスで総主教以下の聖職

者を迎え接吻をかわす儀式をおこなったのち、ファ口スの聖母教会で聖体礼儀をおこない、それからクリュ

ソトリクリノスに戻って聖職者逮と会食をすることが記されている.

また『クレート口口ギオン』には、この目、聖職者逮を皇帝はクリュソトリクリノスでの宴席に沼待し、

総主教、府主教 10名、宮殿内の教会の司祭6名、帝室の修道院の高位の修道僧 12名と黄金の食卓につ

くことが諮られている355)

なお『テュピコン』には、この大宮殿内での儀式の!e述はない.しかし大宮殿の使徒聖ヨアンネスの教

会で記念祭IJI行われることになっている.マテオスはこの教会をトリコンクの近くの教会と考えている.

ちなみに総主教は同じ聖人の記念祭を、ハギア・ソフィアでおこなう 356)

復活祭の次の日曜日(アンティパスカ)

本論分で取り上げた宗教儀式に関する!e録のうち、掻も混乱しており解釈が困難なものは、この復活祭

の次の日曜日に関するものである.

まず『儀式について』第1巻第 6章には以下の記述をみることができる.

「皇帝逮が夕方、聖使徒(教会)から宮殿に戻る際に、この祭の時も、その秩序や次第は復活祭の月曜

日にやることに従い、歓迎は前述の場所でおこない、歓声は既に述べたようにあげ・・・ J357) 

つまりこのアンティパスカの日曜日に皇帝は、復活祭の月曜日と問機に聖使徒数会を訪れたことが読み

取れる.

また万聖人の祭日に関して述べた第2巻第7章にも、聖使徒教会へ行く際の方法は復活祭の月曜日と復

活祭の次の日曜日に従う 358) 、との記述があり、先の記述と一致する.

さらに『クレートロロギオン』には、以下の記述がある.

「復活祭の終わった後の次の日曜日、畏敬の念をおこさせる聖使徒の教会への行進を盛大におこなう.

聖なる儀式がおこなわれた後に、月曜日に従い、決まったトリクリノスで宴会をおこなう・・・ J35') 

以上のことからこの日の儀式は聖使徒数会でおこなわれるようにみえる.しかし『儀式について』第1

巻第 16章3印) は

「復活祭後の主の目、皇帝がハギア・ソフィアに行くときに見られるべきこと」

との題目で、大宮殿で準備したのちハギア・ソフィアに礼拝に行き、また戻ることが書いてある.以下

の部分はそのうちハギア・ソフィアに関する部分である.

「・・・そしてスコレーを通って進む.デーモス逮はそこに立っていて、ただ十字の印を切る.ノタリ

オス違は詩を唱える.そして廊下を通って、皇帝達とクープークリオンの者逮、シレンティアリオス逮だ

けがギャラリーに入って、聖体礼儀をおこない、総主教と会食する.帰りは皇帝遣はディベーテーシオン



とジザキオンを持って‘紫のサギオンを持ったパトリキオス違とシレンティアリオス途とに撞衡されて、

主の教会(のそばの門)から(宮殿に)入る.J 

しかし量後に註がついており、

「註 復活祭の次の日曜日に皇帝は、馬に乗って儀式として霊使徒に行く.これは最近おこなわれるよ

うになった.J 

となっている.

以上の記述から考えるに、この自の儀式の舞台は、 『クレートロロギオン』が書かれた899年以前に、

ハギア・ソフィアから聖使徒数会に移ったのであろう.

しかしながら『テュピコン』はこの目、儀式は大教会、すなわちハギア・ソフィアでおこなわれる、と

述べている361)

史料の成立年代としては rテュピコン』が一番新しい.再びこの日の儀式の舞台は、 '0世紀後半にハ

ギア・ソフィアに戻ったのであろうか.少なくともポールドヴィンはそう考えているようである362)

さてでは仮に、この儀式の舞台がもともとハギア・ソフィアで、 9世紀後半に聖使徒数会に移り、 ， 0 

世紀中頃以降にハギア・ソフィアに戻ったとして、次に問題になるのは移動の方法である. rクレートロ

ロギオン』や『儀式について』の復活祭の月曜日に関する部分では、この日皇帝は行進をともなってフォ

ロスでの儀式を含め、壮麗に聖使徒教会に進むことがわかる.しかしすでに述べてたように、この月曜日

の行進は後の時代にはおこなわれなくなり、単なる馬での移動に取って代わられた.一方、 『儀式につい

て』の第2巻第7章の万聖人の祭日に関する節分のie述では、この祭日と復活祭の月曜日と復活祭の次の

日雌日が、とくに行進の方法について同じであることが記述されていて、それ以外には皇帝が馬で到着す

ることのみ配されている.

おそらくこのことから考えて、この日の聖使徒教会付旬かう移動方法も、先の復活祭の月曜日と問機に、

行進とフォロスでの儀式を伴う壮麗なものがまず執り行われ、後の時代、復活祭の月曜日と前後して、こ

れが単純な馬での移動に変化したとみるのことができる.

五旬節中日(メソペンテーコステー)

のちに聖霊降臨祭のところで触れるが、復活祭から聖霊降臨祭までの50日聞は、特に重要視されてい

る期間である.この50日聞を五旬節と呼ぶ.五旬節の中目、つまり復活祭から 25日目は水曜日となり、

特別な祭日としてあっかわれていた.

この日に関して『クレートロロギオン』には、皇帝が聖モーキオスの教会で聖なる儀式に参加し、その

後そこのトリクリノスで宴会を開くことが、書いてある3日 )
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『儀式について』はこの儀式を主題として、第1巻第， 7章をまとめている364)

r (前略:皇帝は大宮殿から陸路霊モーキオス修道院へ) ・・・そこから(一行は)殉教者聖モーキオ

スの高貴な教会に入る.皇帝はアトリウムに入ると、ナルテックスに上る階段のところまで通り過ぎ、そ

こで(手足を)洗うと、ナルテックスを通る.螺旋階段へと続く門の脇にシュンクレートスと共にパトリ

キオス達とストラテーゴス違が立っていて、各自各々上述のように、皇帝に歓声をあげる.皇帝は高官達

とクープークリオン違、家臣のパシリキオス達、儀式長官、シレンティアリオス速に先導されて鍍旋階段

を上り、少し左に幽がるとナルテックスのギャラリーを通って、自分の私室に入る.・・・ (中略) ・・・

皇帝が自分の私室から出て皇帝の門の上のギャラリーに入ると、ベステー卜ール違が入室して皇帝のクラ

ニュスを脱がす.そこでクーピクーラリオス遣はギャラリーに布を吊る.皇帝はこの布を通って、高官遼

やクープークリオン違に先導されて退出する.そこで布の外でパトリキオス違とストラテーゴス違が地に

ひれ伏して挨拶し出迎える.命令を受けたプライポシトスは儀式長官に合図を送り、この者は「ご命令を」

と言う.人々は「多くの善き時をJと歓呼する.皇帝は、全員、彼等は自分違の金のタプリオンのついた

クラニデイオンを運ぶのだが、に先導されて銀旋階段を降りる.そこで、言い換えれば階段の終わったと

ころで、もう一度、皇帝をパトリキオス達、ストラテーゴス達がシュンクレートスの全員と共にひれ伏し

て歓迎し、命令を受けだプライポシトスはシレンティアリオスに合図をし、この者は「ご命令をJと言う.

同じように人々は歓呼する「多くの善き時をJ• 

皇帝はここにいる人々に先導されて、ナルテックスを通ると、大教会の皇帝の門に向かい合った門から

出て、階段を降り、左に幽がると門を出る.習慣通りに行列の各人は通り篠けて、メセーで行進と合う.

そして蝋燭を灯し祈り価値ある命ある十字架と汚れなき福音書に脆き、その後、皇帝と総主教とは互いに

挨拶を交わす. (皇帝は)行進の前を通って仕来り通りの人々に先導されてアトリウムを通り、ナルテッ

。スへと続く階段を上り、このナルテックスに入り、階段から続く中央の門から左側にある金の格子に座

り、行進を従えた総主教の到着を待つ.そしてそれがおこって、価値ある十字架が左の(誉れある)階段

の門から入るときには、皇帝は立ち上がり、総主教は段を上り、皇帝は総主教と共に進み、両者共に皇帝

の門の敷居のところに立つ.皇帝は蝋燭を灯し、祈り、総主教は神の典礼の入場の祈りを捧げる.そして

祈り終えた皇帝は蝋燭をプライポシトスに返す.この祈りが終わると、汚れなき福音書と価値ある十字架

に脆<.皇帝は総主教の手を取ると、真ん中を通り、身廊とアンポの右検を経て、ソレアに入って、神霊

な扉まで進む.総主教は至聖所に入り、一方の皇帝は祈り、プライポシトスに蝋燭を戻してから入る.至

聖所に入る瞬間に、いつもどおり府主教が皇帝の前の神聖な扉を開け、皇帝はその上に固定されている十

字架に蹟き、至霊所に入り、祈り、祭壇を績麗にして、仕来り通り献納品をそこに置くと、総主教と共に

至聖所の績を通り、右側から、ベーマの神聖な扉まで通る.総主教は至霊所で神の典礼をおこなうために
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残り、皇帝は至聖所を出て女性遠の湾所の横を通る.パトリキオス途はストラテーゴス達、儀式長官、シ

レンティアリオス達、シュンクレートスと共に、螺旋階段へと続く門の外に立ち、皇帝に歓呼する.

皇帝はクープークリオンの高官逮と家臣のパシリコス逮に先導されて、秘密の螺旋F普段をあがりパラキユ

プテイコンに入り、そこで神の典礼に参加する.もしも皇帝が命じるのであれば、そこで総主教を待ち、

もしそうでなければ、ギャラリーを通って、先術の者たちに先導されて自分の私室に入る.会食の時聞が

来ると皇帝は自分の私室から出て、彼等の先導でギャラリーへ行く.そこには(そなえつけの)価値ある

食卓がある.そして招待を受けた総主教が到着し、 ・・・ (中略.会食の僕機) ・・皇帝はクープーク

リオン途に先導されて、先術の西の階段を降りる.彼等全員は紫のサギオンをつけている.かれらをナル

テックスの先ほどの階段の門の外でクープークリオンの高官遼が出迎える.そして皇帝からの合図を受け

たプライポシトスは、儀式長官に合図を送り、この者は「ご命令を」と言う.

彼等に先導されて皇帝は、階段へと向かうナルテックスの中央の門を出て、そこで馬に乗り・・・ (後

略陸路宮殿へ戻る)J 365) 

ところで同じ『儀式について』の第1巻第7章はこの日の帰路のデーモス逮の歓呼の台詞を二つ記録し

ているが366)、歓呼する場所については何も触れておらず、復活祭の月曜日に準じると書かれている.

またさらに『テュピコン』のこの日の項は、大教会で儀式がおこなわれることを記している367)

この史料の不一致は、 903年5月11日にこの儀式がおこなわれた際にレオン 6世が教会内で蟻草さ

れ負傷したために、それ以降おこなわれなくなったためであると、多くの研究者は考えている3叫.何

らかの原因で、ふるい記録が編集の際に削除されなかったのだろうか.

すると次に問題になるのが、 『儀式について』の第7章の記述である.第 17章の最後の部分には、や

はり復活祭の月曜日の歓呼1こ準じる旨書カサ1ており、ここでは誰が何処で歓呼するかのみが書カ寸1ていて、

台詞のみを官官録している第7章と組み合わせて、初めて意味をなす.このことから考えて、明らかに第7

章と第lH置は対になっている.しかし第7章の成立は、すでに見たように、 『儀式について』全体の中

で一番新しく、 950年以降である.これはおそらく編集時の不手際で不必要な古い記録が紛れ込んだと

考えるよりも、編集者はこの記録、すでにおこなわれなくなった聖モーキオス修道院での儀式の次第を、

何らかの理由でまだ必要なものと考えたのではないだろうか.当時この儀式が将来、旧来の形でおこなわ

れる可能性が、まだ残されていたと考えるのは飛躍し過ぎだろうか.

昇天祭

昇天祭lまキリストが天に昇ったことを記念する祭で、復活祭の40日後の木曜日におこなわれる.元来、

聖.降旗祭と共に祭られてきたが、 4世紀末にアンティオキア周辺で独立した儀式として確立し、帝都で

は12大祭のうちの一つの数えられていた369)

『クレートロロギオン』にはこの目、皇帝はぺーゲーの聖母の教会に行進し、神聖な儀式に参加、その

あと総主教と宴会を催す、との記述を見ることができるが、この宴会の湯所は配されていない370)

これと同じ内容の、しかし遇に詳細な記録を『儀式について』の第 1巻第 18章37りに見ることがで

きる.

r (前略 皇帝の一行は船で賞金門まで進み、そこから馬で教会を目指す)そして彼は泉の非常に神聖

なる神の母(の教会)まで行く.皇帝が外側の門を通り簸ける前に、パトリキオス違や元老院の皆が篤か

ら下りる.彼等に導かれながら、皇帝は馬に乗ったままアトリウムに進み、そこで馬を下りる.彼はアト

リウム右側の扉から入り、そしてそこでパトリキオス違は階段の入り口の前で止まる.部屋付の高官逮を

引き連れて、皇帝は前述の階段を上り、狭いトリクリノスを通るが、この犠所で、その日のために食事が

行われる.そして小さなメータトーリオンを通り私室に入る.

プライポシトスが王冠を取り除くと、後はそこに待織し、時間を注意しつつ自のディベーテーシオンを

着用する.時聞が来ると、儀式長官から前もって知らされていたプライポシトスは、入室して皇帝に知ら

せる.彼の命令にしたがって、儀式長官からシレンテイオン(標織)が渡される.パトリキオス違は前述

の階段を上り、そして既に説明した狭いトリクリノスに入る.皇帝は慣習通りにクラミュスを鑓い、自分

の私室を出て、部屋付の高官の先導で、上記の狭いトリクリノスの入り口まで進む.そこで黄金のタブリ

オン(帯状の布)のついたクラミュスを持ったストラテーゴス逮とパトリキオス遼が皇帝を出迎えて地面

に伏すと、命令を受けたプライポシトスが儀式長官に合図をし、彼は言う. r御命令を.Jそして彼等は

唱和する. r善き長き時を.Jその後、部屋付の高官と元老院に先導されて、彼は先程使った階段を下り

る.パトリキオス違とストラテーゴス逮が元老院とともに階段の下で、新たに彼を出迎える.

皇帝がプライポシトスに合図を送ると、彼はシレンティアリオスに合図を送り、彼は「御命令をJと言

う.彼等は唱和する. r善き長き時を.J皇帝は彼等の先導でアトリウムの門を超える. ・・・ (中略)

・皇帝は緑党の歓迎から多少離れ、前述の人々に導かれて(総主教の)行列を迎える.そして蝋燭に火を

灯し、荘厳な十字架の前で祈りを榛げ、聖なる福音書と荘厳な十字架を礼拝する.その後、二人(皇帝と

総主教)は互いに深々と挨拶を交わし、接吻する.皇帝はそのまま戻り、部屋付の高官、パトリキオス、

ストラテーゴス、元老院に先導されてアトリウム中央の扉から入って、ナルテックスに入り、玉座に着席

して総主教と共に行列が着くのを待つ.

行列が着くと皇帝は立ち上がる.二人は深々と挨拶をし接吻を交わした後、前へ進み皇帝の門の敷居の

上に立つ.皇帝はプライポシトスの手から蝋燭を取ると、そこで祈る.その問、総主教は聖なる儀式の第

ーの入場を朗唱する.祈りの後で皇帝は鰍燭をプライポシトスに返し、彼は儀式長官に戻す.総主教が第



ーの(朗唱)を終えると、皇帝は聖なる福音書と荘厳な十字架を礼拝し、総主教の手を取り、既に述べた

人々全てに先導されて、二人は身廊の中を進みアンポの右側を通って、二人とも、皇帝も総主教もソレア

に入る.その問、部屋付の高官途や他の者はソレアの外に止まり、その両側に立つ.神聖な門に着くと、

総主教は至霊所に入り、皇帝は神聖な門の前に留まり、蝋燭に火をつけると祈り、それをプライポシトス

に渡す.その後、神聖な門に深く礼をすると‘至聖所に入り、聖なる祭塩に深く御時宜をし、献納品を奉

献する.至聖所を出ると、昔からの仕来りに従う人々に先導されて身廊の右側jを通って、先述の階段を掻

けてギャラリーへ上り、通例通りの場所から聖なる儀式に参加する.

領聖の時にはプライポシトスが、命令にしたがって、シレンティアリオス違を派遣する.彼等は総主

教を呼ぶ.総主教は前述の階段を上り、ギャラリーを妓けて慣例通りの渇所に来る.そこには携帯式の祭

壇がある.皇帝は総主教の手から領聖を受る.その後、総主教は離れ、 t翼手帯式の祭壇の方へ立つ.それは

皇帝がこの日正餐を取る(場所の)門の前である.そこで仕来り通りに高官途が領聖を受ける.その後、

総主教は神聖な儀式を終えるために下へ行く.皇帝は、自分が食事をするトリクリノスを通って、自分の

私室に入る.神聖な儀式が終了すると、プライポシトスはシレンティアリオス逮を送り、彼等は命令に従っ

て総主教を招待する.総主教はシレンティアリオス逢の助けを借りて、既に説明した階段を上りギャラリー

へ入り、そしてそこで{総主教は)ちょっと留まり、その聞にプライポシトスは皇帝に報告する.皇帝の

合図を受けると、彼は部屋付の高官と退出して総主教を呼ぴ、総主教は食事の準備が進みつつあるトリク

リノスで皇帝と再び会う. ・・・ (後略:こののち会食の様子が説明される)J 372) 

また『儀式について』第1巻第8'1置にはこのあとベーゲーから皇帝が陸路を通って戻る襟に、都市のど

の地点で援がどのような歓呼をおこなうのかが記されている373)

しかし『テュピコン』にはこの日は以下のように記されている.

「木曜日、あるいは偉大な神にして救世主、我等がイエソス・クリストスの昇天の祭.この祭の儀式を

神聖な教会の型に従って、最も神聖な大教会(ハギア・ソフィア)でおこない、 (前日の)夕方から徹夜

の勤めをおこなう o J 374) 

こののち、総主教参加の晩街、徹夜の勤め、当日の儀式が順に説明される375)

三つの史料に見られるこの食い違いは、どう解釈するべきなのか.三つの可能性が考えられるのではな

いか.一つ目として『儀式について』と『テユピコン』の聞の期間にこの儀式の舞台が移されたというこ

と.二つ固としては、 『テユピコン』には晩梼に総主教が参加するとはあるが、当日の儀式に関しては総

主教の参加に関して言及はないので、大教会でも儀式をおこなうが総主教はペーゲーに出張するというも

の.三番目は『テユピコン』のae述が間違っているというもの.ポールドヴィンも同じ三つの可能性を指

摘しており、三番目を好んでいるようである 376) しかし、他の祭日に関して明砲な理由なしに三つの

史料で内容が食い違う例は少なく、また祭の重要性から考えても明らかな記裁事項の間違えというのは説

得力が乏しい.また同じ理由から、総主教の出張説も『儀式について』の配述から考えて総主教は行進を

ともなって来るのであるから、総主教はぺーゲーに行くという記述、あるいはベーゲーでも大規模な儀式

がおこなわれるという記述が、なぜ残らなかったのか、割り切れないものがある.なおジャナンはケドレ

ノスの年代記から、 966年にニケフォ口ス2世がベーゲーで昇天祭を祝った、というie述を引用してい

る377) 参考までに付け加えておく.

聖霊降臨祭

この祭は、キリストの昇天後のある嵐の日に使徒逮に聖霊が降りてきて彼等を満たした、という『使徒

言行録』の事件と関連があるが、理念的にはこれに代表される救済の神秘を祝うものである.ギリシャ語

ではベンテーコステーというがこれは r50番目」という意味で、復活祭から 50日目を意味する.また

ベンテーコステーという言業自体は、復活祭から聖霊降臨祭までの 50日聞をさす犠合と、聖霊降臨祭の

祭日のみをさす場合とがある.この 50日間は特別な意味を持っており、毎日、聖体礼儀がおこなわれ、

洗礼式も集中的に聞かれた.なおこの祭日は5世紀には確立し、広く執り行われるようになったようであ

る378)

さて『儀式について』では、残念ながらこの日の皇帝の教会での行動について、独立した記述はない.

第1巻第1章に聖霊降臨祭は生誕祭や復活祭と問機におこなう旨記されている 379) また同第9章前半

部分には、この日デーモス逮が何時何処で誰が何を皇帝に歓呼するのかが記録されている380)

また『クレートロロギオン』には、この目、大教会で復活祭と問機な儀式をおこない、そののちユスティ

ニアノスのトリクリノスで宴会を開く、と書いてある381)

なお『テュピコン』には以下のことが記されている382)

前の晩に大教会で総主教参加の晩祷、徹夜の夜の勤め.アンポにて朝の勤め.そののち総主教は洗礼堂

にて洗礼式.洗干しの塗;自のあとで、身廊に中央の扉から入場.領聖を伴った儀式.その後、午後の勤め.

『テュピコン』の記述を見ると、この史料の他の部分と問機、記述の中心は聖歌や朗読の内容で当事者

の詳細な行動は解説されないのだが、洗礼式が入場の前に入る他は通常の順に聖歌、朗読などが進むこと

がわかる.復活祭や生誕祭とは.規模においてはるかに小さい祭ではあるが、大枠ts同じである以上、こ

の日の皇帝の教会での行動は第1巻第1章とほぼ同じで大きな変更点はないとみてよいだろう.

万聖人

万聖人は聖霊降臨祭の次の日曜日である383) この日の儀式について『テュピコン』は以下のことを



記している384)

前の土曜日に大教会で総主教参加の晩祷、徹夜の夜の勤め.明くる日曜日はすべての殉教者のための記

念日で、

「最も神聖な大教会で、 (前日の)夕方から徹夜の勤めをし、また大きな聖使徒(教会)のそばの彼等

の名前の館で、彼等のための儀式をおこなう.行進は大教会からそこへ出発し、そこで大教会におけるの

と同様に神の神秘の儀式をおこなう.J 385) 

以下、聖体礼儀の内容が説明される.

一方、 『儀式について』第2巻第7章386)にこの祭日のことが書かれている.それによるとこの日は、

復活祭の月曜日や復活祭の次の日曜日の儀式に準じることになっている.以下この章を引用する.

「皇帝違は聖使徒のホ一口口ギオンへと通じる同じ教会の門で篤を下り、それからクープークリオン途

に先導されて、指揮官の習慣によって右に幽がり、そして霊使徒387)のナルテックスを通り、同じ教会

のギャラリーに上り、そこに釣り下げられた布を入る. ・・・(中略) ・・・総主教は行事IJと共に到着す

ると、霊使徒の中で至聖所の柵の外で立ち、僚会が訪れると、総主教は中に入る.皇帝違は自分のクラミュ

スを値う.皇帝逮が布から出ると、マギス卜口ス達、パトリキオス遼が彼等を歓迎し、そこで歓声をあげ、

プライポシトスの合図で儀式長官が「御命令をJと言う.そして螺旋階段を下りナルテックスを通って、

聖使徒のナルテックスを出ると、 ・・・ (中略) ・・・皇帝違は聖使徒のホ一口口ギオンのところの扉か

ら入る. ・・・ (中略) ・・・皇帝違は再び、聖使徒の仰1.(=左側廊)の扉から入り、 ・・・(中略)
・皇帝違が進むと、総主教が神聖なベーマの柵の外で彼等を歓迎し、両者は接吻する.そして共に至聖所

に入る.皇帝は布(祭壇の寝い)と、総主教が娼げ持ってきた神聖な福音書に接吻し、ここで行進をおこ

ない、聖聴者逮は「あなたの栄光、キリストよ、神・・・」を歌う. (聖使徒教会の)ベーマから出た皇

帝逮はプライポシトスから儀式用の蝋燭を受け取り、総主教と共に時を同じくして行進を万聖人(の礼拝

堂)に向かつておこなう.そして続く開帳の儀式を、言い換えれば更新の儀式を終えると、 (万霊人の教

会の)ベーマへ入場し、入り、仕来りに従い、そしてそこから、 (皇帝逮は)東に向かって右側jの部分を

篠11"て、同じ教会の殉教者聖レオンの礼拝所へと行き、そこで鰍燭を手に三回礼拝をして神への感謝を示

し、そしてすぐに総主教に俊拶をし、彼に接吻する.そして総主教は万聖人{の礼拝堂)に入る.皇帝速

はアプスのある歪聖所を通って、皇后聖テオファノの礼拝所へ入る.そこでクラニデイオンを脱いで座り、

聖なる福音書の朗読を待つ.神聖な福音書が朗読されるときには、この礼拝所から出て、ベーマに向かつ

て吊ってある布の中に立って、神聖な福音書を傾聴する.そして聖なる倍音書が終わったら、再び聖テオ

ファノの同じ礼拝所に入り、座って招待者の表を用意する.そして黄金で縁取られたサギオンを身に纏う

と、 (皇帝は)霊ヒュパティオスの礼拝所のナルテックスを通り、そしてその外へ続く中庭も通り、さら

にそしてそこから木の階段を通るが、これは聖コンスタンティノスから、聖使徒のギャラリーへと昇るも

ので、そこから聖使徒のギャラリーを通って宮殿に入る.J 3開)

以上の引用で明かなように、この日の儀式の中心I立、言及されている他の二回の儀式とは異なり、聖使

徒数会ではなくて、万I:l人の礼拝堂である.この点で『テユピコン』と『儀式について』の内容は一致す

る.なお、聖使徒数会と万聖人の礼拝堂の位置関係については次章で考察する.

ちなみに『クレートロロギオン』には、この日に関する記述はない.



1-3 まとめ

さてこれまでみてきた線々な儀式を、ここでは盤理してみていくことにする.

まず前章で述べた、各史料の成立年代と、言及されている祭日の関係をまとめると[表7]のようにな

る.この表においては、聖人のie念祭は『儀式について』における取り扱いが詳細さを欠くこともあり、

濠い網をかけてある.また大宮殿内で完結するものには薄い衡がかけてある.換言すれば、網のかかって

いない祭日は比較的、公的性格が強く、また祭典としても重要度の高いものということになる.

この表からいくつかのことがわかる.

まずこの三つの史料が成立した百数十年の閉に、次第の変化が認められる儀式がある.

その一つは行なわれなくなったもの、あるいは縮小されたものである.これらの名を揚げると以下のと

おりである.

復活祭の月曜日 霊使徒数会

復活祭の次の日曜日・霊使徒数会

五旬節中日の水曜日 聖モーキオス教会

昇天祭:ぺーゲーの聖母教会

表にみるように、もしも『テュピコン』の記述が正しいのであれば、復活祭の月曜日以外の残りの三つ

は10世紀後半にはこの教会では執り行われなくなり、省わりにハギア・ソフィアで通常の儀礼がおこな

われたことになる.

また復活祭の月曜日は『儀式について』の記述では、皇帝も総主教と同僚に行進を伴ってフォ口ス経由

で聖使徒数会に向かうことになっている.しかしすでに述べたように、この行進はレオン6世の時代に執

り行われ無くなり、皇帝は単に馬で聖使徒数会に移動するだけとなった.同様に、前節ですでに見たよう

に、復活祭の次の日曜日の行進も、儀式の舞台が変更される以前に、途中で廃止された可能性が高い.こ

れらはいずれも帝都の中心部から離れた地波にたつ教会での儀式である.

また逆に新しく加わったことが明らかなものもある.それを以下に列挙する.

霊デメトリオスの記念祭 (10月26日)

大天使ミカエルの記念祭 (11月8臼)

聖大パシレイオスの記念祭 (1月1日)
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ネア献堂ie念祭(5月1日)

聖コンスタンティノスの記念祭 (5月21日)

教会和解の記念日 (7月6日、 12日)

預言者エリアスの記念祭(7月20日)

洗礼者盤ヨアンネスの記念祭 (8月29日)

万聖人の祭日

聖デメトリオスの記念祭は後に触れるが、舞台となる教会がレオン6世の造営によるもので 10世紀初

頭の追加と考えられる.大天使ミカエル、ネア献堂記念、預言者エリアスのいずれの日においてもネアが

重要な役割をはたしているが、この建物もバシレイオス 1世によって献堂されたものであるから、これら

の儀式は9世紀末の追加である.雲大パシレイオスの日には霊ベトロスを使用するが、この教会の造営も

パシレイオス 1世の業績に数えられている.それゆえこの祭日も同じ時期に属するものと見てよいだろう.

以上、五つの祭日は新たに追加されたことが明らかであるが、いずれも宮殿内で完結した次第をもってい

る.

一方、聖コンスタンティノスの記念祭の舞台になるポーヌス宮のこの聖人の教会はロマノス 1世によっ

て、また万聖人の祭日の舞台となる聖使徒数会の脇に建つ万聖人の教会はレオン6世によって、それぞれ

建綾された.さらに教会和解のie念日はレオン6世ts総主教との確執から和解したことを記念するもので

ある.これらの三つの次第は 10世紀前半に属するものと思われる.

また前節で触れたように8月29日の先駆者聖ヨアンネスの記念祭は 10世紀に入ってから、先駆者の

頭部の獲得に伴う政治的な動きの中で追加された可能性が高い.

また表からは読み取れないが、正統信仰の日は『儀式について』の配述から、途中で次第の細部に変更

があったことがわかる珍しい例である.最も大きな相違点は、皇帝が小Ii入の際に至聖所に入らなかった

ものが入るように変わったことと、償l廊のメータ卜ーリオンから儀式に参加したのがギャラリーのメータ

トーリオンに変わったことのこ点である.

これらに対して大きな変化がないことが確認できたものは、以下のとおりである.

生誕祭

神現祭

霊大土曜日
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復活祭

これらはいずれも正教会の年中行事の中核をなす重要な祭典であり、すべての宗教儀礼の中で最も古い

歴史と長い伝統をもっている.

さてこれらの儀式は、いくつかのグループに頬型化して分けることができる.本章で取り上げた祭日の

うち、市内を行進して教会に向かうものをまとめると[表8]になる.これは基本的には『テュピコン』

の記述をもとにした経路である.このうち 『儀式について』で皇帝の参加が明記されているものは以下の

とおりである.

まずーっ目は皇帝が大教会で礼拝をした後、行進してフォロスに行きそこでも儀式を行ない、さらに行

進と共に進んで他の教会へ行ってそこでミサに参加するものである.この型を持つものは以下の四つであ

る.

雲母生誕祭 大教会→フォロス→カルコプラテイアの聖母教会

受胎告知 大教会→フォロス→カルコプラテイアの聖母教会

復活祭の月曜日:大教会→フォロス→聖使徒数会

復活祭後の日曜日 大教会→フォロス→聖使徒教会

このとき皇帝は、神霊な井戸の堂を通ってぺーマの右側の部分に向いて開いている門から大教会に入り、

神聖な扉を経て至聖所にいき、祈る.至霊所を出るとソレアを出るあたりで聖歌が始まり、あるいはアン

ボの後ろのあたりで再び祈り、ナルテックスを経て退出する.その後、ナルテックスからアトリウム、ア

テュルを妓けてメセーへ進む.そしてフォロスに入ると、ここで総主教の行進が到着するのを待ち、これ

を歓迎して共に儀式に参加する.その後、再び皇帝の行進は先に自的地の教会へと進み、そこで総主教の

行進の到着を待ち、これを歓迎して、共に小聖入を執り行ないミサを始めるのである.

このような型の行進は、ボールドヴィンの指摘のように389} 6世紀以前には一般的でより頻繁にお

こなわれたものが、重要な祭日に限って9世紀・ 10世紀まで残ったものと思われる.これに対して上の

型から行進の部分が省略されて、派生したと恩われる型もある.これは最後にミサが行なわれる教会で、

総主教とその行進を迎えるところから皇帝が儀式へ参加するものである.9}J拳すると以下のようになる.

進堂祭 ブラケルナイの聖母教会
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聖母就寝祭:プラケルナイの聖母教会

五旬節中日の水曜日 聖モーキオス教会

昇天祭 ベーゲーの聖母教会

この型は明らかに、多くの研究者が述べる小聖入の起源を、そのままあらわしているものである.つま

り他の教会からの行進の最後の段階として入場ががおこなわれるのではなく、かわりに教会堂のアトリウ

ムなどで信徒と聖職者が集合して堂内に入場するのである.ここで取り上げたような大きな祭日は別にし

て、通常のより一般的なミサの場合は7世紀ごろ、この変化が生じたと考えられている390) おそらく

このような簡略化は、祭日の重要度の低い、あるいは規模の小さいものから生じ、 8世紀には日常的なミ

サは、すでに信徒が堂内で待つ所へ、聖職者逮が入場する形で始まるようになった.しかしながら、 『テュ

ピコン』の記述からも明らかなように、 10世紀においてもまだ重要な祭日においては、より古い完全な

形での行進が残っていた.

すでに繰り返し述べてきたように、 9・10世紀の百年ほどの期間においても、行進を簡略化する傾向

は確認することができる.例えば復活祭の月曜日と復活祭の次の日曜日は、レオン6世以降の時代には、

皇帝は行進を行なわず先に馬で聖使徒教会に行って待つようになり、より古いより完全に近い型から、こ

の簡略化された型に移行し、また復活祭の次の日曜日、五旬節中日の水曜日昇天祭は舞台がハギア・ソフィ

アに移された.

なお正統{言何の祝日は、おそらくこの簡略化された型の変形とみてよいだろう.つまりプラケルナイの

聖母教会から行進してきた総主教を、皇帝がハギア・ソフィアの前で出迎え、小聖入をおこなうのである.

これに関しては、後に再び詳しく考察することにする.

また史料に明記はされていないが、その内容から考えて、おそらくは皇帝が先に教会に到着して、行進

してきた総主教などの聖臓者を出迎える、あるいはより基本的な完全な行進をともなった裂でおこなわれ

た、と考えられるのが以下の祭日である.

使徒ヨアンネス(9月26日)

聖コスマスと霊ダミアノス (11月1日)

40殉教者(3月9日)

使徒ヨアンネス(5月8日)

霊コスマスと聖ダミアノス (7月1日)
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聖パンテレイモン(7月27日)

霊ディオメデス (8月16日)

なおこのうち、 7月1臼と 27日の儀式は皇帝が先に行って待つ型でおこなわれたことがわかっている.

以上の儀式はいずれもが総主教や彼に従う聖職者逮が参加するが、次第はほとんど同じでも訪問先の聖

職者が中心となる儀式がある.これは8月29日の先駆者ヨアンネスの記念日である.

8月29臼の儀式はストゥーディオス修道院でおこなわれ、 7月27日のそれに準じることになってい

るが、総主教は参加せず、かわりにこの修道院の修道僧違がミサをおこなう.また皇帝と廷直逮の行進は

おこなわれない.

なおこれと関連して、たいへんおもしろいのが5月21日におこなわれる盈コンスタンティノスの記念

祭と万霊人の祭日である.

5月21日は『儀式について』によると、皇帝はポーヌス宮から馬で聖使徒数会へ行きコンスタンティ

ノス 1世の彊廟の前で総主教と会う.それから皇帝はポーヌス宮に行き総主教を待つ.総主教は行進と共

にボーヌス宮へ行き、皇帝の歓迎を受けて一緒に宮殿の聖コンスタンティノス教会へと入場し、ミサを行

なうのである.ちなみに『テユピコン』にはこの目、総主教が皇帝と元老院議員とこの教会まで行進する

ことになっているが、これはおそらくハギア・ソフィアからではなく、聖使徒数会からポーヌス宮までを

指すのであろう.

万聖人の祭日は『儀式について』では、皇帝l立聖使徒教会へ再び馬でいき行進はしない.そして総主教

は行進と共にこの教会へ到着して入唱するが、この間皇帝は総主教とは会わない.そして皇帝は聖使徒の

至聖所で総主教と会った後、万聖人の至聖所へと行進するのである. ~テュピコン』によれば、この総主

教の行進はハギア・ソフィアから万聖人の教会に向かつておこなわれることになっている.

このこつの次第は、一見すると都市における教会問の行進を簡略化したものと考えることが可能なよう

にみえる.しかしこの二つの次第が隆宣されたのは10世紀前半な筈である.実のところ市内の教会聞を

移動する大規模な行進l立、徐々に減少する傾向にあったわけだが、大宮殿内など限られた空間においては、

まったく逆の現象をみることができる.

大宮殿内の教会を用い、大宮殿内で完結するものに関して整理すると、以下の五つの妃念祭と聖妓祭が

E査当することになる.
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聖デメトリオスの記念祭 (10月26日)

大天使ミカエルの記念祭 (11月8日)

聖大パシレイオスの記念祭 (1月1日)

ネア献堂記念祭(5月1S) 

預言者エリアスの記念祭 (7月20日)

聖枝祭

これら六つの次第は多かれ少なかれ、登場する教会堂の建設年代から考えて、 9世紀後半以降にできた

ものである筈である.しかしながらその内容は、以下のようにいずれもが教会聞の行進を含んでおり、常

に線数の教会堂を一つの祭日で使用している.

まずネア献堂記念祭と大天使ミカエルの記念日では、ファロスの聖母教会から行進を開始し、ネアに入

場してミサをあげる.また7月20日の預言者エリアスの記念祭の場合はネア献堂記念祭に準じる儀式が

おこなわれるのだが、ファロスの聖母教会内の聖エリアスの礼拝所から行進は出発し、ネアの中の聖エリ

アスの礼拝所へ向かう.なおこの行進すべてに総主教が参加する.

また 1月1日の埠合は総主教は参加しないが、ファ口スの聖母教会からハギオス・パシレイオスへ行進

し、ここでミサをあげる.

そして聖デメトリオスのiC念日には、ハギオス・ベトロスの礼拝堂からハギオス・デメトリオスへ行進

して、ここで総主教も参加してミサをおこなう.

以上五つの記念祭に共通していることは、いずれもある教会から他の教会へ行進し、その後にミサがお

こなわれることである.また皇帝l立小宴入には参加するが、献納品については大天使ミカエル、ネア献堂、

預言者エリアスの場合にのみ記述がある.皇帝はミサにおいてはこれ以上、儀式の信仰に関与しない.

聖枝祭の場合はもっと複維である.これは大祭のうちで唯一、皇帝が市内の教会での儀式に参加しない

もので、独立して宮殿内でおこなわれる.さらに『クレートロロギオン』と『儀式について』で記述に食

い違いが見られる.おそらく宮殿内の教会堂が次々と新たに建設されていく中で、儀式の次第に繰り返し

変更があったものと恩われる.ここでは『儀式について』をもとにしてみていくことにする.

この儀式も大宮殿内で完結したもので、総主教も参加しない.クリュソトリクリノスでの謁見の後、皇

帝は廷臣違と卜リコンクで集合してダフネ一宮の聖母教会へ行進して礼拝しさらに閉じダフネ一宮のハギ

オス・ステファノスで連傍をおこなう.そしてふたたびトリコンクまで行進して戻る.その後、クリユソ

トりクリノスで連街、ファロスの聖母教会でミサがおこなわれる.この日の宗教儀式における皇帝の行動

について、史料はこれ以上の情報は与えてくれない.献納品、領聖などに関してはおそらく、通常、皇帝
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が大宮殿内の教会でミサに参加する湯合と変わらないのであろう.むしろその意味では、この日の皇帝の

行動すべてが、多分に宗教的かつ、特異なものである.

さて次に各祭日の次第における皇帝の行動について、 『儀式について』をもとにまとめてみることにす

る. [表9]はその結果であるが、ここでは本章で取り上げた祭日のうち、皇帝の行動が詳細にわかるも

のに関してのみ、まとめている.

まず先に触れた市内の行進を鍵としてみていくことにする.行進から入場がおこなわれる、あるいは行

進が簡略化して小霊入へと変化した儀式には、いくつかの共通点がある.皇帝が小聖入に参加すること、

多くの渇合献納品を祭壇上に納めること、それ以外は皇帝は教会堂内、多くの場合はギャラリー、に用意

された専用の空間から儀式に参加しそこからは出ないこと、領聖を受ける際にはこの空間の近くまで総主

教に来てもらうこと、がその共通点である.ちなみに市内の教会を使用する場合で領聖に関する記述があ

るのは、進堂祭、受胎告知、聖母就寝祭、復活祭の月曜日、昇天祭の五つで、おそらく復，舌祭の次の日曜

日でも皇帝は領霊を受けたものと思われる.また聖母生誕祭、進堂祭、受胎告知、聖母就寝祭、復活祭の

月曜日、五旬節中日の水曜日、昇天祭、そしておそらくはやはり復活祭の次の日曜日において皇帝は小霊

入の際に献納品を納めている.

ここで以上の形式の儀式に関してまとめておくと、以下のことがいえる.皇帝の行進への参加は徐々に

減り、おそらく立地条件‘行進する距援がその決め手となっていた.聖者のfie念祭といわゆる大祭とでは

級いが大きく異なり、 『儀式について』における記述の密度にも差があるが、献納品の有無にもそれは反

映されている.逆に聖者の記念祭の喝合は訪問先の教会は記念祭の主題である聖者を奉っており、祭の主

題と舞台に密接な関係が見られるが、大祭の場合はマリアの五大祭がカルコプラテイアかブラケルナイの

聖母の教会だという以外に、とくに関連性は見いだせない.

さてここで以上みてきた型に非常に近い形式を持っていながら、小聖入への不参加という点で珍しいの

が、復活祭の火曜日である.この目、皇帝は廷臣逮の行進をともないハギオイ ・セルギオス・カイ ・パッ

コスに向かう.しかし小霊入には参加せずに、直接ギャラリーの礼拝所に行き、そこから儀式に参加する.

当然、献納はしない.しかし領軍Eの際には司祭に来てもらって領軍を受ける.なおこの儀式には総主教は

参加しない.

の次第と比較してみると、新しい方の正統信仰の祭の次第との聞にいくつかの一致を見ることができる.

小聖入で至聖所まで入ること.ギャラリーから儀式に参加すること.儀式の後で総主教と会食をすること.

これらのいずれもが新しいほうの次第にのみ見ることができて、古いほうにはない要素である.それゆえ

に、この次第は、この祭日が毎年催されるようになった段階で、後述するハギア・ソフィアを用いる他の

儀式の次第をもとに「古い次第Jが作られたが、後に他の皇帝が総主教の行進を出迎える型の次第に合わ

せて「新しい次第」が作られたと見ることができる.

さてここで目を転じて十字架挙栄祭の次第を見てみると、正統信仰の日の次第と一致する点がある.こ

の目、皇帝は大宮殿からハギア・ソフィアのギャラリーに入り、セクレトンで廷臣違と会ってナルテック

スへ行き、十字架の遺物を持った総主教一行と小聖入を行なう.この間の皇帝が通る経路は正統信仰の祝

日とまったく同じである.つまり両者で異なっているのは、小聖入の後、皇帝がギャラリーから儀式に参

加するのではなく、アンポでの十字架を婦げる儀式に参加し、それから至聖所に入って績から出て、即座

に退出してしまう点である.しかしこの日の儀式の中心は、ミサではなく十字架の掲示なのであるから、

この後に続くミサは皇帝にとって重要なものではなかったのであろう.もしそうではないとしても、この

祭日の次第は、後に述べる生誕祭などの大教会での重要な祭日の次第よりも、正統信仰の自の次第に近い

ものである.そして史料に明言はされていないが、総主教がセクレトンから行進を組んで十字架の遺物を

運ぶのであれば‘問題なく皇帝が行進を出迎える型の変形と見ることができるだろう.そして両者に等し

く「受け皿のついた行進用の蝋燭」が使用されることからも、その蓋然性は高いように恩われる.

次に大宮殿内の教会に関してみていくと、大天使ミカエル、ネアの献堂、預言者エリアスの各祭日には

小聖入への参加と献納品が、また聖デメトリオスの記念祭には小聖入への参加が明記されている.また多

くの土器合、儀式の最中には皇帝が専用の空間から外には出ない点も、市内の教会と一致する.しかしここ

では領聖に関する記述は一切ない.

最後に特殊な例についてみていくことにする.以上取りよげた祭典のいくつかはいわゆる大祭に分類さ

れていた.しかしこの大祭のうち、皇帝にとって最も壮麗な次第を持つものは以下の五つの祭である.

生誕祭

神E見祭

また先に述べたように正統信仰の日は ブラケルナイから行進してきた総主教違を皇帝が大教会で出迎 l' 変容祭
えることで儀式が始まる.この日の儀式は新旧二つの次第が記録されているが、先に取り上げた他の祭回 復活祭



聖霊降臨祭

この祭日はいずれもほぼ同じ次第に剣っておこなわれる.舞台はいずれもハギア・ソフィアである.表

からも明らかなように、これらの次第で皇帝は、小霊入に参加し、さらに復活祭、生誕祭、神現祭の時は

献納品も納め、大量入、愛の接吻、領聖の際にもメータトーリオンから出てこれに参加する.つまりここ

で最も特徴的なのは、皇帝が説教、聖歌以外の行為に何らかの形で積極的に関与している点である.この

ような行動は他の教会では決してみられず、他の祭日には決しておこなわれない.ハギア・ソフィアとこ

の五つの祭日の特殊性を反映しているものである.
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